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前説





「しかし神のやつめ、なっておらんな。この私が願ってやるというに、姿のひとつも見せんとは」

　新年一発目から神にケンカを売る橘たちばなに、清きよ原はら凪なぎは苦笑いをすることしかできない。

　一月一日、午前零時。橘と凪は、初はつ詣もうでに来ていた。

　二人とも晴れ着に身を包み、賽さい銭せん箱の前でかじかんだ手を合わせている。

　持ち合わせのない、また、持ち合わせがあったとしても賽銭を投げる気などないであろう橘の代わりに凪が二人分の五円玉を投げ込んだのは言うまでもない。

「まあ良い。……ふん、我が一族とて土地を追われる以前は神として扱われていた。その末まつ裔えいである私が願うのだ。よもや『叶かなえない』などとは言わんだろうな？　というわけで祈ってやる。感謝しろ。そして私をあがめろ」

「なんでおまえは神様をおどしてるんだよ……」

「……」

　前口上が偉そうだったわりに、沈黙して手を合わせる橘たちばなの横顔は真剣そのもので、ついつい凪なぎはほほえましい気分になる。

　なにを願っているのか――たずねるのは、マナー違反だろう。

「私がなにを願っているか、聞かんのか？」

　しかし橘は凪にマナーを飛び越えてほしいようだ。

　背後に無数の人たちの息づかいを感じる。というか、さきほどからずっと投げ込まれ続けている賽さい銭せんが顔のすぐ横をかすめて危ない。……正直、書き入れ時まっさかり、初はつ詣もうで中の賽銭箱の前は長居したい場所ではないし、長居のできる場所でもない。

　けれど橘は手を合わせることをやめずに、左目だけ開けて『聞いてくれないかな』という空気を出して凪を見ている。

　凪は、白いため息をついて、

「なにを願ってるんだ？」

「おまえとのこれからだ」

　橘はそう言って、再び瞑めい目もくし、神のいるほうを向く。

「凪の周囲には色々な輩やからがおる。私はべつにかまわんのだ、誰だれが相手であろうと魅力で負けるつもりはない。けれど、最近気づいたのだが、問題は凪の性格だ」

「俺おれの？」



    

  
    
      



    

  
    
      「ゆえに神よ」橘たちばなはあくまでも『祈願』というかたちをとるようだ。「私は貴様に願ってやろう。どうか凪なぎが優柔不断であったり、意気地なしであったり、甲か斐い性しようなし……たとえば同じ布団で寝ていても手を出さんようなやつだったり、女の知り合いばかりだったり、その全員に等しく甘かったり、突然凪のもとに『昔からの知り合い』を名乗る輩やからがあらわれたりせぬよう、どうにかしろ」

「ははは……」

　こういう時、凪は決まって苦笑いしかできない。

　いわばこの『祈願』はなんてことのない、いつも通りの、『なぜ凪は自分だけに夢中にならないのか』という橘の愚痴なわけだが。……こういう時になにか安心させるような言葉の一つも出てきたら、橘にこんな愚痴を言わせないでもすむのかな、と凪は思う。

『うまく気持ちを伝える』ということを、凪は苦手としている。

　十二月、火か車しやが来た時もそうだった。

　言葉が足りない、あるいは決意が足りないばかりに、火車に勘違いをさせて、橘をいらだたせて、その結果、火車は『ある仕掛け』のせいもあって暴走し、取り返しがつかないことになりかけた。

　――『殺せつ生しよう石せき』。

　地獄に封じられるほど強大な妖よう怪かいである火車が、地上に出る条件として身につけさせられた忌むべき石。感情が昂たかぶると発散されてしまう妖よう力りよくを吸収するため、という話で身につけさせられたらしいその石は、しかし際限なく火車の妖力を吸収し、ついには火車の妖力を暴走させた。

　どうにか火車をさいなんでいた殺生石を破壊し事なきを得た凪だが、そもそも火車が暴走することになった原因は、凪の中途半端さ、さらに言えば、『うまく気持ちを伝える』ことができなかったこと、だろう。

　まだ、気持ちを十全に言葉で表すことは苦手だ。

　けれど、どうやったら伝えられるかな、と考えることは、できるようになった。

　それから決意もできた。

　人間関係も、妖怪関係も、捨てない。ぜんぶ背負って生きていくという、決意。

　未来も過去もひっくるめて、逃げずに生きるという、決意。

　そしてこの決意があるからこれからもいろいろな者、たとえば火車のように『九きゆう尾びの狐きつね』としての凪への客が自分のもとにおとずれた時、自分はいろいろな者を見捨てたりはしない。

　けれど、橘のことは大事にしていきたい。それこそ、なによりも。

　……でも、まだまだいろいろ中途半端で、力不足で、約束も保証もできないし、この気持ちをうまく言葉にこめられないから、今日も凪はやっぱり、中途半端に苦笑いを返すしかないのだった。

「ま、しかしのう凪なぎよ。神ごときに私の願いが叶かなえられるとは、露ほども思っておらんのだがな」

「初はつ詣もうでという風習を根底から否定したな」

　なぜこんなやつが一月一日の神社にいるのか説明がほしい。

「ふん。たかが神ではないか。信仰に支えられ自ら動くことはなく、時運に恵まれ、挫ざ折せつを知らず同じ場所に居続ける。人間はそのような者を『引ひき籠こもり』と言うのであろ？　そのような輩やからが私の願いを叶えようとは片腹痛い」

「神様が聞いたら怒りだしそうな見解だ……」

　神様は目の前にいるわけだが。

　その時、神の怒りかただの偶然か、凪の後頭部にしびれを切らした参拝客の投げた五円玉がクリーンヒットする。

「あだっ!?」

「なにやつだ！　凪の不意をついて攻撃をするとは……燃やされても文句はあるまいな」

「橘たちばな、確実に俺おれらが悪い……」

　さすがに潮時だろう。

　憤る橘の肩を抱いて誘導と護衛をしながら、人ごみを抜け、凪は賽さい銭せん箱の前から離脱することにした。



「まったく理解し難いんだけど」



　傷つき、もみくちゃになりながらようやく凪と橘が参道の横に出ると、二人を待っていた巫み女こ装しよう束ぞくの少女は、露出した右のおでこをコツコツと人差し指でたたきながら、大きなため息をついた。

　その巫女の名は、赤あか染ぞめ。

　最近確認したところによれば、名前は律りつ子こ。

　凪のクラスメイトにしてクラスの支配者である、凛り々りしい顔立ちをした、巫女装束のシルエットがいびつになるほどに立派なおっぱいを持った少女である。

　クラスメイトの名前ぐらい覚えておけ、という話だったが、凪は最近まで赤染のことを『赤染』以外の呼び方をする理由がなかったので記憶があいまいだった。

　最近――赤染の兄、頼より平ひらの存在を知るまでは。その赤染頼平が凪や橘ら、『妖よう怪かい』に深く関わる人間であることを知るまでは。

　ならばその妹である赤染律子も妖怪に深く関わる人間なのかと言えば、そうではないことが、なかなかややこしくはあるのだが。

「おまえらはいつまで私たちを待たせるつもりだ？　まったく度し難いんだけど。私はともかく、和泉いずみ先輩まで待たすとか、おまえらがどういう心境なのか想像もつかないよ」

「ふん。そもそも私は凪なぎと二人で年始を過ごそうとしていたのに、貴様らが無理やり連れ出したのであろうが！　ならば私が願うあいだぐらい待つのが道理であろう！」

「だから橘たちばな、みんなで初はつ詣もうでに行くって約束は前々からあってだな……」

「うーるーさーいー！　新年は二人っきりで過ごすと！　そういう約束をしていたであろうが！」

「え、してたっけ……？」

「私の夢でしたはずだ！」

「その夢にいた俺おれは俺じゃない！」

「……あいかわらずだな、凪と先輩は」

　赤あか染ぞめは毒気を抜かれたように白い息をついて、右デコをコツコツ、

「とにかく来い。和泉先輩は優しいから待ってくれるかもしれないが――初日の出は、待ってはくれないだろう？　行くぞ」

「……ふん。太陽もほとほと困ったやつだ。私の登場を待てんとはな」

「おまえの尊大さはとどまるところを知らないな……」

　苦笑いを浮かべながら、凪は橘の肩を押して、先行した赤染の背中を追う。

　――一月一日。

　新年は始まり、日はもうすぐ昇る。

「凪……」

「なんだ？」

　声をひそめて呼びかけてきた橘に、凪も調子を合わせて問い返す。

　橘はしばらく沈黙したまま地面をながめていたが、

「今年も……よろしく頼む」

　まるでそれが、特別な告白であるかのように。

　寒さによってではなく頬ほおを真まっ赤かに染めながら、凪を見上げて言った。

　凪はあっけにとられたあと、橘の長い長い金髪をくしゃくしゃと優しくかきまぜて、

「よろしく」

　笑って、答えた。

　こうして、清きよ原はら凪の一年は始まる。

　はにかんだように笑う、橘の隣で。
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　赤あか染ぞめ一族が宮司を務めているらしいこの神社の裏には、小高い丘がある。

　私有地らしいその丘は、一般客が入って来ることはできない、赤染一族だけ足を踏み入れることを許された思い出の深い場所だそうだ。

「私も小さいころは兄貴といっしょによく来たものだが……神社を手伝えるようになったし、今はもう、新年に初日の出を見る余裕はないな。この時間はずっと仕事だ」

「……いいのか？」

　凪なぎは、自分と自分の周囲に視線を向けながら、赤染に問いかける。

　そして、枯れた木々に囲まれた小高い私有地の丘……今まで赤染家の人間しか立ち入ったことがないという場所に集って初日の出を待つ、自分もふくめて五人の人々を見る。

　こんな場所に通してもらって、それから、赤染の仕事を邪魔したかたちになってしまって、いいのだろうか――そういう意味をこめた凪の問いかけに、赤染は笑って、

「今年は凪やはみんなもアルバイトとして手伝ってくれるし、今も一いち条じようの馬ば鹿かや和泉いずみ先輩のクラスメイトの方々が手伝ってくれているからな」

「飛ひの縁えん魔まと姑う獲ぶ鳥めか」

　ふだんあまり見ないかっこうをした橘たちばなが、腕を組んで不機嫌そうにその名前を言う。

　長すぎる金髪に黄金の瞳ひとみという、幼くはあるが、日本人離れした美び貌ぼうをもつ橘は、しかし和服を好む。それは日本に古来から存在せし者、『妖よう狐こ』と呼ばれる妖よう怪かいだからかもしれない。

　ちなみに今現在身にまとっている衣装もまた、和服には違いない。

　けれどやはり、なかなか見ることのないかっこうだった。

　――巫み女こ装しよう束ぞく。

　千ち早はやまでまとった本格的なものではないが、白い小こ袖そでと緋ひ袴ばかまの組み合わせは、日常生活でそうそうお目にかかれるかっこうではないし、さしもの和服を好んで着る橘も、家で着用したことはなかった。

　もっとも、橘や赤染だけではなく、この場にいる凪以外の全員が巫女装束を着ているので、今この瞬間だけ見るならば、珍しいかっこうでもないのだが。

「ふん、新年早々やつらの顔を見ることになって、私は不愉快極まりない」

「理解し難いんだけど。あのお二人は、先輩にとって仲のいい友人じゃないのか？」

「誰だれだ、そんなでたらめを言いおったのは」

「あたしだよ」

　自分のポニーテールをぐいぐいひっぱりながら、巫み女こ装しよう束ぞくの和泉いずみ恋れんが、一歩、橘たちばなに向けて歩み出る。

「だってさ、橘、あの二人と仲いいじゃんさ」

「……どこがだ。特に、私と飛ひの縁えん魔まのどこを見て『仲がいい』などという世迷い言が出てくる？　貴様の目は濁ったガラス玉かなにかか」

　橘が不機嫌そうな顔で言う。

　その不機嫌そうな顔を見て、しかし和泉は笑い、

「あはは。内情は知らないけどさ、外側から見たら仲良く見えるわけさ。それに、あの二人が今がんばってくれてるおかげで、あたしらは初日の出を見れるんだから、『いい友達をもったなぁ』って感動しておいたらいいと思うわけさ」

「……ふん」

　橘がますます不機嫌そうになる。和泉はますます楽しそうだ。凪なぎとしては気が気でないが、二人の会話は二年生クラスのことについてなので、割り込むに割り込めなかった。

「ま、あの二人はそもそも、あんまり初日の出に興味ないみたいだったけどね」

「私とて、初日の出に興味はない」

　橘はつーん、と和泉から顔を逸そらし、そのまま、凪を見て、

「世でなにがしかの節目と言われる日。人間にとって重要な日に、凪の隣にいることこそが重要なのだ。神頼みも、本来ならば価値を感じておらんが、凪がそうするから、そうしたのだ」

　凪は少しだけ困ったような顔をして、しかし、笑った。

　橘の言葉が、確かに嬉うれしかったから。

「ところで凪はなにを祈願したのだ？」

「え？　ああ、まあ、いいじゃないか」

「……言えんようなことか」

「いや、そういうわけじゃないけどさ」

「……布団の中でも言えんことか？」

「みんなの前で言えなくて布団の中なら言える願いごとが思いつかない……」

　凪は困惑するいっぽうである。

　けれど、橘は『何か』を察したらしく、少しだけほおを赤らめて、

「ふん。私にまつわることに間違いはなかろうからな。その他大勢がいては話しづらかろう」

　すごく見当はずれな想像をされていそうな気がしてならない。

　なぜ確信しているのかはよくわからなかったが、そう解釈するならそのままにしておこうと凪なぎは思った。大きな意味においては、確かに橘たちばなにまつわること、というのも間違いではない。

　橘の興味、というか不満は、巫み女こ装しよう束ぞくを着せられている理由へとうつったようだった。

「しかし解せんな。私がなぜ、小娘のためにただ働きしてやらねばならんのか」

「無料じゃないけど」赤あか染ぞめは頭痛を覚えたかのように右デコを優しくたたいて、「初はつ詣もうでの時期は毎年アルバイトを募集してるからな。去年は本当、息をつく暇もないぐらいだったけど、今年はたくさんアルバイトを確保できたから助かってるよ」

「凪くんの人徳だね」

「いや、赤染んとこでのバイトなのに？」

　和泉いずみの発言がよくわからない。

　けれど、赤染は何かを理解したらしく、優しくほほえみ、

「……確かに、先輩なんかはおまえにくっついてきた人だからな。しかし人徳と言うよりも、おまえの場合はお人よしがすぎるだけなんだけど。まあ、私が言うのもなんだがな。そもそもおまえのお人よしを一番利用しているのは私だろうからな」

「自覚があったのか……」

　そして『利用している』と堂々と言われてもこの反応の凪である。

　もはやお人よしとか鈍感とかいう問題ではなく、単純に人の話を聞いていないだけなのではないかという疑いすら浮上しそうだ。

　赤染はそんな凪の様子を見て、しかたなさそうな顔をして右デコをコツコツたたき、

「あるいはそれを、人徳と言うのかもしれないけど。……ほら、覚えてるか。今年……もう去年か。体育祭の時だよ、私が初めておまえに手伝いを頼んだのは」

「ああ、その時に和泉先輩とも会ったな」

「そうだね。二人とも義務でもないのに手伝ってくれたね、ほんと、ありがとう」

　和泉はほほえんで、凪と赤染に礼を述べた。

「いや……」

　凪はどこか申し訳なさそうに笑う。

「ふん、凪とて迷惑に思っておったわ。そんな、意に染まぬ人間の手伝いなど……」



「……よくわからない。なぜ、橘が出会う前のなぎの意思を勝手に語るのか」



　樹きの幹によりかかって、眠たげにうつむいていた藤ふじ紫むらさきが、ぼんやりした表情で橘を見る。

　そのかっこうはやはり巫み女こ装しよう束ぞくなのだが、なぜだろう、他ほかのみんなよりも、藤紫の巫女装しよう束ぞくは珍しくない印象だった。

　橘たちばなは藤ふじ紫むらさきを不機嫌そうにいちべつして、

「凪なぎのものは私のもの、凪の功績も私のもの、凪自身も私のもの、そして私のものは誰だれにもやらん。よって凪は私のものだからだ」

「……意味がわからない」

　藤紫の口癖に新たなバリエーションが増えた瞬間だった。

「って言うか、そうだよな。藤紫って、けっこうそういうかっこうしてるもんな」

「……よくわからない。藤紫がふだん着ている服と、いま着ている服？　には～、決定的な違いがある」

　ひらひらと、藤紫が巫み女こ装束の袖そでや袴はかまを確かめるようにゆすっている。

　凪はなんとなく藤紫の全身をながめてから、

「決定的な違いって、どんな？」

「背中に穴がない」

「……ああ」

　確かに、藤紫がふだん着ている巫女装束に酷似した衣装は、翼を出すための穴が空いている。聞いてみれば納得の結果だった。

　藤紫は、天てん狗ぐだから。

　妖よう怪かいとして全力を出そうとすれば、その背から黒い翼を出す必要があるのだ。

「背中に穴がある巫女装束とか見たことないんだけど。と言うか理解し難いのは、藤ふじ村むら咲さき、おまえ、なんでふだん、そんなかっこうをしているんだ？」

「それには人に言えない事情？　がある。どうしても知りたければ～、なぎに、聞いて」

「え!?　そこで俺おれにふるのおかしくない!?」

『妖怪』とか『背中に翼』とかいう単語を抜いてうまく語る自信がない。

　赤あか染ぞめは知らないのだ。『妖怪』『鬼』『天狗』そして、『妖よう狐こ』のことを。

　……いつか言わないといけないだろうとは、思うけれど。清きよ原はら凪が人間として、橘の『居場所』として、胸を張って生きていくためにも。

　けれど今は、それより先にやるべきことがある。

「凪、藤村咲の話を聞いてると、凪がおまえにそのようなかっこうをさせていると解釈するしかないんだが」

　まるで凪が藤紫にコスプレを強要しているかのように解釈しているであろう赤染への、説明である。

「違うからな！」

　とりあえず否定。

　そして捕捉を求める視線を藤紫に向ける凪だが、

「想像にまかせる」

　藤ふじ紫むらさきは味方してくれない。

「違うからな!!」

「わかっているよ」

　赤あか染ぞめはしかたなさそうに笑う。

「最近の行動を見ているかぎりだと、凪なぎは主に幼女をたぶらかしているどうしようもない男だが……」

「小娘、幼女とはひょっとして私のことを言っているのか？」

　橘たちばなの言葉を受けて、赤染は一瞬だけ橘を見るが、

「……とにかく」

　視線を凪に戻して、

「冷静に考えれば、先輩と会う前のおまえはそんなやつじゃなかったことを、最近ようやく思い出してな」

「なんか冷静になるようなできごとでもあったの？」

　和泉いずみが『？』と首をかしげる。

　赤染は苦笑いを浮かべ、

「いや、兄貴からさんざん凪の悪口を聞かされてな。人の口から悪評を聞くと、なんだか冷静になるものだろう？」

「兄貴……ああ、あの」

　赤染頼より平ひら。

　凪たちの通う高校の生徒会長にして、『妖よう怪かいを保護する組織』の……長？　なのだろうか。実は凪はそのあたり、くわしく知らず、確認もしていなかったりする。

　迂う闊かつである。

　が、ここで『妖怪を保護する組織』の一員である和泉にたずねるのはもっと迂闊な行為であることがわかったので、とりあえず妖怪関係について掘り下げてしまいそうになる前に、凪は今まで一度も発言していない少女に話題をふることにした。

「そういえば鵺ぬえ、やたらと静かだけどどうしたんだ？」

　しかし呼びかけても返事がない。

　髪をツインテールにした小さな小さな巫み女こ装しよう束ぞく姿の少女は、たまに身に着けている首輪についた鈴を揺らすだけで、尻しりが冷たいだろうに地面に座ったまま動こうとしない。

　なにかと思い凪が鵺の顔をのぞきこむ。

　鵺の顔立ちは、橘よりもなお幼い。

　口を開いて八重歯を見せて、よだれを垂らして、すぴーすぴーと呼吸している。

　ようするに寝ていた。

「……鵺ぬえって、朝は早いって言ってた気がしたんだけどな」

　ついついほほえましい気持ちになりながら、凪なぎは鵺の顔をのぞきこんだままで言う。

「朝は早いが、夜も早いであろう」橘たちばなは、鵺が自分たちの家で暮らしていた時のことを思い出しながら不機嫌そうな声で、「ゆえにこやつには初はつ詣もうでは無理だったのであろ」

「ははは……」

「……よくわからない。そこまでしてなぜ、初日の出を見に来たのか。そこまで価値のあるものでもない」

「理解し難いんだけど。その疑問はそっくりそのままおまえに返すよ藤ふじ村むら咲さき。なんで初日の出を見に来てるのに、初日の出に興味がないのか……」

「日にち輪りんに恩がない、から？」

「……理解し難いんだけど」

　言いながら赤あか染ぞめは、説明を求める目で凪を見た。

　凪だってわからないので困るが、それでもなんとかがんばって、

「ほら、みんなが来るからなんとなく、とかあるだろ？」

「それはない」

　よりによって藤ふじ紫むらさきからの否定である。

　凪の苦笑いがとどまることを知らない。

「じゃあ、どんな理由で初日の出を見に来たんだ？」

「よく知らないけど、和泉いずみにつれられてきた」

「ただの拉ら致ち!?」

「いやあ、ちゃんと同意はもらったよ？」

　和泉が笑いながらポニーテールをしごいている。

「だってさ、凪くんがいるって言ったら来たじゃんさ」

「そう言われたら行かざるをえない。藤紫はなぎにしたがう。これはけっていじこう」

「だから……」

　ひょっとして勝負して負かしてしまったことをけっこう根にもたれているのだろうか、と凪は思う。

　藤紫は確かに強大な力を持つ天てん狗ぐだが、清きよ原はら凪はさらに強大な力を持つ九きゆう尾びの狐きつねである。……『勝者は敗者を従わせる義務がある』。藤紫はそんな論法で凪に対して「自分を従えるべき」とせまっているのだ。

　しかし、なるべくふつうに生きたい――もちろん、妖よう怪かいであった過去を捨てたいという意味ではないにしろ――清原凪にとっては、そういう迫られかたは困るのだ。

　そして藤紫の理解力であれば、凪が困ることぐらい、わからないはずもない。

　だからたまに、「わざとやってるんじゃないかな」と思わなくもないのだが……

「……よくわからない。なにも、なぎにとって害のある申し出じゃない、っぽい？」

　無表情で首をかしげる藤ふじ紫むらさきの心境は、おもんばかることができない。

　旗色の悪い会話である。そばにいる橘たちばなやら赤あか染ぞめやらの視線がやたら痛い。和泉いずみ先輩はどうか笑ってないで助けてほしいのだが、

「がんばってね、凪なぎくん」

　助けてはくれなさそうだ。

　凪が困っていると、赤染が、

「時間が近い。もうすぐ日が昇る。……凪、鵺ぬえはどうするんだ？」

「え、俺おれが決めるの!?」

「転校してきた時点から、おまえが世話役みたいなものだろう」

「世話役って……ああもう」

　ここまで来て起こさないのも逆にかわいそうか、と思い、凪はそっと鵺の小さな肩をゆり動かす。

「ぬえ～……」

「ほら、鵺、起きろ。日が昇るぞ」

「ぬえ～……これ以上うどんをこねたくないですよう……」

「どんな夢だ……」

「ぬえっ!?　……あれ、凪さん。どうしたんですか？　鵺のうどんみたいなものを……」

「『みたいなもの』ってなんなんだ」

　鵺の夢に対する謎なぞは深まるばかりである。

　そして凪が鵺の夢に思いをはせているあいだに、鵺は状況の把握を完了したらしい。

「ぬえー……どうやら鵺は、ご迷惑をおかけしてしまったようですねぇ」

「まあ、しかたないよ。徹夜だったからな」

「太陽はどうなりました？」

「もうすぐ……だよな？」

　凪が赤染に確認をとる。

　――ちょうどその時。

　燃えるような光が、凪たちを包んだ。

　山を照らし、神社を照らす。

「世界を燃やすみたいですよねぇ」

　鵺は、まだ眠たそうな顔をしているが、それでも表情を嬉うれしそうにゆるめて、誰だれにともなく言う。

「鵺は、この色好きですよう。前までいた、地獄を思い出しますからねぇ」

　誰にともなく、と思えた言葉だが、それはもしかすれば、凪に向けた言葉だったのかも知れない。なにせ――凪なぎであれば、鵺ぬえが今重ねている景色を共有することができるから。

　地獄、という言葉は、鵺にとっては『故郷』という言葉と同義である。

　炎えん熱ねつ地じ獄ごく。

　かつて凪もいたその場所は、常に紅葉の乱れ咲いている、真まっ赤かな世界。

　確かに初日の出はその場所を想起させて、同時に、ある少女を思い起こさせた。

　――火か車しや。

　つい先日、自分を連れ戻しに来て、そして、連れ戻せずに地獄へ帰った少女。

　決して決別ではない。自分を認めて、そのうえで火車は火車の役割を果たすために地獄へと帰ったのだ。……そう、凪は思っているけれど、

「なあ、鵺。あいつは元気だと思うか？」

　不安な気持ちもやっぱりあって、つい、確認したくなってしまう。

　鵺――火車の従者である小さな小さな少女は無邪気に笑って、

「ねえさまは心配いりませんよぅ。鵺がしっかりと、凪さんのことを報告してますからねえ。凪さんのことがわかっていれば、ねえさまはきっと、元気になれますよ」

『凪のことがわかっていれば』というのは、近況にかぎった話だけではないだろう。

　なにを考えなにを思うのか。

　なにを大事にしてなにを成そうとしているのか。

　そのためにどうするのか。

　あるいは火車は、凪よりも正確に凪のことを理解しているかもしれない。

　あるいは凪は、自分自身のことをあまりにも知らなさすぎるのかもしれない。

　けれど、一つだけ。

「こうやって、来年もまた、みんなで初日の出見られるといいな」

　かつて長い時間を過ごした地獄、そこに似た燃えるような色を初日の出に見せられ、郷愁にかられてもなお、それだけは、自覚できるぐらいにはっきりと望んでいた。

　だから凪は、神にした祈願をもう一度、初日の出に向けてする。

　どうか――みんなが幸せでありますように、と。



　　　２



「凪は私のものだし、私は凪のものだ。言うまでもない事実だろう。ゆえに、まるで人間がするように物品によって絆きずなを確かめ合う必要はないし、思い出を形に残す意味もない。なぜならば我々妖よう怪かいの寿命は長いからの。きりがないのじゃ」

「……で？」

「凪への誕生日ぷれぜんとを買っていなかったので、金きん子すを稼ぐ手段がほしい」

　橘たちばなは、反そらした胸はそのままに、ちらりと視線だけで相手の顔色をうかがう。

　その相手とは、和泉いずみ恋れんだった。

　ここは、武家屋敷の一室だ。

　正確にはかつて武家屋敷だった建物に補修と改築を繰り返し、現代でも人が住めるように維持している邸宅の、一室である。

　この邸宅、現在は、和泉恋が一人で住んでいる。

　住んでる、よりも、留守を守っている、という言い回しのほうが誤解が少ないかもしれない。和泉の両親もまた妖よう怪かいを保護する仕事を請け負っており、その仕事のために全国を巡って保護を必要としていそうな妖怪を探し回っているので、結果としてこの屋敷で和泉恋は一人暮らしのような状態となっている。……もっとも、これだけの広さの建物を一人で維持することは不可能なので、何人かの家政婦を雇ってはいるようなのだが。

　正直な話、橘は、この屋敷に通された時点で呑のまれていた。

　まずは大きな門の威容に呑まれ、家政婦の登場に不意を突かれ、庭の美しさに息を呑み、案内されて廊下を歩いているうちに怖くなり、和室の一つに通され和泉恋に出迎えられて安堵したことで、自分自身に腹が立った。

　――そもそも、なんで和泉恋の家に来ることになったのか。

　それは、橘が一月二日の朝も早くから恋に電話をして（携帯電話は凪なぎのものだ）、その会話でらちが明かなかったからである。

「でさ、橘」

　セーターにルームパンツという私服姿の和泉は、ちゃぶ台があるにもかかわらずそんなものは無視して、橘のすぐそばに座ったまま近寄ってくる。

　橘としては距離がほしいところだが、部屋の隅に追い詰められているのと、この屋敷自体に呑まれているのと、恋の顔を見て安堵したせいでなんとなく感じてしまっている敗北感があって、『ここでさがったら負けだ』という気持ちが働いてしまい、自分から距離をとったり逃げたりすることができないでいる。

　まさに罠わなにかかった子こ狐ぎつねという感じだった。

　橘はにじりよってくる恋から視線を逸そらせないまま、なんとなく着ている和服の裾すそを整えて、

「な、なんだ」

「ほんとに、『凪くんにプレゼントを買うためにお金を稼ぎたい』っていうのが目的で、あたしに電話してきたのかな、って思ってさ。……って言うか、橘、電話口での様子がおかしすぎなのさ」

　だから家に呼んだのさ、と恋は笑って言う。

　確かにおかしかったか、と橘は歯は噛がみする。

　あー、だの、うー、だのうめき声は多いし、話したくなさそうに赤あか染ぞめの話題を出したかと思えば、「そんなものはどうでもいい」とか自分で出した話題をひっくりかえしたり、そのくせまた赤染の話題を出したり。

　貴様にはわからん、と自分から電話をしておいて恋れんを突き放したと思えば、まだ話を続けたがるし。

　そして恋が「じゃあ直接会って話そうか、そっち行くね」と言えば、猛烈な勢いで「凪なぎに聞かせるような話ではない！」と拒絶したり。

　橘たちばなは自分の言動をふりかえって、恋に不信感をあたえるには十分だったか、と自分でも納得してしまう。

「……しかしだな、私とて、まとまらんのだ」

「凪くんにプレゼント渡したい、って気持ちはあるんでしょ？」

「……それもわからん。私は、事実、凪になにか物を贈って喜んでもらおうとは思っておらんのだ。私自身が最高の贈り物だからの」

「あはは……」

「なぜ笑う」

　恋はたまによくわからない反応をする。

　こちらはこれほどまでに真剣なのに――と橘は怒りかけて、ここで怒ってしまってはすべて台無しだ、と思い直して、首を振って冷静さを呼び戻し、

「とにかくだな、私は……その、あの小娘」

「あのさ、橘」

「なんだ。話の途中だぞ」

「『小娘』じゃ誰だれかわかりにくいって」

「……ふん。あんな小娘、小娘で十分だ。私に名を覚えられたくば、名を覚えられるほどのなにかをして見せろ」

「あたしにそれを言われてもね。……ま、いいや。あたしは赤染ちゃんのことだってわかったし、それに、橘があたしのこと認めてるのも、わかったからね」

「……ふん！」

　恋は確実に、自分が怒るツボのようなものを心得て、あえて押してくる。

　気に入らないと言うか、よくもまあ、とあきれもする。

　力の差は歴然で、暴力での勝負になれば話にもならないのに。

　どうして恋は、ひょうひょうと笑っていられるのか。

「話を戻すぞ」

「どうぞどうぞ」

　いけ好かない笑みを浮かべて、恋はうながす。

　橘たちばなはせきばらいをして、

「とにかくだな！　私は気に入らんのだ！　あの小娘が凪なぎと話していたことが！　貴様らが私の知らん凪を知っていることが！　以上だ！」

「……ははぁん」

「なんだ貴様。燃やされたいのか。燃やされたいのだな」

「いやいや。そんなことはないけどさ。……ひょっとして橘、こないだの火か車しやにまつわるいろいろ、地味にひきずってたりする？」

「……」

　憎たらしいことに、図星だった。

　火車が自分の知らない凪を――正確には『九きゆう尾びの狐きつね』を、だが――知っていたこと。『思い出』という武器をふりかざしていたことが、いたく気に入らなかった。

　すさまじく単純な話で、自分が持っていないものを見せびらかされるというのはあまり気持ちのいい話ではない。

　凪は自分のものであるべき……いや、凪の前ならばそういう傲ごう慢まんな言い方をあえて選ぶのだが、ようするに、凪には自分だけを見ていてほしい、のに。自分の知らない凪なんていてほしくないのに、確かに、存在するのだ。

　果たして自分は『特別』なのか。

　特別であることを、『なに』をよりどころにして確信すればいいのか。

　橘は、それがわからなかった。

『自分と凪しか持っていないもの』とはなんなのかが、わからなかったのだ。

「……うむ、そうだ。かたちのあるものは必要ないと思ったが、やはり、かたちのあるものは必要かも知れん。凪ぐらいの鈍感には、なにか物品をあたえんとわからんのだろう。決めたぞ、私から凪になにか贈る。ゆえに貴様は金きん子すをよこせ」

「その言いかただと恐喝にしか聞こえないから、よくないかな」

　恋れんは笑い、

「とにかく、わかったよ。アルバイトでいいのね？」

「『あるばいと』？」

「あ、そっか、横文字に弱かったね……」

　和泉いずみはたびたび笑う。

　なにがそんなにおかしいのか。

「日本語だとなんて言うのかな……」

「貴様は日本語もわからんのか……」

「そこであきれるのはなんか違うと思うけどさ。……ええと、奉仕？」

「なんだ、奉仕で金子が稼げるのか。それならば私の得意分野だ。なにせ、凪に奉仕するのは慣れているからな。それで、凪なぎに奉仕するとどこから私に金きん子すが出るのだ？」

「……あはは。えっとさ、橘たちばな。百歩ゆずって橘が凪くんに奉仕するのに慣れてたとして」

「なぜ譲られねばならんのだ」

「慣れてたとして」和泉いずみは仮定の話であるかのような言い回しを強調する。「べつに、凪くんに奉仕したからって、お金はもらえないのさ」

「うん？　意味がわからんな」

　恋れんはいつもだいたい説明が足りていない。

　人にわかりやすく話す努力を手放しすぎているようにしか思えない。

　なっていない。

「いや、あたしからしたら、あんたのほうが意味わからんわけさ」

「そうか……貴様は残念な脳をしているのだな……」

「ごめんね、哀れまれる意味がまったくわかんなくてごめんね……」

　なぜか恋のほうが、哀れなものを見る目で橘を見ている。

　意味がわからなかった。

「して、なんだ。貴様の話では奉仕で金子を得られる。にもかかわらず、私が凪に奉仕したところで金子は出ぬ。意味がわかるように説明してもらおうか」

「いや、だから、お金をくれるからその代わりに奉仕しろ、って募集しているところがあるわけさ。そこに行って、凪くん以外の不特定多数に奉仕しないと、お金はもらえないわけね。わかる？」

「……」

　和泉の言葉の意味をつかみかねた。

　奉仕とは、『献身的に尽くすこと』ではないのか。

　不特定多数、しかも凪以外の人間に、奉仕して、金子を得る。

　橘は恋の言葉の意味を可能なかぎり好意的に解釈して、解釈して、それでも解釈しきれなくて、結論。

「……すまぬな恋。私はおまえのことを勘違いしていたようだ」

「ん？　どういう意味さ？」

「いや、おまえがそこまで淫いん乱らんだとは思わなんだ」

「ん!?　どういう意味さ!?」

「黙らんか淫乱！　み、見損なったぞ！　き、金子と引き換えに、ふ、ふ、ふ、不特定多数に奉仕しろと！　その口で言ったではないか！　私はそのような手段で金子を得ようとは思わん！」

「なんかすっごい誤解があるよね!?」

「黙れ黙れ黙れ！　近寄るな離れろ！　淫乱が感染するであろうが！」

「しないから！　あとあたしは淫いん乱らんじゃないから！」

「淫乱はみなそう言うのだ！」

「意味がわからないよ！」

　橘たちばなが逃げ出そうとする。

　しかしもともと壁際に追い詰められていたこともあり、なかなか和泉いずみの横を抜けて部屋を飛び出すことができそうもない。

　それでも体勢を低くしてどうにか和泉の横を抜けようとする。

　だが、こと体たい術じゆつ方面においては恋れんに一いち日じつの長ちようがあった。横を抜けた、と思ったら足を刈られて体勢を崩され、体たい軸じくがかたむいたところで顎あごをつかまれ、そのまま押し倒されて上に乗られた。

　いわゆるマウントポジションである。

「おーりーろー！　恋、貴様、私を押し倒してどうするつもりだ!?　わ、私になにをしようと言うのだ!?」

「なにもしないから！　ったくもう、あんた勘違いしすぎなのさ！　ちょっと落ち着いてあたしの話聞こうね！　ほうら、暴れないで身をまかせて」

「聞けるか馬ば鹿か者もの！　私は、私は凪なぎのものだ！」

「わかったから！　もう！　なんであたしがよからぬバイトをあんたに紹介してるみたいになってるのさ!?　健全！　健全だから！　奉仕って言いかたがまずかったんなら、それは忘れていいからさ！」



    

  
    
      



    

  
    
      「い、言いかたを変えたところで、やることは変わらんだろうが！」

「ああもう、いいから聞きなってば！」

　ぎゃあぎゃあ騒ぎながらも、恋れんは『アルバイト』について説明する。

　どうやら恋が紹介しようとしている『奉仕』は凪なぎにしようといつもいつも画策しているような『奉仕』ではなく、もっと軽い、笑顔で相対したり、茶を運んだり、食事を持っていったり、使用済みの食器を片付けたり、そういうものらしい。

　説明の所要時間は十分ほどだったが、恋の説明にはわからない単語が多数あり、たったこれだけのことを聞くのに、多大な労力が必要だった。

　しかし、やっと理解できた。

「つまり『あるばいと』というのは、『喫茶店にて茶を配ったり笑ったりする仕事』ということでかまわんのか？」

「うん……もうそれでいいよ……」

　恋は疲れ果てている。

　疲れ果てたいのはこちらだというのに、まったくもって意味のわからないことだった。

「だが、その程度ならば簡単にできるな。おい恋、やってやろう。連れて行け」

「手続きとかあるからさ、橘たちばなにも何枚か書類書いてもらわないとね。……いろいろとめんどうなのさ、人間のお店で妖よう怪かいが働こう、っていうのはさ」

「……ふん」

　いまいましいことに、人間の社会に妖怪が進出しようとするならば、人間側の決まりに従わねばならない。

　自分の魅力があれば、めんどうな手続きなどせずとも仕事など引く手数多あまたであろうとは思うのだが、ここは恋の顔を立てて、手続きを踏んでやることにする。

「しかし、具体的にどうするのだ？　べつに妖怪であろうが人間であろうが、やることは変わらんのであろうが。ならばいちいち貴様ら組織の仲介が必要とも思えんが」

「履歴書が必要だったり、妖怪ならではの問題を起こすやつがいたりして、いざ問題を起こしたあとのケアが大変なのさ。ま、そのためにうちらの組織があるんだけどね」

　恋は片目を閉じて、

「まかせときなよ、あたしがどうにかしたげるからさ」

「うむ、よきにはからえよ」

「よきにはからうよ。……橘が働きたいとか言うなんて、珍しいからね。がんばれるように協力するよ」

　恋はそれから、あまり好感の持てない笑みを浮かべて、

「がんばれるように、ね」

　と言った。

　なんでもいいが、上からどいてほしかった。



　　　３



　自分の耳と目が信じられない。

「い、いらっ、しゃい、ませ」

　ウエイトレス姿の橘たちばなが、屈辱にまみれた顔で言っている。

　凪なぎはかけさせられたサングラスをずらして、橘をまじまじと見る。

　一月二日のとある夕暮れ。

　――ここは、駅近くにある喫茶店だ。

　制服がかわいいと評判の喫茶店らしい。

　らしい、というのは凪があまり駅前に来たことがなく、よってこの喫茶店に来るのはもちろんのこと、喫茶店の噂うわさを聞くのも初めてだからだ。

　内装は白を基調としている。明るくて落ち着いた雰囲気で、テーブル間の距離は広い。全体的に『回転率を高めて次々客を入れよう』という感じではなく、『ゆったりとだべれる若者に優しい憩いの場』、という雰囲気だ。

　ちなみに凪がわざわざ変装なんぞしてこの場にいる理由は、突如、和泉いずみから「ちょっと珍しいものを見に駅前の喫茶店に行かない？」というお誘いがあったからだ。

　一月二日、清きよ原はら凪は暇をもてあましていた。

　なぜか、朝からずっと橘がいないからである。

　そこに和泉から電話があり、暇だった凪は特になにも考えずに了承。待ち合わせ場所として指定された駅構内へと向かい、そこで待っていた和泉、藤ふじ紫むらさき、鵺ぬえと合流。

　そして、サングラスと帽子を渡される。

　……この時点でかなり不自然な感じなのだが、凪は理由を教えてもらえないまま、渡された、和泉たちとおそろいの大きめのサングラスをかけ、帽子をかぶり。

　駅から歩いて七分という微妙な距離にある喫茶店に向かって、今――

「……ごちゅうもんは、なんめいさまですか……？」

　屈辱に顔を赤らめ、無理して笑っているためのほおを引きつらせている、ふりふりウエイトレス服を着た橘を、目撃している。

　橘が誰だれかにへりくだった態度（おそらくマニュアルで指示されているとは言え）をとっている光景は、戦せん慄りつすら覚える。

「和泉先輩……」

「ね、珍しいでしょ？」

「俺おれ、なんか泣きそう」

「そこまで!?」

　和泉いずみがおどろいているが、凪なぎとしては思うところがあるのだ。

「だってさ、こんな……橘たちばなにバイトさせるなんて……自分が情けない……」

　もともと、両親にお金を出してもらって生活しているだけで、かなり心苦しかった。

　だからこそ、バイトをしたいという思い自体はあったのだ。けれど、橘が『二人の時間が減る！』と強硬に止めるから、やっていなかった。

　しかし今、目の前で橘が働いてる姿を見て、

「橘のやつ、俺に苦労をかけないために、あんなにも俺がバイトするのに反対を……？」

「……凪くんはさ、橘のこと大好きなんだね」

「えっと、いや、その……」

「照れなくてもいいからさ」

　和泉が疲れたような顔で笑う。

「……ま、そういうことでもいいからさ。どうよ、勤労にいそしむ橘、珍しくない？」

「ああ、珍しいな。うちではかたくなに働かないのに……」

　家事はすべて凪がやっている。

　もちろん、橘たちばなのぱんつだって洗っている。



    

  
    
      



    

  
    
      　白物と色物を分けずに洗濯機に放ほうり込む橘に、何度頭を痛めただろうか。

　オムライスを作らせておいて「カレーが食べたい」とつぶやく橘に、何度胃を痛めただろうか。

　マンガを読んでも一人でトランプをしていても散らかし放題の橘に、何度徒労と知りつつ注意をして、繰り返されるたびに人生の無常をかみ締めただろうか。

　家事の苦労を知らず、体感しようともせず、家ではひたすらごろんごろんしているか擦り寄ってくるかの二択だった橘が、今、働いている。

「……奇跡って、あるんだな」

「橘がどんだけ凪くんちで働いてないか、よぉくわかったよ」

　和泉いずみは完全にあきれていた。

「……よくわからない」

　サングラス越しに無感情な瞳ひとみを橘に向けていた藤ふじ紫むらさきが、ぽつりと口を開く。

「なぎは～、なぜ、そんな橘と暮らしていこうと思うのか。追い出したらいい、感じ？」

「え？　追い出す？」

「選択肢としてはある、っぽい」

「いや、ないだろ」

　凪なぎは、橘に生きていてほしいから、橘とともに過ごすことを決めたのだ。

　それは八月の話で、今の橘は、『狐きつねとしての誇りを奪われた、死にたい』などとは言わないと……信じたい、が。

　橘を生かしてその誇りを殺す。だから、埋め合わせをする。『居場所になる』という、約束があるから。

　それに、

「俺おれはけっこう、橘といっしょにいれて嬉うれしいからさ」

「こき使われるのが嬉しい？」

　藤紫が、こてん、と首をかしげる。

　凪は笑って、

「いや、こき使われるのは嬉しくないけど。いっしょにいるのが嬉しいんだよ」

「藤紫は～、こき使われるとよろこぶ」

「……変わってるな」

「だから～、なぎの家で、昼夜をとわずこき使われる生活をしても、いい」

「どういうことだ……」

「藤紫は、なぎの奴隷だから」

「だから、あのさ、人間のルールでいこうぜ。戦って負けたからって、そんなかたくなにならなくってもいいだろ？」

「かたくなにしていると、凪なぎがこまっておもしろい」

「からかわれてるの俺おれ!?」

　無表情でからかわれると、本気なのか冗談なのかまったくわからないので、やめてほしい。

　けれど凪の願いとは裏腹に、藤ふじ紫むらさきは相変わらず無表情のまま、

「大きな声、よくない。……隠おん密みつなう」

「……おまえはツイッターでもやってるのか」

　しかし藤紫は答えず、お冷ひやのコップをながめる作業に入った。

　そう言えば、と凪は思い出す。

「注文、まだしてないけどなにかしないとまずいよな」

「ぱふえ！」

　新手の鳴き声かと思った。

　しかし、彼女の鳴き声は「ぬえ～」なので、おそらく違う。

「ぱふえ！」

「落ち着けよ鵺ぬえ。どうしたんだ、なんかつらいことでもあったのか？」

　どこをどう解釈したら『つらいことがあった』と思うのか、凪は自分でもわからない。

　鵺は気楽そうに笑い、

「つらいことなんてありませんよう。鵺はこうして生かしていただいているだけで嬉うれしいですからねえ」

　言っていることはとんでもなく悲観的なのだが、それでも鵺は八重歯を見せて笑いながら言う。

「鵺はですねえ、ぱふえをたべたいのです」

「ぱふえ？　……ああ、パフェか」

「そうそう、そのぱふえですよう」

　舌がまわらないのだろうか。

　とりあえず大声を出したことといい、動くたびにちょいちょい首輪についた鈴が鳴ることといい、鵺に隠密行動をしている意識はないようだ。

　凪は、メニューの世界に入りこんでしまった鵺を見て、

「じゃあ、そろそろ注文するか」

「そうだね。いつまでも見てるだけじゃおもしろくないし」

　和泉いずみは笑って、凪を見る。

　凪は和泉に視線で応じてから、

「すいませーん」

　ウエイトレスを、呼んだ。

「燃やす……店ごと燃やす……」

　接客マニュアルには絶対に書いていないであろうことをぶつぶつつぶやきながら、長すぎる金髪をひきずりつつ、労働法に抵触していない年齢かどうか不安になるほど幼い見た目のウエイトレスさんはやってくる。

「……注文……注文をどうぞ。お客様がお帰りです……」

　黄金の瞳ひとみがうつろになっている。

　すぐ間近にサングラスをしているとはいえ凪がいるというのに、気付かないほどだ。

　凪なぎはまた泣きそうになりながら、

「橘たちばな……俺おれだ……」

「なんだ……また幻聴か……こんなところに凪がいるはずもないのに……」

「幻聴が聞こえるほどのストレスなのか……」

　あとひと押しで凪は号泣する。

　さすがにこのまま放置すると橘は満足に注文をとることすらできなさそうなので、凪は橘の手をつかんだ。

　――とたんに、橘の瞳に光が戻る。

「触れるな下げ郎ろう！」

　ぱちーん！　と凪の手を振り払い、そのまま凪の頬ほおを張った。

　ざわめく店内。凍りつく凪。地面に落ちるサングラス。

　凪だけでなく、そばで見ていた和泉いずみも鵺ぬえも、藤ふじ紫むらさきすらも凍り付いた。

「私に触れていいのは凪だけ……」

　なにか啖たん呵かをきろうとしたのだろう。

　橘は黄金の瞳を見開いて、小さな拳こぶしに力をこめて、金色の髪をいっそう輝かせて（炎を出す前兆である）、橘は自分の手に触れた『下郎』に全力の敵意を向けて、

「……凪だけ、なのだが。……凪？」

「はい、凪です……」

「……～!?」

　声にならない叫びだった。

「な、凪!?　誰だれだ凪にこんな仕打ちをしたのは!?　私だ！」

「ええと、いや、ほら、疲れてたみたいだし、連絡もしてなかったし、まあ、気付けなくても無理ないよ……」

　ははは、とジンジンする頬を気にしないようにしつつ凪は苦笑い。

「いたそう」

　その頬に、藤紫はお冷ひやをあてて冷やす。

「くぉら天てん狗ぐ！　なにをしておるか！　凪なぎから離れろ！」

「やだぶー」

　それはあたかも橘たちばなをイラつかせるためだけに採用したような言い回しだった。

　効果はばつぐんだ。

「おい貴様天狗！　そろそろ貴様とは決着をつけねばならんと思っていたところだ」

「やだーてんいんさんがこわいーしごとちゅうなのにー」

　すさまじく淡々とした調子で、おちょくるように語尾を延ばしての正論である。

　さすがにそばで聞いていた凪も肝が冷える。

　橘はぶあっ、と金髪をふくらませて牙きばをむくも、

「～！　というか恋れん！　貴様！　なぜ凪を連れてきた!?」

　ぐっと、藤ふじ紫むらさきへの攻撃をこらえたようだった。

　凪は、自分の視界が涙でにじんでいることを理解した。その心境はさながら、わがまま放題だった子供が社会の荒波にもまれるうちにいつの間にか成長していることを目の当たりにした親のようだった。

「……つまらない」

　藤紫がぼそりとつぶやいたのを聞き、凪はそろそろ藤紫の口を実力で封じる必要性を感じる。

　ともあれ、藤紫への怒りを見事こらえた橘に、矛先を向けられた和泉いずみは、変装を解いてからしかたなさそうな笑顔を浮かべ、

「いや、凪くんを発見するまで死にそうだったじゃんさ、あんた」

「私は死なん！　さすがに死ぬ前にはこの店を燃やして事なきを得るわ！」

「やめろ！」

　事なきは得ていない。

　お冷ひやを頬ほおにあてられた状態で叫ぶものだから、びみょうに情けない感じになった。

　ひとしきり話しているあいだに、橘も落ち着いたらしい。

「……まったく、なにをしに来たのだ」

「もちろん、橘の様子を見て、おもしろおかしく思うためさ」

「俺おれは泣きそうだったけどな……」

　そして今もまだ少し泣きそうである。むしろやっと涙がひっこみ始めたぐらいだ。

　橘にビンタされたことがかなり衝撃的だった。

　橘の成長はもっと衝撃的だった。

　自分でもびっくりだ。

「むぅ……すまん、凪……たたく気はなかったのだ」

「いや、それはいいって」

「本当は、凪なぎ以外が触れたら、たたくではなく、燃やす気でいたのだが」

「やめろ！　大惨事になるから！　それに間違って俺おれを燃やす可能性もあるぞ！」

「おまえであればだいじょうぶであろうが」

　確かに、凪もまた炎を操る妖よう怪かいである。実際、橘たちばなの炎を無効化したこともある。

　しかしふつうの人間だったらそうはいかないだろう。

　……清きよ原はら凪はふつうの人間ではないというのは、もう、認めている。

　そのうえで、自分以外の人間とも穏当にかかわっていってほしいなぁ、と凪は保護者のような心境で思わなくもない。

「とにかく、橘、お疲れ。……ええと、俺はなにをしようとしてたんだっけ？」

「ぱふえ！」

「ああ。そうそう、注文いいか？」

「凪であればいくらでもかまわん。全身全霊をこめて注文をうけよう」

「いや、全身全霊をこめられても困るんだけど」

「なんだ、言うがよい。言わぬならいつまでもここにいるぞ、私は」

「サボる気だよね、橘」

　和泉いずみがからかうように言う。

　橘は「ふん」と鼻を鳴らし、

「私が私の意志で怠けるわけではない。お客様である貴様らがさっさと注文を決めんのが悪いのだ」

　橘は、おぼんを片手にかかえたまま、空いている手で長すぎる金髪を梳すく。

　その姿を見て、凪はふと思った。

「なんて言うか、ずいぶんかわいい制服だよな、この店」

「……なんだと？」

　なぜか橘が不穏な声を出す。

　少し前までの凪であれば、なにが橘の不機嫌スイッチを押してしまったのかわからなかったが、今は違う。

「いや、ええと……橘の制服姿、かわいいなって」

「……ふふん、そうであろうそうであろう。この店は灰にして海に流してもかまわんが、その時はこの服だけは残しておこうと決めておるのだ」

「灰にはするなよ、絶対にするなよ……」

　その言いかたはネタ振りくさいので、あまりよくないかも知れない。

「しかし凪よ、今まで私がなにを着ようと要求せねばなにも言わなかったおまえが、自分の口から私をほめるか……よほどこの制服を着た私が魅惑的と見えるな」

「ええと、ほかの服がかわいくないってわけじゃないぞ、念のために言っておくけど」

「わかっておるわ、そんなこと」橘たちばながむっとする。「私はなにを着てもかわいい。そして美しい。着なくても同じだ。けれどこの服を着た私は、鈍感で朴念仁で倒辺木で甲か斐い性しようなしで意気地なしで据すえ膳ぜんは食わんしよその女にも優しくするし私だけを特別扱いせんし『てれび』を点つけっぱなしで寝室に行くと怒るし朝は早いし私を放置して活動を開始するし風ふ呂ろに乱入すると出て行くし――」

「お願いします、もう許してください」

　凪なぎはテーブルに額ひたいをこすりつけた。

「……ともかくだ。そんな凪でも褒めたくなるぐらいに魅惑的だった、ということか」

　ふふん♪　と橘は嬉うれしそうに鼻を鳴らす。

　凪としては、今まで橘の服装を褒めないことでいろいろ言われてきたので学習しただけなのだが、どうにも橘は凪が学習したなどとは思っていないようだった。

「ま、男の人はメイドっぽい服好きって言うしさ」和泉いずみが事情通みたいな顔をして、「それにさ、橘って見た目が洋風じゃんさ。だから和服よりも洋服のが凪くん、喜ぶんじゃないかな？」

「あのー……和泉先輩、そういう方向で橘を誘導しないでくれませんかね」

「……よくわかった」

　藤ふじ紫むらさきがぽつりと言う。

　しかしその声は小さすぎて、凪にまでとどきはしなかった。

　その代わり、

「ぬえ？」

　鵺ぬえの耳にはとどいたようだ。

「そんなことよりも、だ。貴様ら、なにか注文せんか。今の私は機嫌がいい。なんでも注文を受け付けてやろうぞ」

「受け付けるだけなのか……」

　そして機嫌が悪いと受け付けることすらしないのか。

　店員として問題のありすぎる態度である。

「ぱふえ！　このぱふえをください！　七つ！」

「七つ!?」

　鵺の胃袋は宇宙だ。

「……藤紫はー、ココア。なぎのおごれる値段だから」

「それは良心的な判断なんだろうか」

　そしていつ凪がおごるという話になったのだろうか。

　まあ、いいんだが。

　やはり、こういう機会があると思うと、両親のお金だけで生活している現状は、悪い気がする。

「じゃ、あたしはブレンドで。凪なぎくんは？」

「ん？　ああ、じゃあ俺おれも和泉いずみ先輩と同じで」

「恋れんと同じものは認めん」

「え、そうなのか……ええと、じゃあ……」

「緑茶でよいな」

「あ、じゃあそれで」

　なにこの喫茶店。

　客の注文を勝手に決めて、橘たちばなは意気揚々と歩き去っていく。さきほどまでの生ける屍しかばねのような雰囲気はどこへやら、今は鼻歌まじりでスキップしつつ、客席のお冷ひやや皿をスカートに巻き込んだり肘ひじをぶつけたりして落としながらカウンター内の厨ちゆう房ぼうに注文を届けに行く。どちらにしろダメすぎる。

　失敗だらけの橘を見送りつつ、凪はつぶやく。

「アルバイトか……」

　自分の力でお金をかせぐ、というのは、どんな気分なのだろうか。

　少なくとも、こうしてお店に入って支払いをする時に、悪いような申し訳ないような気分にならないですむのだろうか。

　それに、橘の誕生日が急きゆう遽きよ、今月八日に決まった。

　そのプレゼントのためのお金もほしい。

　橘も、自分がアルバイトをしているのだ。よもやもう、反対はすまい。

　凪は静かに決意して、拳こぶしを握り締めた。
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　珍しいことをしたあとはなにかおかしなことが起こるもので、凪が橘を素直にほめたという珍事のあともまた、おかしなことが起こった。

「なあ橘、頼むから脱いでくれよ……」

「いやじゃ。脱がない。絶対にだ」

「どうして脱いでくれないんだ。もともと、着て外に行くほうが不自然だろ？」

「なにが自然でなにが不自然かは私が決める！　とにかく脱がん！」

「橘、頼むからさ……脱いでくれよ、ウエイトレス服」

　橘がウエイトレス服を脱ぎたがらない。

　しかも橘のバイト先の店主は極度に無口で、橘が制服を着たまま帰るというのになに一つ注意をしなかった。

　いろいろなおかしなことが積み重なって、今、橘たちばなはウエイトレス姿のまま、家にたどりついた。

　けっきょく押し切られて夜道をウエイトレス服の橘とともに帰ってきてしまうあたりが凪なぎである。

「しかしのう、凪よ」

　ドアの横で凪がカギを開けるのを待ちつつ、橘がおもむろにつぶやく。

「なんだよ……」

　帰り道で橘を説得し続けて徒労に終わった疲れのにじむ声で、凪は言う。

　橘はガチャリ、と凪がカギを開けて自分のためにドアを開くまで待ってから、

「おまえは本当に、このような服装が好きなだけなのか？」

「どういう意味だ？」

「いや……」

　橘は考えながら家に入る。

　凪も続いて、家に入る。

「……おまえが好きなのが、服なのか」

　ぴたり、と橘は玄関からリビングに続く途中の通路で立ち止まり、

「それとも、この服を着た私なのか」

　くるりとまわって、凪を振り返る。

　狭い通路である。橘の体は小さいとは言え、立ち止まられると道をふさがれる。

　凪は玄関にカギをかけたことをなんとなく肩越しにちらりと振り返って確かめながら、

「えーっと、そりゃあ、服を着た橘をかわいいって言ったんだけど」

「そうではなく」

　ずいっ、と橘が詰め寄ってくる。

　凪はたじろいで、一歩下がる。

「おまえは珍しくこの服を着た私をほめたが、それは私だからなのか、この服を着ていれば誰だれでもよかったのか、それを知りたいのだ」

「いや、それは……かわいかったら、ほめるよ、ふつうに」

「私でなくともか？」

「ええと、その、まあ……そう、かな」

「つまり、私自身が特別だからほめたわけではないということか？」

「どうしたんだよ、橘」

「おまえは誰でもほめる」

　橘がさらに一歩詰め寄ってくる。

　凪はさらに一歩後退する。

「もっと言おうか。おまえは、たとえば私が服を着ていなかったとしてもほめるのか？」

　そう言いながら、橘たちばなは肩をはだける。

　ブラジャーのひもが見える。

　――あきらかに様子がおかしい。

「どうしたんだよ、橘」

　凪なぎは目を逸そらしつつ問いかけるが、橘が視界に入ってくる。

　詰め寄られて、またさがって、玄関のふちを踏み外して倒れ込む。

　ドアに背中と頭をぶつけて、痛みをおぼえる。

　立ち上がろうとしたら、橘がほとんどのしかかるように、目の前にいた。

「私は悩んでいるのだ」

　金色の瞳ひとみは、照れているような、怒っているような表情とは裏腹に、凪が思っていたよりも冷静な色をして、凪をまっすぐに見ていた。

　別に錯乱しているわけではなさそうだ。

　冷静に、橘は服をはだけて、凪にのしかかっているらしい。

　どんな状況だそれ。

「まあ、たとえばだ。私はこうしておまえを誘惑しているわけだが」

　橘から、状況についての説明である。

「たとえば、たとえば、だ。たとえば、私以外――恋れんや、赤あか染ぞめたらゆう小娘が同じようにおまえに迫ったとしたら、おまえはどうする？　やはり私を目の前にした時のように、目をそらして固まるのか？　それとも、興味もないのか？」

「それは……」

　とても答えにくい質問である。

　照れないわけはないが、橘を目の前にした時と同じように照れるかまでは、わからない。そもそも『照れかた』にいろいろ種類があるなんて、考えたこともない。

「だからだな、凪よ。今日働いてみて、おまえに褒められて、わかったのだ」

「なにが」

「なにかほしい」

「……」

「特別だ特別だと言い張ることはできるが、ならば『どう特別か』と問われた時、私はほかの輩やからに対して、なにをもって『特別であること』を証明すればいい？」

「……それは」

「私は最初、おまえになにか贈ろうと思った。だが、それだけでは足りん。おまえもなにか私によこせ。それを以もつて、私はおまえに『特別扱いされている』と証明しようと思う」

　橘はそう言って、立ち上がる。

　解放された凪なぎも立ち上がり、尻しりについたほこりをたたいてはらって、

「俺おれさ、バイト始めようと思ってるんだよ。……橘たちばなももう、止めないだろ？」

「……そうだな。私が仕事をしているあいだであれば、かまわん。どのみちそのあいだはおまえといっしょにはいられんわけだしのう」

「まあ、そうだな……」

　それに、だ。

　和泉いずみにアルバイト先の斡あつ旋せんを頼んだら、橘と同じアルバイト先に行くことになりそうな気もする。……確定した情報ではないから、口にはしないが。

「そしたら、その金でおまえにプレゼント買うからさ。自分の力で稼いだ自分の金で、きちんと買うから。……そしたら、証になるだろ」

「……証、か」

　橘はつぶやき、笑う。

「なるほど、『証』だな、確かに。私が見つけられなかった言葉は、おそらく『それ』だ。……うむ。凪、私は証がほしい。だから、なにか証にできるものをよこせ」

「わかった。なにかやるよ。……ちなみにだけど、リクエストあるか？」

「『りくえすと』？　……いや、いい、わかった。そうか、私が欲しいと望むものか」

　橘は考え込む。

　凪は、考え込む橘の服を直してやる。

　そしてしっかり首までボタンを閉めたタイミングで、橘が、

「子宝？」

　と、言った。

　橘の首に手を添えたところで凪がかたまる。べつに「ここらで絞め殺したほうがいいかな」とか迷っているわけではない。

「……ええと、俺たち、まだ高校生じゃないか」

　しかも橘は外見上、高校生にはまったく見えない。

　小学生？

「しかしな凪よ、私はもともと、おまえの子をはらむために――」

「そういうのは、なしで！　お金で買えるもの！」

「金で買う関係もあるらしい」

「俺たちのあいだには存在しないから！」

「む、それもそうだな。ならば凪よ、なんだったかな、こう、人間同士が婚姻を交わす時に互いに贈りあうもの……首輪だったか？」

「指輪！　指輪な！」

　首輪は少々アグレッシブすぎて、人間同士では夜の趣味以外には使わない気がする。

　鵺ぬえの顔なんてちらつかなかった。

「ならばそれで」

「……」

　指輪は、重すぎる気がする。

　値段的にも、『証』としても。

　けれど――ある意味で、橘たちばなとの関係の『証』とするならば、指輪ぐらいまでいかないと無理なのかもしれない。

　凪なぎは橘の『居場所』になりたい。

　その結びつきは、一生涯切れることはないだろう。

　ならば指輪というのは、なるほど、『証』、『絆きずな』として、ふさわしいような気もしなくもない。

「……わかった。まあ、バイト代で買うから安物になるだろうけど……」

「そうか。では、私もそれで考えておく」

「……」

　こうして、凪と橘は、橘の誕生日に、指輪を交換するという話になった。

　形式だけ見れば、結婚式と大差ない。

「しかしのう、凪よ」

　くるりときびすを返しリビングに向かいながら、橘が何気ない調子でつぶやく。

「おまえの両親のことと言い、この指輪のことと言い、おまえはつくづく外堀を埋められるのが好きよのう」

「……ははは」

　まったくもって言われたとおり。

　橘との関係は、いろいろと引き延ばしたり決定的な結びつきを避けたりしていくうちに、どんどん外堀が埋まる方向で動いている気がする。

　そんなことにいまさら、しかも言われて気付くあたり、やっぱり清きよ原はら凪は救いがたいほど迂う闊かつなのだった。
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　和泉いずみにアルバイトのことを相談したら、ふたつ返事で承諾された。

　おそらく和泉は凪なぎが働きたがることを予見していたのかも知れない。もしくは、橘たちばなが働いている姿を見せた時にはすでに、凪を働かせることまで画策していたのかもしれない。

「……まあ、そこまでは考えすぎか」

　ワイシャツに袖そでを通し、蝶ちようネクタイをつけて、ベストを身にまとう。

　ギャルソンルックと言うのだろうか。狭い更衣室に立てかけられた姿見に映る自分の姿は、そのような感じだった。

　かっこうだけは一人前、というところだろうか。

　今日からさっそく仕事だ。

　日付は未いまだ一月の三日。橘が働いているのを見て、橘にプレゼントを買うことを決意した翌日である。……早いのはありがたいことだが、和泉に相談を持ちかけられた時点で「プレゼント買うんでしょ？　日払いでいい？」とまで言われてしまっては、和泉の手のひらで転がされている感がすごすぎて素直に喜べない。

　ともあれ自分の姿を見て特別おかしなところがないことを確認した凪は、男子更衣室から出て、フロアへと向かう。

　オープン前の午前七時。

　そこには、凪をふくめて四人のウエイター・ウエイトレスと、一人の店主がいた。

　ウエイターは凪。

　ウエイトレスは、橘、藤ふじ紫むらさき、鵺ぬえ。

　そして店主は、白い髭ひげを生やした、おだやかそうな老紳士。ただし、体はプロレスラーのように筋肉がぎっしりついている。今は凪と同じギャルソンルックだが、リングコスチュームでも着たほうがよほどさまになるんじゃないか、というような人物である。

「凪！　おそいぞ！　いつまで着替えておるのじゃ！」

　橘が怒ったような顔で、腰に手をあてて言う。

「……よくわからない。藤紫たちからそこまで遅れてない、し～、始業時間までは、まだある、感じ」

　藤紫はいつものように無表情のまま、スカートの端をいじりつつ言う。

「ぬえー……ところで、なんで鵺ぬえまでここにいるのですかねえ？」

　鵺が苦笑いを浮かべて、首輪のついた首元を気にしながら言う。

　三者三様の表情を浮かべ、三者三様に身にまとったウエイトレス服を気にしながら、オープン作業の開始を待つ新人ウエイトレス、ウエイター四人。

　……新人しか見当たらないがだいじょうぶか？

「今日はまだ三が日ですので」

　ほっほっほ、と仙人のように笑いながら、店主は落ち着いた渋い声で言う。

「忙しくありませんから、ゆっくり仕事を覚えてくださいね」

　そんなものかな、と凪なぎは思った。

　だいたいにして、年が明けてまだ三日とたたないのだから、開店していること自体が珍しい。確かに客入りは多くないことが予想される。

　凪は少しだけ安堵する。

　周囲を見れば、鵺も同じような顔でため息をついているのを見つけて、凪はなんとなく鵺に笑いかけた。鵺もまた、笑顔を返してくれる。

　その二人のあいだに、橘たちばなが割り込んで、

「よいか凪！　学校での先達はおまえだから遠慮していたが私のほうがここではおまえよりも先達で先輩なのだからな！　先輩の言うことは聞くのだぞ！　よいな！」

「わかった、わかった……」

　先輩といっても、橘と凪のキャリアはたったの一日違い、しかも昨日の仕事ぶりを見ているかぎりでは、決して有能という感じではない。

　けれどなにかが、たとえば『凪よりも先輩』というあたりが、橘の琴線に触れたようで、やたらと『先輩』を強調してくる。

　学校でも橘のほうが先輩にあたるというのに、おかしな話である。

　しかし、むやみに威張り散らす橘の様子は、かわいらしくもあったので、

「よろしくお願いしますね、先輩」

　凪は笑って橘に言った。

　橘はしばし硬直したあと、「ふふん、ふふん、ふふん！」と興奮した闘牛のように何度も鼻を鳴らして、

「まかせておけ！　私がおまえを手取り足取り指導してやろう！」

　そう言って、ない胸をはった。

　凪が笑って橘の様子を見ていると、藤ふじ紫むらさきがそっと接近してきて、

「……もんだいない。橘がなにかやったら、藤紫ががんばる、予定。なぎはかのうなかぎり楽にしてくれていていい」

「ははは……」

　藤ふじ紫むらさきの声は確かに小さかったが、それは橘たちばなに聞こえないように配慮した小ささと言うよりは、もともとの、ありのままの、内緒話をする気などない小ささである。

　当然、橘の耳に入る。

「おい天てん狗ぐ、貴様、私より後輩のくせになんだその言い分は！」

　口ぶりだけ聞いていると、すさまじくたちの悪い先輩である。

　しかし藤紫は動じた様子もなく、

「……そういうのは、きちんと仕事ができないのに言ってはいけない、せりふ、っぽい。くやしかったら、藤紫よりはたらくといい」

「ふん！　その強気な発言を後悔するがよい！　本日の仕事が終わった時、貴様は私の前に額ぬかずいてあらん限りの謝罪の言葉を並べたてているであろうよ！」

「そうなるといいですね」

「なぜ急に敬語になった!?」

　あいかわらず、藤紫はよくわからない。

　凪なぎは言い争う……というか、いろいろ言ってくる橘を藤紫がうけながす様子を見つつ、ため息をついた。

　今日の仕事、暇らしいのが救いか――

　そう、思うのだが。

　五時間後。

　混雑することはないだろうと思われたランチタイムにて……

　凪は、知ることになる。

　この世に救いなどないことを。



　　　２



　とは言え、午前中から混こみ合っていて仕事を覚える暇もない、ということはない。

　お店のオープン作業をつたないながらもこなし、そのあいだに店主から、仕事についての説明がひととおりあった。

　キッチンは店主が一人で回すらしいので、凪たちの役目はもっぱらフロアスタッフということに。

　お客様のお出迎えから始まり、テーブルに通したりメニューをわたしたり、注文を受けて通したり給仕したり伝票をわたしたり、そしてレジ、お見送り、テーブル清掃……さまざまな仕事をとりあえず口頭で教わり、理屈は理解できた。

　そして記念すべき第一お客様の登場である。

「よいか貴様ら、私が、先輩の私が、愚かなる貴様らに接客というものを教えてやる。よく見ているがいい。そして貴様らは知ることになるであろう、接客というものは客を思いやり……」

「それはいいけど橘たちばな、言ってるあいだにお客さんが完全に放置されてるんだが……」

「む」

　橘はまだなにか言いたそうだったが、それでも『手本を見せる』的なことを言ってしまった手前、

「いいか、見ていろよ！」

　主人公に再戦を誓うライバル（笑）のような捨てゼリフを残して接客に向かった。

　相手は優しそうなマダムである。モーニングでも食べに来た常連なのだろう、「あら、新しい子ね」とでも言わんばかりの、初めて立ち上がろうとしている赤子を見るような目で橘を見ている。

「なぎ」

　藤ふじ紫むらさきが、ぽつりと、

「失敗フラグがたっている」

「ははは……」

　笑い事じゃない。

　凪なぎははらはらしつつも、接客をする橘を見守ることにした。

「お客様、何名様ですか？」

「はい、一人ですよ」

　橘の問いかけに、マダムは笑顔で答える。

　――第一ポイントクリア！

　凪は、思わずガッツポーズをした。

「おたばこは吸われるか？」

「いいえ、禁煙で」

　――ん？

　少し、違和感があったが、お客のマダムはまだ笑顔だ。

　まだいける、まだいける。

　凪はゆるみかけたガッツポーズにふたたび力をこめる。

「では、席に案内をしますゆえ」

「……ええ」

　橘が、マダムをカウンター席に通した。

　マダムはカウンター席に着いて、店主となごやかに会話を始めた。

「どうじゃ！」

　橘が、凪を振り向き、笑顔で叫んだ。

　その大声にマダムはおどろいた様子だったが、店主に説明されて笑顔に戻る。

　凪なぎは、ため息をついて、

「ああ、立派だったよ、先輩」

　それは先輩に対する「すげぇっす！」という尊敬と言うか、子供の成長を見守る親のような心境だったが。

　それでも凪に褒められた橘たちばなは、こらえきれないようで、「にひひひひひひ」と閉じた派のあいだから笑いをこぼしていた。

　とにかくなにもなくてよかった。橘も成長してるんだな、と凪が感動していると、カランカラン、ドアベルが鳴り、来客があったことがわかる。

「では凪、次はおまえがやってみろ。私のように立派にこなすのだぞ」

「わかったよ」

　凪が請け負って、歩みだそうとする。

　しかし、藤ふじ紫むらさきが片手で凪を制して、

「……いや、ここは藤紫にまかせて先にいくといい」

「まかせたらいいのか、先にやったらいいのか……」

　言葉だけだとまぎらわしかったが、先に接客する、という意味らしく、さっさと店の入り口に歩いていく藤紫。

　橘は「私が凪にやらせようとしたのにあやつは……」と恨み言を言っているが、凪は橘をなだめつつ、藤紫の動向を見守ることに。

　入って来たのは凪と同い年ぐらいの女性二名様。藤紫は人数と喫煙の有無を淡々と確認し、ボックス席に通してお冷ひやとメニューを置いて、客がメニューに悩んでいるあいだに他ほかのテーブルをふいたりなんかする。

　そして客に呼ばれるとすぐさま注文をとりに行き、ミスすることなくカウンターの中にいる店主にオーダーを通す。

　そのよどみない動作を見て、鵺ぬえがおどろいた顔をして、

「……ぬえ～、藤紫さんは、なれてらっしゃいますねえ」

「いや、初めての接客なんじゃないかな、たぶん……」

　天てん狗ぐだもの。アルバイトなんてしたことないだろう。

　しかし藤紫の接客にはそつがない。と言うよりも、『慣れている感じ』がすごい。

　それはきっと、

「……藤紫、スマイルがまったくないよな」

「ぬえ～」

　無表情で淡々とこなすから、かもしれない。

　声にも抑揚がないし。

「もどった。もんだいなくできた」

「ぬえー、かっこいいですねえ」

「……よくわからない」

「お仕事できるってかっこいいですよう！」

　鵺ぬえは力説するのだが、藤ふじ紫むらさきは『なにかカッコイイと言われることをしたかな？』と言わんばかりにきょとんとしている。

　初バイトの初接客初成功は、藤紫にとってはなんでもないことらしい。

　凪なぎが鵺と藤紫の温度差を見て苦笑いを浮かべていると、カランカラン、店のドアベルが三度目の来店を告げる。

　橘たちばなは凪に視線を向け、

「では凪、次こそおまえがゆけ」

「わかった」

　凪が緊張しつつも承諾する。

　入り口に近付き、入って来たお客様に、

「いらっしゃいませ」

　ややひきつった営業スマイルで言う。

　すると、お客様は、

「やっほー凪くん」

　と、笑った。

「……ええと」

「様子見に来たよ。そんなに緊張してたらだめじゃないさ」

　とか凪の接客態度にダメだしをするお客様。

　ちなみにこのラフなパンツルックのお客様、名前を和泉いずみ恋れんという。

「くぉら貴様！」

　ずんずん歩み寄ってくる橘。

　その怒声は、お客様である和泉に向いている。

「やほやほ、橘も元気そうだね」

「私はいつでも元気だ！　そんなことより恋、貴様なにをしに来た！　ここは客の来るところだ。貴様の来るところではない！」

「そういうのよくないかな。あたしもいちおー、お客様なわけさ。ほら、橘、接客接客。あ、凪くんなのかなそれとも、あたしを席までエスコートしてくれるのは」

「誰だれが貴様なんぞ……」

「まあまあ橘……」凪が、橘をいさめる。「今回は俺おれの番だろ？　やってみるから、見ててくれよ」

　凪なぎの言葉を受けて、しかし橘たちばなは不満そうだ。

　けれど、

「先輩、見ててくれませんか？」

　凪が言うと、さんざん「むぅぅぅぅ」とうなったあとで、橘はしかたなさそうに、

「よしわかった。やってみるがいい凪。お客様がお帰りだ」

「今来たばっかだよ」和泉いずみは笑う。「橘……私情をはさんだらだめじゃないさ。お客様は神様だよ？」

「ふん、神など知るか。神など、人間にこびへつらってその土地にいついているだけの脛すねかじりではないか！」

　橘の屁へ理り屈くつは、しかし、完全に『働きたくないでござる』というだけの屁理屈でもない。橘は妖よう怪かいで、妖怪の中には、一歩間違えば、あるいは間違えなければ、『神』としてあがめたてまつられていた者も多い。

　だから、『神』という言葉を接客業ではどういう意味で使っているかから教える必要がある。

　そのあたりのことは予想済みらしく、和泉は笑って、

「……ま、妖怪側からしたら、『神様』に対してもいろいろあるのかもしれないけどさ、あたしら人間の使う『神様』って言葉は、『大事にしなければならない相手、尊重しなければならない相手』って意味なのさ」

「なぜ大事にせねばならない？　なぜ尊重しなければならない？　神が私になにをしてくれた！　神などにだまされんぞ！」

「なんか、ものすごい言い回しだな、それ……」

　凪がまたしても苦笑いである。

　こうなった橘は、何を言っても納得しそうがない。

　和泉も橘の様子から未来をだいたい予想したらしく、理屈での説明を早々にあきらめたようで、

「とにかくさ、あたしを席にとおしてくれないかな？　座りたいんだよね」

「貴様など座ることもできずに過労で朽ち果てるがいい」

　さっきまで『接客というものは客を思いやり……』とか言っていた店員と同一人物とは思えなかった。

　そうこう言い合っているあいだに、カランカラン、次なるお客様のご来店である。

「……鵺ぬえ、ゆけ」

「ぬっ、ぬえ～」

　橘にぞんざいに指示され、気負った様子で入り口に近付く鵺。

　さすがに、いくら知り合いと言えど、あとから来たお客に追い越させるわけにもいかないだろう。

　凪なぎは橘たちばなと和泉いずみのあいだに入って、

「とにかく和泉先輩、いらっしゃいませ。一名様でよろしいですか？　お席は禁煙で？」

「うん、それで」

「では、カウンターのお席へどうぞ」

　凪はマニュアルどおりに接客をすませて、和泉を席に通す。

　なぜか不満顔の橘までいっしょについてきて、和泉が席に着くと、本当になぜだろう、橘も隣の席に着いた。

「橘、仕事、仕事」

　凪が注意するのだが、橘は聞かず、

「おい和泉、貴様、早く注文しろ。かうんたー席のここにめにゅうがあるからの。決まらんなら私が決めてやってもよいぞ。少し値は張るがふぁーすとふらっしゅのだーじりんなどがおすすめだ」

　それは丸暗記した言葉をしゃべっているだけなのだろうが、橘の態度をしゃべった言葉だけで判断すると、歓迎したいのかしたくないのかよくわからない。

　表情と声こわ音ねは不機嫌そのものなので、さっさと出て行ってほしがってるのだろうが。

　和泉は理解している様子だが、橘の物言いや態度に慣れているのだろう。

「うーん、でもさ橘、あたし、コーヒーのが好きなんだよね」

「ふん、ならばこーひーのほうのだーじりんを頼めばよかろう」

「ダージリンは紅茶の葉っぱだからさ……」

　和泉は笑って、

「順調そうだね、しかし」

「順調だ。私が今までに順調に行えなかったのは、凪に娶めとられることだけで、そのほかのことはおおむね順調だ」

　会話にちょいちょい現状に対する不満が入ってくるので、凪は居心地の悪さを感じる。

　しかし藤ふじ紫むらさきと鵺ぬえが新しいお客様の接客などを終わらせてしまい、やることがないのが現状だ。

　お冷ひやのおかわり、と思って動き出そうとすると、もう藤紫が注いでいるし。

　藤紫、少し有能すぎないだろうか？

「アルバイト、どう、できそう？」

　和泉の声に、視線を戻す。

　橘はあいかわらずカウンター席に座ったままなのだが、

「私にできないことなどないわ。現に今も、なにも失敗しておらんだろうが」

　とか言ってしまう。

　凪なぎは『つっこんだほうがいいのかな』とはらはらしながら、橘たちばなと和泉いずみの会話を聞く。

「でもさぁ、橘。あんたさ、凪くんに迷惑かけちゃだめだよ？」

「どういう意味だ」

「ほら、目的があるじゃないさ。だから、あんまり凪くんに負担かけて稼いだお金で目的を達成してもさ、あとから微妙な気持ちにならない？」

「む……確かにそれは、一理あるやもしれん」

「ま、だからさ、凪くんがどうこう、仕事がどうこう、ってよりも、橘が後悔しないために、がんばって働きなよ。……こんなところで油売ってないで、ね」

「む」

　橘は、そこでやっと、カウンター席に座って和泉と話し込む自分が『油を売っている状態』であることに気付いたようだ。

　ぴょん、とスカートと長すぎる金髪を揺らして立ち上がり、

「ふん、言われるまでもないわ。お客様、早く注文を言うがいい。聞いてやるゆえ」

「お客様に対する態度じゃないよね、それ」

　あはははは、と和泉はおもしろそうに笑う。

　橘はなぜか余裕の笑みで鼻を鳴らし、

「気付いたのだ。喜べ恋れん、貴様の功績であるぞ。お客様は神、なのだったな。ならば私は神に対するようにお客様に対すればよいのだ」

「……うーん、なにかがまちがってる気がするけど、うまく言えない」

「なにも間違ってなどおらん。ゆえに恋よ、やはり早く注文して帰れ。私は常々、神というやつをよく思っていなかったのだ。ちょうどよい、神を名乗るものどもに、日ごろの不満をぶつけてくれるわ」

　それこそが私の仕事だ、と橘は笑う。

「違うからさ。あのね橘、その態度じゃいつかクビに――」

　和泉がやや声量をあげて、勘違い街道を驀ばく進しんしそうな橘に注意をしよう、としたようなのだが。……不意に動きを止めて、ポケットの中をまさぐりだした。

　そして取り出したのは、携帯電話。

「もしもし？」

　ディスプレイに表示された番号を見て表情を変えた和泉は、硬い声で電話に応じる。

「……わかった、わかりました。あたしも行きます」

　しばしの会話のあと、ため息混じりに言って、和泉は席を立ち、

「ごめん橘、もう少し遊んであげたいんだけどさ、忙しくなっちゃった」

「……恋、貴様、注文もせずに行くつもりか」

「ごめん、ってば」

「せっかく私が、席に通してやったというのに」

「いや、そこは別に感謝しなきゃいけない部分じゃないよね。……ま、いろいろちょっと忙しくなりそうだからさ。またお仕事終わったら、橘たちばなのウエイトレス姿を見に来るから」

「……ふん。私はべつに、貴様に見せるためにこのようなかっこうをしているわけではないわ。私は、凪なぎに脱がされるためにこのようなかっこうをしておるのだ」

「初耳だよ！」

　なんだかイヤなところで自分の名前を出されて、凪は慌てる。

「とにかくごめんね、じゃ、あたしはこれで。しっかり働くんだよー。凪くんも、橘のフォローよろしくね」

　和泉いずみは笑顔で行って、ほんとうに慌てた様子で店を出て行く。

「なにかあったのかな……」

「どうでもよいわ」

　凪のつぶやきを橘は一いつ蹴しゆうして、

「そんなことより凪、私は接客の真理を見みい出だしたぞ」

「え、いつ、そんなの見出すタイミングがあったかな……」

　最初にマダムをカウンターにとおして以来、橘はあまり仕事をしていなかったように見えるのだが。

　けれど橘は確信したような顔でうんうんうなずき、

「ふ、凪よ。私はおまえよりも先輩だ。いいか、その道の達人、才人というのはだな、凡人が十を聞いて一を学んでいるあいだに、十を聞いて三十を学んでいるのだ」

「学びすぎだろ」

　教えられたことの三倍学習するというのは、いったいどういうことなのだろうか。

「そして凪、私が学んだ接客の真理、それは……」

「それは？」

「店員は客より偉い」

「どうしてそうなった!?」

　三日に一度ぐらい、凪は『橘の言葉を何か聞き逃したかな？』と思うことがある。

　説明がほしいぐらいに思考が飛躍しているのだ。

「恋れんや他たの客を見ていて思ったのだ。『ああ、こやつらは、店員に案内されねば満足に席を確保することもできんのか』と」

「いや、勝手に行かないようにしてくれてるだけだろ！」

「そもそも『お客様は神様』とのことだが、神にしてみてもそうであろう。周囲――つまりこの茶屋で言うところの店員だな――に、崇められ奉られ、ようやっと『神』と呼ばれる存在となる。神は神を神と呼んでやる周囲がいなければ、神たりえんのだ。つまり神を神にする力を持つのは、我々なのだ」

「新興宗教みたくなってるぞ……」

　神を神にする立場をなんと呼ぶのだろうか。教祖様だろうか。

　しかし橘たちばなは気にせず続ける。

「そこでだ。私は神の気持ちになって考えてみたのだが……神は今の『なにもしなくとも尊敬を集められる地位』を手放したくないのではないか、という結論にたどりついたのだ。そうであろう？　神は今、なにもしなくとも周囲が勝手にやってくれ、しかも尊敬される、という地位にいるのだ。これを手放したいか？　いや、手放したくないに決まっている」

「なんか、神様がえらい俗物であるかのように聞こえるな……」

「つまり、我々は神の弱みを握っている」

「だからどうしてそうなる！」

　つっこみながらも、『神様にも弱みがある』とか言われると、妙に神様に親近感がわいてしまう凪なぎだった。

　けれど橘は、凪の反応を見て「やれやれ」とかぶりを振って、

「わからんのか……まあよい。ともかく私の言いたいことはだな、客になんぞへりくだる必要はないということだ。――客が神を名乗るのであれば、その客を選定するのは我々の裁量だ」

「違うから！　お客さんに見放されたら経営やってけないから！」

「それこそ知ったことではないわ。こんな店、つぶれようが続こうがどちらでもかまわん。ということで凪、接客とは『する』ものではない。『してやる』ものだ、というのが私の見みい出だした真理じゃ。ゆめ心がけて接客をするように」

　凪が考えを是正する言葉を探しているあいだに、橘は「鏡を見てくる」と更衣室に行ってしまう。

　ぱたん、と閉じる扉に凪は力なく手を伸ばすも、連れ戻す気力がわかない。

　カウンター席近くで話していたのに、店主は反応すらしない。

　ダメな先輩と、無口な店主。

「……なぎ、どうしたのか」

「ぬえー？」

　仕事がひととおり片付いたのだろう、藤ふじ紫むらさきと鵺ぬえが、凪のそばによってきて、左右から視線を向けてくる。

　凪はため息をついて、

「藤紫、鵺」

「……なに？」

「どうしたんですか？」

「俺おれたちで、がんばろう」

　決意をにじませて、つかれきった表情で言った。

　それは凪なぎなりに真剣な提案、鼓舞だったのだけれど。

「……よくわからない」

「どういう意味ですか？」

　二人にはあまり理解されなかった。
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　仕事を覚えたり実践したり、和泉いずみが来たりすぐ帰ったり、橘たちばなが間違った接客の真理をみいだしたりしていくうちに、午前中の業務は無事に（？）終わった。

　そして時間は正午――ランチタイムになる。

「暇だと言っておらんかったか、あの店主！」

　橘がキレている。

　だいたいいつも理不尽にキレるのでその怒りに共感できないことが多いのだが、今回の橘の怒りは、凪にも共感まではできなくとも理解はできた。

　あまりにも忙しい。

　まるでふつうにランチタイムの飲食店である。

　店主が橘の文句に応対する暇もなく料理を作っている。……そう、新人ばかりを集めたせいで、調理のできるスタッフが一人もいなかったのだ。

　もともと少ない席は満席。立って並ぶ人までいる始末。そしてお客も待っている人がいる気配を察してか、食事をしたらすぐに出て行ってしまうために回転率がすさまじいことになっている。

　結果、ウエイトレスたちの大変さもすさまじいことになっている。

　ガヤガヤとざわめきが絶えない店内に時折上がる悲鳴は、橘のもの。それもかわいい悲鳴と言うよりは、「ぎゃー！」だの「もういやじゃー！」だの、どことなくヒステリックな叫びである。

　きっと直視したくない光景が広がっているに違いないのだが、さすがに和泉から『橘のフォローよろしくね』と言われている手前、あと保護者的立場として、放置しておくこともできない。

　凪が意を決して橘のほうを見る。

　すると無表情に橘の事後処理をしている藤ふじ紫むらさきと目が合った。

「……もんだいない。藤紫にまかせて、ここは行くといい」

「どこに行けと言うのか」

　凪なぎの問いかけに対し、藤ふじ紫むらさきが視線を動かす。

　凪が視線を追えば、そこには、

「ぬえー、こまりますよう」

　と、ふだんより三割増しぐらいで困った顔をする鵺ぬえがいた。

　お客さんにからまれているのだろうか――と、凪が少し緊張しながらも、鵺のほうに接近していく。すると、鵺が凪に気付いて、

「ぬえ～、凪さん、たすけてくださいよう」

「どうしたんだ？」

「さっきからお客様が、『生活に困ってるの？』って聞いてくるんですよう」

「どういう意味だろうか……」

　凪がそのお客様に聞いてみると、どうにも鵺みたいな小さい子がアルバイトなんて、よっぽどの事情があるんじゃないか？　ということだった。

「こいつは俺おれと同級生で、高校一年生ですから……」

　信じられないという様子のお客様を置き去りに、とりあえず鵺の首根っこをつかんでそのお客様から遠ざける。

　ふつうに勤務したらしなくていい苦労をいっぱいしている気がしてならない凪である。

「おい、凪！」

「はいはい！」



    

  
    
      



    

  
    
      　橘たちばなに怒鳴られて、凪なぎは鵺ぬえの首根っこをつかんだまま、早足で店のドアのほうへ。

　今度はどんな粗相をしたのか、粗相をしておいてキレる橘をどうなだめようか、そこまで一瞬で考える。橘がキレているのに橘がなにかされたとは考えないあたり、橘に調教されすぎていると言えよう。

　そこはかとなくブルーな気分で店の入り口にたどりつく凪。

「今度はなにをやったんだ、橘？」

「なにもしておらんわ！　と言うか『今度は』とはどういう意味だ!?」

「いや……」

　どう言ったら橘を傷つけずに事実を伝えられるのかなぁ、と悩む凪。

　しかし、その悩みは無駄になる。



「理解してないのが理解し難いんだけど。先輩がふだんから失敗ばっかりしてるって意味じゃないのか？」



　ずばり、と真実を言ってしまう、厳しい声。

　その声に秘められた威圧感を、凪はよく知っていた。

「……赤あか染ぞめ？　なんでここに」

「おまえたちが働いていると聞いてな」

　赤いダウンを着て腕を組む、スカートルックの赤染は、不敵にほほえむ。

　べつに威圧するつもりもないのだろうが、凪には、赤染に見られるとついつい背筋を正してしまうという癖がいつの間にかついていた。

「俺おれもいるぞ」

　赤染のうしろから、ぬっと巨漢もあらわれる。

　スタジャン姿のそいつは、なんだかとても久々に会う気がする凪のクラスメイト、一いち条じようだった。

　この二人が二人きりなのは、なかなか珍しい。

　いつもだいたい、凪もこのメンバーの中にいるのだが。

「っていうか一条、元気だったか？」

「いや、一日に会ったじゃねぇかよ」

「ああ、そうだったな」

　初日の出をいっしょに見てはいないが、いっしょに赤染の神社で働いたような記憶はなくもない気もしなくもない。

「それよりバイト始めたんだろ？　客として来てやったぜ」

　ふつうならばありがたいのかも知れないが、今はちょっとありがたくない感じだ。

　凪なぎの表情から微妙な色を感じたのが、赤あか染ぞめが補ほ足そくするように、

「……ま、私は邪魔するのもどうかと思ったんだがな。度し難いことに一いち条じようがどうしてもと言うから引き下がれなかった」

「え？　赤染さんが凪のバイトのこと電話で俺おれに、いきなり……いえ、俺が来たかったんですね、はい」

　赤染に眼光を向けられた一条は急激にしぼんだ。

　しぼんでもまだでかいので、いつまでも入り口にいさせるわけにもいかない。

「とにかくええと……二名様、テーブル席にご案内……？」

「ああ、そうしてくれ」赤染が不敵に笑う。「……本当に仕事の邪魔をする気はないから、混こんでるようだから、あとにしてもいいんだけど」

「ええと……」

　実際に店が混んでいるので、凪が赤染にどんな答えを返していいのか迷っていると、

「……もんだいない」

　にゅっ、と凪の背後から藤ふじ紫むらさきが顔を出す。

「続々とレジに向かっている。問題は、鵺ぬえがレジの操作をできなくて流れがとまっていること、だけ？」

「ちょっとヘルプ行きます！」

　凪が叫んで、レジ打ちを鵺と代わる。

　凪とて慣れているわけではなかったが、そもそもレジのうしろに立つとさらし首みたいな状態になってしまう鵺よりは、効率よくレジ操作を終えることができた。

　鵺は去っていくお客さんに手を振って、「がんばってねー」とか言われていた。

　橘たちばなもまた、失敗しても迷惑をかけても、けっきょく許されている感じがある。

　この店に来るお客さんがみないい人なのか、それともかわいいことは正義なのか。

　ともあれ――

「藤紫、二名様、テーブル席ご案内で」

「はいよろこんでー」

　抑揚のない声と無表情でそんなことを言って、藤紫は赤染と一条をテーブル席に通す。

　その様子を見て橘が、

「あのようなやつら、なにゆえ店に入れるのだ」

「いや、客だからだろ」

「冷やかしに決まっておろう！　よいか凪、客商売は客を入れるだけでは駄目なのだ！　金を落とす客を入れねばならんのだ！　やつらはどう見ても――」

「店員さん、Ａランチ、飲み物はホットコーヒーで二つほしいんだけど？」

「……いまいましい！」

　赤あか染ぞめの注文を受けて、橘たちばなが地団駄を踏んでくやしがった。

　というか今の橘の発言はかなりいろいろとアウトのような気がするのだが、ここの店主は止める気配がない。料理の手を休めたかと思えばひたすら食器磨きである。単純に忙しいのでいちいち橘をたしなめているひまがないだけか、それとも『自由なお店』とかいう方針でも打ち立てているのだろうか。

　だとしてもちょっと自由すぎるだろう、と冷や汗をたらしながら、凪なぎは橘をなだめて仕事に戻る。

　そうこうしていると赤染と一いち条じようが来てしばらく経った。

　ランチタイムはとうに過ぎ去り、店はアイドルタイム――ようするに経営はしているがあまり客のいない、楽な時間に入ってきた。

　もっとも、普通の店であればこの時間に接客以外の業務をこなすのだが、地味な仕事は藤ふじ紫むらさきがいつの間にか終わらせてしまっている。

　やることがない。

　たまにお冷ひやを確認するためにテーブルをまわったり、気付けば赤染にくってかかろうとする橘をおさえつけてそのたびにこんこんと説教したりしていく。

　そんな折、一組の来客があった。

「いらっしゃいませ！」

　カランコロン、という音に反応して、凪が営業スマイルでお客様を出迎える。

　ここで藤紫や鵺ぬえや橘がなんの反応も示さなかったことは接客業的に問題視すべきなのかもしれないが、幸いと言うかなんと言うか、今度の来客も知り合いだった。

　姑う獲ぶ鳥めと飛ひの縁えん魔ま。

　姑獲鳥は温かさを最優先したかのような、ファー付きコートにロングスカートというかっこう。

　飛縁魔はピンク色のダウンにミニスカート、ブーツという少し寒そうなかっこうだ。

「こんにちは。橘ちゃんと鵺ちゃんと藤紫ちゃんがいると聞いて遊びに来ましたよ」

「凪くん働いてんじゃん！　すげー！　あ、試しにあたしのこと『お嬢様』って呼んでみてくんない!?」

　ちなみに、この喫茶店ではそのようなサービスは実施していない。

　しかし『ごめんなさいそういうサービスはやってないんですよお嬢様』とか面と向かって言えるほど凪は臨機応変ではない。凪は困惑した果てに、とりあえずマニュアルどおりの対応をすることに。

「ええと……お二人様でよろしいですか？」

「凪くんもいっしょでもぜんぜんオッケーよ！」

「はいはい、飛ひの縁えん魔まさん。あまり邪魔をするものではありませんよ。私たちは橘たちばなちゃんを冷やかしに来たのであって、お仕事の邪魔をしに来たわけではありませんからね」

　橘を冷やかすのも仕事の邪魔だろう――と、言いかけて凪なぎは止まる。よく考えたら、橘の手が止まっても、仕事にはなんの悪影響もなかった。むしろ橘をひきつけておいてもらえれば、助かるかもしれない。

　凪は橘のことを考えて、少しだけ笑い、笑ったおかげで、ペースをとりもどした。

「とにかく、いらっしゃいませ。テーブル席に案内しますよ」

「はい、お願いしますね。……おや、あちらの方は、凪さんのクラスメイトですか？」

　赤あか染ぞめと一いち条じようを見つけた姑う獲ぶ鳥めが、首をかしげて問いかける。

　向けられた視線に気づいたのだろう。赤染が姑獲鳥たちに向けて会釈をして、一条も同じように続く。

　姑獲鳥は笑って、

「あちらの方々と相席させていただいても？」

「ちょっと姑獲鳥、べつに席空いてんじゃん。なんで相席とか言い出すワケ？」

「少し、お話ししてみたいのですよ。凪さんの周囲の方と。……飛縁魔さんも聞きたくはありませんか？　橘ちゃんの前以外での、凪さんのことを」

「……ま、姑獲鳥の好きにしたら？　あたしはべつになんでもいいケド」

「では好きにさせていただきます。もっとも、あちらの方々に承諾していただければ、ですが」

　そう言って、姑獲鳥はちらりと赤染たちをうかがう。

　赤染は凪に説明を求める目を向ける。

「ええと、相席してもいいか、って」

　凪が赤染たちに近づいて言えば、赤染は少しだけ悩むそぶりを見せたあと、

「別にいいよ。避ける理由もないからな」

「……ということらしいですよ」

「まあまあまあ、ありがとうございますね」

「……いえ」

　姑獲鳥はさっさと一条の隣に腰かけ、飛縁魔が空いている赤染の隣に腰かける。

　そこに、橘が寄ってきた。

「なんだ貴様ら。なにをしに現れた。帰れ。茶を頼んで代金だけ置いて帰れ」

「意味わかんないんですケド。つーか橘、あたしら客よ？　なんなのカナーその態度？　接客には接客の態度があるだろ？」

「ふん。確かに私は接客業に従事し、恥ずかしながら凪以外の人間にもこびへつらわなければならなくなった身だ」

　ちなみにこの会話をそばで聞いている凪なぎには、こびへつらわれた記憶がなかった。

「しかしな飛ひの縁えん魔まよ。私は、信念だけは曲げんぞ」

「……意味わかんないですケド」

「確かに、貴様らが客ならばそれなりの態度を示そう。私は店員だ。それは間違いないからのう」

「いやだから、客だっつうの。店員さーん、コーヒー頼んでいいですかー？」

「黙れ。貴様が客かどうかは、私が決める」

「はぁ!?」

　飛縁魔がおどろいたが、橘たちばなの理論展開を聞いていた、だいたいの人は同じようにおどろいた。ただし姑う獲ぶ鳥めだけは耐性があったのか無事だし、店主は本当に聴力が心配になるぐらいにウエイトレスのむちゃくちゃな発言に反応しない。

「客は神だそうだ。なるほど、一理ある。なにもせずに周囲に尽くされ、払うかどうかわからん対価をちらつかせ、さも上位存在であるかのようにこちらを値踏みする。本当はなんの力もない、吹けば飛ぶような者のくせに、だ」

　橘がなにを言っているかわからない。

「だがな飛縁魔よ。神とは人にあがめられ、初めて神となる。つまり、つまりだ。客も店員に認められて、初めて客になるとは思わんか？」

「……いや！　思うワケねーし！」

　飛縁魔は意外と冷静だった。

　凪など、一瞬「そうなのかな？」と自分の常識を疑いかけたというのに。

「というわけで飛縁魔、私は貴様のような輩やからを客とは認めん。よって媚びへつらわんし、へりくだらんし、奉らぬ。こーひーが欲しければ自分でどうにかしろ。ただし金は置いて帰れ。以上だ。よもや文句はあるまいな？」

「あるに決まってるし！　あんた言ってること意味わかんなくね!?」

「……度し難いんだけど」

　そばで会話を聞いていた赤あか染ぞめが、頭痛をこらえるようにか細い声で言った。

　凪はなんとなく一いち条じようを顔を見合わせ、苦笑いを浮かべながら思った。

　本当に、お金を稼ぐっていうのは、大変だ。
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「大変そうですねぇ」

　客の入りが多いわけではないが、不慣れゆえだろう、ぎこちなくあわただしく動く凪たちを、姑獲鳥は子供の学芸会を眺める母のような表情でながめて言う。

「そうですね」

　赤あか染ぞめも調子をあわせるように、笑って言った。

「え、ええと……せ、先輩も凪なぎの？」

　姑う獲ぶ鳥めに話しかける一いち条じようは、やけに緊張した様子である。

　この坊主頭の大男、さっきから横目でチラチラと、姑獲鳥の胸しか見ていない。

　姑獲鳥はしかし、視線の先に気付きながらも、一条に笑顔を向ける。

　一条はますます緊張してしまったようで、かちんこちん度が増した。

「……」

　おおむねなごやかな雰囲気だった。

　しかしただ一人、飛ひの縁えん魔まだけは、ぶすっとした顔で、話を聞いていた。

「どうしました、飛縁魔さん？」

「ぶぇっつにー」

　べつに、という顔ではない。

　ここにいるメンバーの中では誰だれよりも飛縁魔と付き合いの長い姑獲鳥でなくともわかるぐらいに、飛縁魔は不機嫌そうだった。

　まあ、そもそも。

　飛縁魔は表情がころころ変わるし、『自分はこう思ってますよ』というのをまったく隠そうとしないから、本心が丸見えで、かわいいのだが。

　まあまあ、そもそも、そもそも。

　付き合いが長いからこそ、わかることもある。

　たとえば、飛縁魔の不機嫌の理由、とか。

「あなたはあまり、人を好みませんからねえ」

「……ぶぇっつにー」

　飛縁魔は唇をとがらせて、さきほどよりもむすっとした顔で言う。

「そう言えば姑獲鳥先輩」

　飛縁魔をどうしましょうか、と思っていると、赤染が口を開く。

　人間嫌いな飛縁魔のほうは、凪の話をするまではずっとこんな調子だろうし――

　姑獲鳥は思い、

「なんでしょうか、赤染さん？」

「おふたりは、橘たちばな先輩とは仲がよろしいので？」

「ありえねー」

　飛縁魔の反応は、もはや脊せき髄ずい反射と言ってもいいぐらいに速かった。

　姑獲鳥は笑いながら、

「こら、飛縁魔さん、だめですよ、初対面のかたにそういう冗談を言っては……本気で言っているように思われたらどうするのですか」

「べっつにー、あたし、橘たちばなと仲よくなんかねーし」

　ちらり、と飛ひの縁えん魔まは働いている橘を見てから、

「もちっと頭いいやつかと思って近づいたら、超バカだし。話つうじねーし、人を勝手に子分扱いするし、やってらんねーっつうの」

「そのわりには、付き合いが続いていますけれどね。もう半年になりますか……」

　昔日を懐かしむように目を細め、姑う獲ぶ鳥めは言う。

　その脳裏では、浴衣とかメイド服とかスクール水着とか体操着とかチアガールとかサンタクロースとかトナカイとかヒモビキニとか薄手のネグリジェとかを着た橘が次々とあらわれては消え、口々に、恥ずかしそうな表情で「おまえのこと、好きだ」と姑獲鳥に向かって言っている。

　すべて姑獲鳥の妄想です。

　飛縁魔は姑獲鳥の表情から脳内をだいたい予想したのだろう、はき捨てるように、

「そんなにたってねーよ。つうか姑獲鳥、アンタが橘に付き合ってっから、しかたなくあたしも付き合ってやってんだよ」

「このように、飛縁魔さんは非常にツンデレで……」

「人を勝手にツンデレあつかいすんなし！」

「横で見ていると、あなたと橘ちゃんとは、ずいぶんと仲がよさそうに見えますけれど」

「目玉か脳かどっちかおかしいよ、アンタ」

「かわいい橘ちゃんとかわいい飛縁魔さん、かわいいもの同士が仲良しでないなんて、あってはいけないことですよ？」

「考え方がおかしくね!?」

　飛縁魔の発言のほうが、おかしい。

　かわいいものは、かわいいもの同士、仲よくあるべきなのだ。

　表面上どんなに仲が悪そうに見えたところで、それは、いずれ仲良くなるための通過儀礼か、『けんかするほど仲がいい』ということであるべきなのだ。

　かわいさの道は長く険しい。

　これからもつぶさに観察していく必要を、姑獲鳥は切に感じた。

　それはそれとして、今はもっと重要なことがある。

　姑獲鳥は、ある目的があって赤あか染ぞめや一いち条じようと相席することを決めたのだ。

　その目的とは、『人間』から見た凪なぎの様子を知ること。

　それと、飛縁魔の人間嫌いを治すこと。

　この学校に来る前、ようするに去年以前の飛縁魔のことを、実は姑獲鳥はくわしく知らない。

　飛ひの縁えん魔まと姑う獲ぶ鳥めは、『妖よう怪かい』という共通点でのみ、つながっているのだ。

　ただ、決定的な違いが一つ。

　姑獲鳥は人間が妖怪に成った存在で、人間を好いていた。

　けれど飛縁魔は橘たちばなや凪なぎと同じ獣、それも狐きつねが妖怪となった存在で、人間を嫌っている。

　生い立ちが好悪の感情をすべて決めてしまうわけではないけれど。

　それでもやはり、出自からくる『苦手意識』みたいなものはあるだろう。

　姑獲鳥はそのあたりをどうにかしたい。

　かわいいものは、仲良くして当たり前なのだ。

　そこに、『妖怪』とか『人間』とかいう無粋な概念はいらない。

　あとはもっと生々しい話もあって、これから先、高校を卒業したあと、飛縁魔も自分も、人間社会で生きていくことになるだろう。その時に、いちいち『人間嫌い』を言い訳にして、人の輪にとけこまないでいるわけにもいかない。

　妖怪が社会に適合するというのは、人間という存在を受け入れるということでもあるのだから。

　そんなわけで、飛縁魔の人間嫌いを治すための、ステップ１。

「赤あか染ぞめさん、一いち条じようくん、凪くんのことについて、お聞かせ願えますか？」

　興味のある話題で、釣ってみる。

　思惑通り、飛縁魔はぴくりと体を軽くゆすって興味を示した。

　気分的には、警戒心の高い野生動物を観察しているような感じである。

　にやにやしちゃう。

「……ええと、凪のこと、と言われましても」

　赤染は口ごもる。

　話題がいくらなんでもやぶからぼうだったか、と姑獲鳥は反省するも、

「いいっすよ！　凪のことなら俺おれになんでも聞いてください！」

　ずずい、と一条が身を乗り出してきたので、結果オーライである。

　ちょっと怖かった。

　姑獲鳥は、接近してきた一条に対して笑顔こそどうにか維持できたものの、冷や汗までは止められず、ついつい一条の肩を押して距離をとってしまう。

　姑獲鳥という妖怪の力で押されたが、しかし屈強なる大男、一条はめげずに、

「凪のなにを言ったらいいっすかね！」

「おい一条……」

　赤染は、苦い表情で一条をいさめる。

　おそらくだが、凪のことを聞かれて警戒しているのだろう……そう、姑獲鳥は思った。

　友人のことを根掘り葉掘り聞かれるのは、あまり気分の良い話ではないだろうし、姑獲鳥・飛ひの縁えん魔まと赤あか染ぞめは、付き合いが深くない。

　だいたい誠実におだやかに笑顔で接すれば、よこしまな他意を姑う獲ぶ鳥めがもっていないことは、だいたいの人がわかってくれるのだが、赤染はどうにも警戒心の強いたちらしい。

　もしくは、凪なぎのことだから、特別口が固くなるのだろうか。

「っつうかさ」

　飛縁魔が、ぶすっとした顔のまま、

「アンタら、凪くんとどうやって知り合ったワケ？」

「どうやって、と言うか、クラスメイトですが」

「クラスにいるからって仲良くする理由にはなんねーし」

　妖よう怪かいと人間だし。

　飛縁魔がそんな言葉を注釈としてつけたかったのが、姑獲鳥にはわかった。

　妖怪と人間が仲良くするには、『なにか』が必要。

　飛縁魔はそのように考えているのだ。

「まあまあ飛縁魔さん。……ごめんなさいね、赤染さん。飛縁魔さんはほら、凪くんと仲良くしたい人ですから」

「ちっ、違うし！」

　飛縁魔は、顔を赤くして否定する。

　もともとバレバレな『凪のことが気になっている』という事実が、顔を赤くしたことによりバレバレになる。この反応の迂う闊かつさがたまらなくかわいらしい。

　勘違いされることが多いが、姑獲鳥はべつに、小さい子だけが好きというわけではないのだ。橘たちばなや鵺ぬえのような小さい子には小さい子なりのかわいがりかたがあるし、飛縁魔みたいなややひねくれた年齢の子にも、やはりそれなりの対応、かわいがりかたがあるのだ。

　子供はかわいい。これが真理で、かわいい子供にはみんな仲良くしていてほしい。これが、姑獲鳥の行動原理である。

　なので、

「まあまあまあまあ、飛縁魔さんもいじけないでくださいね」

「……」

「それで赤染さん、一いち条じようくん、凪くんとはどのようなきっかけで話すようになったのか、教えてはいただけませんか？」

　姑獲鳥の笑顔でのお願い。

　すぐさま反応したのは、一条だ。

　しかし『きっかけ』と言われてもうまく思い出せないのだろう、一条は悩み悩み、

「俺おれは体育の授業でペア組んだのが最初っすかね。俺、見てのとおりのガタイなんで、あんまペア組めるやついなかったんすけど、なんか凪、細いけど力つえーし、遠慮なくいろいろできたんすよね」

「私は……体育祭の手伝いを頼んだのが最初だったかな……生徒会が手伝いを必要としてるのは全員わかってるはずだったのに、誰だれも有志がいなかったから」

「そこで、赤あか染ぞめさんと凪なぎくんが、立候補を？」

「いや、私が手伝いを募ろうと人を見ていたら、凪とたまたま目が合って」

「ああ、そんな理由で凪は赤染さんの手伝いってポジションになってんのか……」

　一いち条じようが合掌した。

　赤染は一条をにらんでから、おでこの右側を人差し指でコツコツたたき、

「ま、私は自分の目つきがひとよりちょっと悪いことは、自覚してるけど。……凪もあれで物もの怖おじしないからな。あいつは知ってのとおり、迂う闊かつだったりわけのわからないことを言ったりする変なやつだが、たまにびっくりするぐらい落ち着いているところがある」

「……あらあら」

　姑う獲ぶ鳥めは、つい、笑ってしまった。

　凪は人間でありたいし、人間として行動している……つもり、なのだろうが。

　赤染や一条が凪との付き合いを始めた理由は、凪が『人間ではない』ゆえの特徴、であろう。見た目に反して力が強い、とか。変に落ち着いている、とか。

　姑獲鳥は、凪を見る。

　橘たちばながこぼしたお冷ひやを掃除して、なぜか橘に愚痴を言われて苦笑いをしている。

　……表情と状況だけ切り取って見れば、苦労しているようにしか見えない。

　けれど、本人は、どう思っているのだろうか。

　人間でも妖よう怪かいでもない、不思議な存在。存在としてまだ幼い新しい存在は、はたしてどんな『かわいさ』を見せてくれるのだろうか。

「それで飛ひの縁えん魔まさんは、凪さんのどこが好きなんですか？」

「……好きとかじゃねーし。べつに、凪くん強そうだからさ」

「それは獣としての価値観でしょう？」

「悪いのかよ」

　と、獣……狐きつねの妖怪の一種である飛縁魔は、不機嫌そうな顔のまま言う。

　しかし、姑獲鳥は知っていた。

「それ以外にも、あるのではありませんか？」

「……ぶぇっつにー」

　飛縁魔は姑獲鳥から顔を逸そらす。

　……まあ、飛縁魔のことは、常に隣で見ていたから知っているのだ。

『とりあえずカッコイイ相手には好意的に接してみる』飛縁魔だが、凪に決定的に興味をもったのは、彼の管くだ狐ぎつねに対する扱いを見てからだろう。

　管くだ狐ぎつねというのは使い捨ての道具のようなものらしいのだが、凪なぎはその管狐に優しくしていた。……それがどのぐらいおかしなことなのか、人から成り使役する下級妖よう怪かいのない姑う獲ぶ鳥めにはわかりかねる。

　けれど、飛ひの縁えん魔まから見て『妖怪としておかしいこと』――つまり、『人間らしい行動』によって、飛縁魔は凪に興味をもったのだ。

　人間側から見たら、凪の妖怪らしさが。妖怪側から見たら、凪の人間らしさが。……それぞれ興味、関心のきっかけとなるのだから、いろいろとおもしろい。

　しかしもっとおもしろいのは、人間を嫌悪している飛縁魔が、よりにもよって凪が『人間らしい行動』をしたことで、凪に興味をもったことだろう。

　このあたりを見ていると、姑獲鳥は思うのだ。

　飛縁魔から『人間』に対する間違ったイメージを取り去って、『人間らしい行動』をしていることを見せれば、飛縁魔は人間と仲良くできるのではないか、と。

「姑獲鳥、いつまであたしを見てるワケ？」

「あらあら、ごめんなさい、つい、かわいくて」

「……大好きな橘たちばなでも見てたらいいんじゃね？」

　飛縁魔につれなくされる。

　姑獲鳥は、燃えてきた。

「大変ですねぇ」

　飛縁魔に言われたとおりに、大好きな橘を見ながら、姑獲鳥は、笑う。

「ふだんはここまで混こむ店じゃないと思いますけど」

　赤あか染ぞめが注釈する。

　今の状態で『混んでいる』と表現されるのはいろいろコメントしたくもあるが、そっちじゃありませんよ――言いかけて、姑獲鳥はやめた。

　別に、悩みを子供たちに見せる必要はないのだ。

　ただ、かわいいもの同士が仲良くするために力をつくせれば、それでいい。

　だから、姑獲鳥は、視線を働く橘に向けたまま。心だけ、飛縁魔のほうに向けて、

「ほんとうに、大変ですよね」

　笑顔でため息をつき、言った。

　姑獲鳥がなにを『大変』と表現したか、わかった者はいなかった。
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　かくて激動のアルバイト初日は終わる。

　凪は橘と二人で帰路に就きながら、初めてのアルバイトのことを振り返っていた。

「どうだ凪なぎ、今日を総括して、なにか先輩である、先輩である私に質問はあるか？」

　先輩とは言えキャリアは一日差しかない。そのうえ橘たちばなは基本的に失敗しかしないので、そのリカバリーに四苦八苦した凪のほうが経験値は上だろう。

　だから仕事関係で聞くことなどはない。

　しいて言うならば、

「……今日は私服で帰るんだな」

「はぁ」

　橘は大げさにため息をつく。

　その大げささたるや、わざわざ街灯の下で立ち止まり、かぶりを振って両肩をすくめて、「おいおいジョニー」とでも言い出しそうに両腕を広げて見せるぐらいの大げささだ。まるでこれから大空に羽ばたこうとしている鳥にも似たポーズである。

　凪はもう、その動作だけでおなかいっぱいなのだが、

「わかっておらんのう、凪は」

　と、橘は説教を始める気まんまんのようだ。

　ここから先は、怒ったら負けである。寛大な気持ちで橘の言葉を聞いて、時に相あい槌づちを打ってやらねばならない。

　凪はそのように直感し、備える。

「よいか、制服というのはな、仕事をしている時と、していない時……つまり、休みと仕事を切り替えるための、神聖なる服なのだ。それを仕事が終わってまで着るとは、凪、その質問自体が仕事というものを馬ば鹿かにしているのだぞ？」

　でも、昨日着て帰ったよねおまえ――なんて、つっこんではならない。

　橘はまだ、先輩気分でいたいのだ。

　察してやるのが大人おとなというものだろう。

　学年は橘のほうが上だけれど。

「やれやれ、まだ遊びの気分が抜けておらんようじゃのう」

「はあ、申し訳ありません……」

「なんじゃその腑ふ抜ぬけた声は。しゃきっとせんか！　しゃきっと！」

　なっはっは、と橘は笑う。

　おおむねかわいいのだが、しかし、イラッとくるものがなくもない。

　このまま会話を続けたら、いつか脳天にチョップの一つもしてしまいそうだ。

　危険を感じた凪は、話題を変えて、歩みを再開することにした。

「まあ、仕事のことはなんとなくわかったよ。……ところでさ、橘、おまえの誕生日にみんなを呼んでなにかやろうって話が出てるらしいんだ」

「らしい？」

「なんか、和泉いずみ先輩が画策してるみたいだけど。聞いてないのか？」

「……私は知らんぞ。なんだその迷惑な話は。恋れんのやつめ、私と凪なぎの時間をどこまで奪えば気が済むのか……」

　さきほどまでの得意げな表情から一転、橘たちばなは不機嫌そうになって歩みを再開する。

　やっぱり知らなかったのか、と凪は思いながら橘の横に並び、

「まあ、和泉先輩なりに、橘を祝おうとか、大事にしようとか思ってくれてるんじゃないかな」

　たぶん。

　いや、和泉のことだから、むしろ橘をからかうためだけに画策している気がしないでもないのだが。

「余計なお世話だ。……恋のやつには一度言ってやらんといかんな。あまりにも凪と私の時間を邪魔するようであれば、こちらにも考えがあるぞ」

「……燃やすとか言うなよ」

「ふん、凪を敵に回してまでやつめに灸きゆうをすえてやる義理はないわ。そうだな、さしあたっては……やつの恥ずかしい話を世に喧けん伝でんしてやろうか」

「おまえ、和泉先輩の恥ずかしい話なんて知らないだろ？」

「たたけばいくらでも埃ほこりが出るわ、あんな淫いん乱らん」

「なんだろう、淫乱っていうのは、俺おれがつっこんで聞いていい話じゃないよな、たぶん」

　橘が新しい言葉を使い始めた時、きっとそこに何か事件があるのだ。

　聞かないほうがいい、と凪の危機察知能力が警鐘を鳴らすような事件が。

　橘は「ふん」とくだらなさそうに、それから少し照れたように鼻を鳴らし、

「まあ、そのことは誤解があったのでもう良いのだ。ともあれやつめには一度きつく言っておかんと気がすまん。凪、電話をかけろ」

「え、もう夜も遅いから、明日にしないか……？」

「かまうか！　貸せ！」

　橘が凪に襲いかかる。

　凪は抵抗するも、どこでも容赦なく触ったり手を入れたりしてくる橘に対して、こちらは相手が女の子なので触る場所が制限される。善戦したものの、ダウンのポケットに入れていた携帯電話は、橘の手にわたってしまう。

　橘は凪の腕を間合いの内側にもぐりこむことで封じて、凪の体と自分の体のわずかなすきまで携帯電話を操作する。

「おい、橘」

「もうかけてしまったぞ。文明の利器おそるるに足らず！　私に操られたくなくば、もっと複雑な機構になることだな！」

　複雑な機構の携帯電話とか嫌だ。

　凪なぎはあきらめて橘たちばなの様子を見守ることに。

　しかし、何秒待っても、電話がつながる様子がない。

「……あやつめ、私からの電話に出ぬとはいい度胸をしておるのう」

「夜も遅いし、寝てるんじゃないか？」

　それか、朝に慌てて出て行った時の仕事。

　あれが今もまだ続いているか、だろうが。

　思い返して心配になってきた凪をよそに、橘はどうでもよさそうに、

「鵺ぬえではあるまいし、こんな時間に寝ているとは考えがたいがの。……もうよい。凪、帰るぞ。そろそろ寒い。帰って、おまえでぬくぬくするぞ！」

「だからおとなしく、暖房をつけることを認めてくれってば……」

　凪の懇願むなしく、橘は凪の腕をとって家を目指して歩きだす。

　凪はため息をついて橘と歩調を合わせて、

　――なにか。

　とんでもなく不吉なものが、視界に入ったような気がした。

「橘、ちょっと……」

「どうした？」

「いや」

　凪はそう言いながら橘の手をゆっくりとほどいて、それから橘の前に立ち、歩き出す。

　街灯の少ない夜の道。

　住宅街が近づくにつれて、静けさが目立つ。

　この街はそれなりに都会のベッドタウンだ。三が日は帰省している家族が多いのか、まだ九時ごろだと言うのに、暗い家ばかりが目立つ。

　吸い込んだ酸素を通して寒気が体の中にしみいる。

　凪はゆっくり歩みを進める。街灯の下を一つ、二つ、三つと、越える。

　そして――寿命が近いのだろう、明滅する街灯の下。

　凪の警戒心を呼び起こした『不吉なもの』は、そこにあった。



「九く条じよう……？」



　それは、鬼。

　ぼろぼろになったスーツをまとい、塀にもたれかかるように倒れ伏す少年。

　九きゆう尾びの狐きつねとの殺し合いを望む、鬼。

　その九条が、死んだように目を閉じて倒れ伏している。

「……こやつは」

　橘たちばなも、凪なぎの背中から顔を出し、九く条じようの姿を発見した。

　放置する――確かに、九条が自分たちにしたこと、これからするであろうことを考えれば、その選択肢もありえたのだが。

　凪は、九条のそばにかがみこんで、地面に手をつく。

　不自然に暗い地面。

　そこには、血だまりがあった。

「……連れて帰ろう」

「凪!?　おまえ、こやつに深手を負わされたことを忘れたか!?　いや、それだけではないぞ、こやつは、おまえを『殺す』と言ってはばからんのだぞ!?」

「わかってる。わかってるけど、助けたい」

「なぜじゃ!?」

　人間として正しい、なんて『理屈』ではない。

　ただただ、放置できなかった。

「とにかく、九条を運ぶ。……だいじょうぶだろ、こいつは、目覚めたとたんに襲ってくるようなやつじゃないはずだ」

　――本気のおまえと殺しあいたい。

　九条は、九きゆう尾びに対して堂々と宣言している。

　目覚めた時、そばに九尾……凪がいたら警戒ぐらいはするだろうが、いきなり牙きばをむくことはないはずだ。

　凪は、そういう意味において九条を信頼している。

　……人間として生きていくためには、いつか打倒せねばならない相手……なんらかの方法で納得させなければならない相手だとも、思うけれど。

　死にかけているのを見て放置していい相手では、絶対にない。

「だから、とにかく連れて行く。……手伝ってくれなくてもいい」

「……くそ！　私は運ばんからな！」

「わかってるよ」

　不機嫌な橘を見ていると、悲しい気持ちがわきあがってこなくもない。

　けれど凪は気持ちをこらえて、九条を持ち上げた。

　あまりの軽さと冷たさにおどろく。

「……どうして、こんな」

　誰だれにやられたのか。

　目覚めて話し合えたら、聞くことはできるだろうか。

　――この時。

　凪なぎはまだ、九く条じようから情報をもらえるものと、少し期待していたのだが。

　その期待は、粉々にくだかれることになる。

　想像していなかった方向で。
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「野垂れ死ねばいい」

「そうも言ってられないだろ……」

「……そやつを助けようとするおまえの行動は『お人よし』ではないぞ。『愚か』と言うのだ」

「それでも、放ほうっておけない」

「ならば好きにしろ。私はもう知らん」

　そんな会話があった。

　橘たちばなは、やはり、不機嫌そうだ。

　ともあれ、凪は倒れていた九条を家に連れ帰った。

　今は、リビングのソファに寝かせている。

　服はぼろぼろだったので脱がせて、包帯とガーゼで傷をおさえて。なんとか出血は止めたものの、人間であれば死んでいたのではなかろうか、という状態だった。

　とりあえず和泉いずみに連絡はした。……もっとも、和泉は出なかった。電源が切れているか電波の届かないところに……という無情なアナウンスだけが、凪の耳にこだまする。

　そして和泉に連絡がつかないと、もうなにをしていいかわからない。

　助けようという意思だけがあって、思考や行動が止まっているのが、凪の現状だった。

「……これから、どうしようか」

「私が知るか」

　もっともな回答である。

　そうやって凪がうろたえているあいだにも、事態は動く。



「……ん」



　それは、九条の声。

　容よう貌ぼうに見合わぬ、低い声だ。

　ゆっくりと目を開けた九条と、目が合う。九条の向こう側で橘が警戒心を高めているのがわかる。

　しかし九条は、ぱちぱち、まばたきを繰り返して、凪を見て、ぐるりと視線をめぐらせて、橘たちばなを見て――

　笑った。

　それはいわゆる営業スマイル的な笑顔ではない。困り果てて笑うしかなかった、ようするに、苦笑いとか愛想笑いに分類されるものだった。

　それだけならば、別におかしなことではない。九く条じようだってたまには愛想笑いの一つも浮かべたい時はあるだろう。

　けれど、なんだろうか。今の九条からは、威圧感とか、押し殺した殺意とか、戦闘意欲とか、警戒心とか、『九きゆう尾びの狐きつね』と相対する時に彼が常に胸に秘めているであろう心の構えとでも言うべきものが、なに一つ感じられなかった。

「……九条？」

　思わず確認するように凪なぎが問えば、

「くじょう？」

　九条は、聞いたことのない単語であるかのように、オウム返しをした。

　そして、不意に顔をしかめ、頭をおさえる。

「……つぅ……いたっ」

「だいじょうぶか？」

「あ、ありがとうございます……おさまりました」



    

  
    
      



    

  
    
      　九く条じようから皮肉も嫌味も敵意もない礼を述べられて、凪なぎは戦せん慄りつした。

　橘たちばなも、おどろいた顔をして、九条を見ている。

　なにが起こっているのか、まったくわからない。

　答えを求めて自分を見てくる橘に、凪は首を振るしかない。

「あのー……」

　遠慮がちに九条が口を開き、視線を凪と橘のあいだでさまよわせる。

　そして、欲しい答えをくれる相手を凪に定めたのだろう。九条は困ったような笑顔を浮かべながら、凪をじっと見上げて、

「……あなたは、と言うか――」

　少しだけ言いづらそうに口ごもったあと、

「――僕はいったい、誰だれなのでしょうか？」

　冗談にしか聞こえないようなことを、言った。



    

  
    
      
第三章　初めてのお泊まり
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　和泉いずみへの電話はつながらない。

　いろいろと不安はあるし、わからないことだらけだが――凪と橘には、次の日もバイトがあった。

「……どうする？」

　パジャマ姿でリビングに集まって、凪、橘、九条が話している。

　もっとも、橘は先ほどから九条に話しかけてはいないが。

「どうするもなにもなかろう。こやつごときに私の予定を壊されてたまるか。私はおまえにぷれぜんとを贈る。おまえも私に贈る。そのために働く。……変えるつもりはないぞ」

「僕のことはどうか気にせずに」

　そう言われても、家に置いていくわけにもいかないだろう。

『まかせてください』

　体長40センチほどの、人形みたいなサイズのおかっぱ頭の少女――管くだ狐ぎつねが、ふわふわと飛びながら、半紙にそんな文字を浮かび上がらせる。

　しかし……管狐にまかせるには、『鬼』という存在は少し荷が重いように思えた。

「……どうしようかな」

　凪なぎが苦笑いを浮かべながら言えば、管狐は『がーん』という文字を半紙に浮かびあがらせてショックを受けていることを体全体で表現する。

「……言っておくが、休むことは許さんぞ」

「だよなぁ……」

　凪自身も、可能ならば休みたくはない。

　しかし、九く条じようを放ほうっておいて行くようなことはできない。

　九条がなにをする、というわけではない。

　九条を襲ったであろう何者かが、なにをしてくるか不安なのだ。

　だからこそ、管狐に任せて行くこともできないわけなのだが……

「どうしようかなぁ」

　凪が困り果てていつまでも意見を決めそうもない。

　橘たちばなはイライラと腕を組んで人差し指で二の腕をたたいていたが、

「ああもう！」

　ついになにかが限界突破したらしい。

「そこまで悩むならば、連れて行けばよかろうが！」

「……連れて行く？」

「仕事先にだ！　まったく！　まったく！　いつまでも悩みよってからに！　私の睡眠時間が削られるではないか！」

「いや、でもいいのかな……」

　遠慮がちに凪は言う。

　その態度が、橘の苛いら立だちに油を注いでしまったようで、

「悪いわけがあるか！」

　だん！　と足を踏み鳴らし、橘は怒りの形相で言った。

　あまりに剣幕に、凪どころか、管狐も九条も、びくりと身をすくませる。

　橘は牙きばをむいて、

「私が許す！　先輩である私が！　そやつを連れて働くことを許してやるわ！」

「いや、おまえバイトじゃん。許せる立場じゃないだろ」

「うーるーさーいー！　とにかく私はもう眠るぞ！　明日も仕事に行くぞ！　なにがあろうとおまえは連れて行くからな！」

「わかったよ……」

　それしかないか、とも思う。

　いざとなれば……守ればいい。

　狐きつねの力を使ってでも、周囲にいるすべての人を。

「……そうだな。じゃあ、いっしょに行くか？」

　凪なぎは、九く条じように問いかける。

　九条はにっこりと信頼しきった笑顔をうかべ、

「今の僕にはなにもありませんから、凪さんにすべて、お任せします」

「……そうか」

「ふん」

　橘たちばなは不機嫌そうに鼻を鳴らし、「おやすみ」も言わずに、寝室に向かった。

　凪は笑って見送り、

「じゃあ、九条は……書斎で寝てくれ。俺おれはリビングで寝るからさ」

『ふとんをごよういします』

　管くだ狐ぎつねが半紙に文字を浮かび上がらせる。

「早めに眠ろうか。起きたばっかりで眠くないかもしれないけど……明日は早いからさ」
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　そして労働の朝である。

　凪は、九条に自分の服を貸し与えてともにバイト先へ向かった。

　その横で橘がムスッとしたまま、ずっと無言だったのは気になるが――

　ともあれ、三人はアルバイト先である喫茶店に着いた。

「じゃあ、ええと……」

　凪が九条をどこで待たせていいか困っていると、

「奥のボックス席にいていただいてかまいませんよ」

　と、紳士顔のマッチョ店主が言ってくれるので、九条は奥のボックス席で待たせることができるようだ。

　すみませんお気遣いいただいて――と店主に頭をさげる九条を置き、凪もお礼を述べ、橘は不機嫌そうに押し黙ったまま、それぞれ別の更衣室へと着替えに向かう。

　凪が着替え終えて出てくるころには、橘のほかに、藤ふじ紫むらさきと鵺ぬえもすでにいた。

「……はろー、なぎなぎ」

「それはまた、斬ざん新しんなあだ名だな……おはよう」

「凪さん、いい朝ですねえ。おはようございます」

「ああ、鵺ぬえ、おはよう」

　先に来ていた二人とあいさつをすませ、それから、ちらりと藤ふじ紫むらさきをうかがう。

　藤紫はあいかわらず無表情で、どこを見ているか、なにを考えているか、わからない。

　……藤紫は、九く条じようと戦ったことがある。

　そして、瀕ひん死しといえる重傷を負わされたことがある。

　だからなにかひと言あるかと凪なぎは思っていたが、予想に反して藤紫はなにも言わない。

　忘れているわけは、ないだろうけれど。

「……なぎ、藤紫はそんなにじっとみつめなくても、わりとかんたんになぎになびく」

「いや、別に求愛のために熱視線を送ってるわけじゃないんだが……」

　あいかわらず無表情で、抑揚のない声でしゃべる藤紫の心中はわからない。

「どうしたんですか？　鵺ごときに言ってもいい事情はありますか？」

「ええと」

　そういう言いかたをされると、言わないのもなんだか良心が痛むのだが。

　今すぐに話さなければならないことでは、ないだろう。あとででも、間に合うはずだ。

「なんでもない。……仕事、がんばろうな」

「ぬえ～」

　鵺が気の抜けた声で鳴く。

「がんばってくださいね」

　九条ははかなげな笑顔で手を振って、声援を送った。

　凪は笑って声援を受け取る。

　その凪の様子を、

「……おもしろくない！」

　橘たちばなが、不機嫌そうにながめていた。
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　一月四日の仕事は順調にこなされていく。

　凪はテーブルをふきながら、昨日の忙しさを思い出し、少し笑った。

　ほんとうに、昨日はなんだったのかと言いたくなるほど、今日は仕事がない。

　レジで鵺が練習をしている。

　藤紫が調理を習っている。

　九条がぼんやりと外をながめている。

　橘がテーブル席でオレンジジュースを飲んでいる。

「しかし、あやつはいつまでおる気なのだ」

　橘たちばなは、じっとりとした目で九く条じようのいる窓際の席をにらむ。

　とは言え、椅い子すにさえぎられて視線は九条までとどかない。

　もっとも、声はとどいているだろうから、凪なぎとしては気が気でない。

「ほら、記憶が戻ってからでも遅くないだろ？」

「遅くないわけがあるか！　だいたい私はだな、おまえと二人で……！」

　牙きばをむいて立ち上がりかけた橘。

　しかし、なにかに気付いたように、ふう、とため息をついて、

「……ああもう、良い良い。九条だろうが八条だろうが、好きに泊めればよかろう。おまえはそういうやつだからのう」

「そういうやつ、ってどういうやつなんだ？」

「そういうやつだ。……ああもう良い、その話は。ところで凪」

　橘が、ぐでーっとテーブルに倒れ付し、

「我々は互いにぷれぜんとを贈るために働いているわけだが……」

「うん？」

「それは、私の誕生日に間に合うのかと、疑問に思ったのだ……私の誕生日は八日であろう？」

　三学期の始業式の日だ。

　だからと言って始業式にあわせたなんてことはまったくなくて、凪が『九』尾の狐きつね、橘が『七』尾の狐。あいだをとって『八』、ということらしい。

「言わば我々の仔この日なのだが……」

「いや、それは意味がわからないんだってば……」

「とにかくだ、相場調査ぐらいしておくべきであろう、という話だ」

「相場調査、かあ……」

　そうは言われても、指輪の相場調査などどこでしていいかわからない。

　まさか三日から始めたバイト代で、八日までに宝飾店で売っているような本格的なものが買えるわけもないだろう。せいぜいステンレスとかそのあたりの、手を出すのにためらいはあるがどうにか買える範囲のものに落ち着くのが関の山だ。

　いきなりダイヤモンドとか要求されても、無理だし。

「そうなると、中高生おれら向けのファッションリングなのかな……」

　しかし困った。

　そんなお店やら値段相場やら知っていそうな知り合いはいない。

　帰ったらインターネットで軽く調べるか、と凪は思いつつ、

「まあ、とにかく一生懸命働いて稼ぐよ。橘も、バイトをする以上はサボってないで働けよ？」

「ふん、わかっておらんな凪なぎは。私ぐらいになれば、こうしてこの場所に存在すること自体が仕事となるのだ」

「どういう昇進のしかたをしたんだ、おまえ……？」

「看板娘に決まっておろうが」

　残念ながらその役職は募集しておりません。

　どうしたら働くかなぁ、と凪は困り、なんとなく九く条じようを見る。

　九条はぼんやり外を見ていたが、凪の視線に気付くと、笑って店の入り口を指差した。

　なにか、と思って凪が九条の指すほうを見れば、カランカラン、ちょうど来客を告げるベルが鳴った。

「橘たちばな、接客」

「ちんちくりんやら天てん狗ぐがおるであろうが」

「二人とも働いてるだろ。それに、看板娘ならお客様を出迎えないと」

「……看板も楽ではないのおう」

　ずごごごごご、とジュースを飲み干し、よっこいしょ、と橘は立ち上がる。

　そして、店の入り口に行き、お客様を出迎え、

「いらっしゃいませすぐ帰れ」

「おい!?」

　さすがに止めに入る凪である。

　だんだん仕事に飽きてきているのか、最初はマニュアルどおり働こうとしていたはずなのに、今ではひと言目からお客様を追い返しにかかる橘である。

　店主！　と凪は言いたいことをいっぱい抱えてカウンターの中を見るも、無口な店主は娘でも見るみたいな優しい顔をして、藤ふじ紫むらさきに料理を教えている最中だった。

　経営意欲があるか怪しい。

　もうあの髭ひげマッチョ店主は頼れないと見切りをつけた凪は、今しがた入ってきてすぐに追い返されそうになっているお客様に頭を下げに向かい……

　そこで、

「おはよっ！　凪くん！　今日もいい感じじゃね？」

「飛ひの縁えん魔まさんったら、さっきまで寒いだの眠いだのおっしゃっていましたのに、凪さんを見たとたんに元気になりましたね」

　飛縁魔と、姑う獲ぶ鳥めに出会った。

「あ、いらっしゃいませ」

「凪、このようなやつらを歓迎する必要はないぞ」

「意味わかんねーんですケド。つーかこの店員さん態度悪すぎー。マジなんとかしてほしいわー」

「態度が悪いわけではない。私は貴様らを客だと認めておらんだけだ」

「だからそれが意味わかんねーんだっつってんだろ！　客だから！　ちゃんと注文するから！」

「ふん、その金さえ払えば客だ、と言わんばかりの態度があさまし――むぎゅ」

「飛ひの縁えん魔まさん、すいません、橘たちばながまた意味のわからないことを言って」

　凪なぎが橘のほっぺたを左右から押しつぶして言葉を封じつつ、言う。

　飛縁魔はコロッと笑顔になって、

「ぜんぜんオッケーよ！　凪くんは優しいなぁ、橘の代わりに謝るなんて！」

「ははは……ええと、二名様、テーブル席でよろしいですか？」

「はいはーい！　ほら、姑う獲ぶ鳥め、行くよ！」

「はいはい。……橘ちゃん、では、お邪魔しますね」

「ふん！」

　橘は不機嫌そうだ。

　凪は橘のきめ細かくやわらかで、少し冷たいほっぺたから手を離し、飛縁魔と姑獲鳥をテーブル席へ案内する。

「じゃあ、こちらの席で……」

「あ、すみません凪さん」

　飛縁魔たちを席に通す途中、凪はすぐそこの席にいた九く条じように呼び止められた。

「どうしたんだ、九条？」

「あとでいいのですが、お水をいただけませんか？」

「ああ、わかった、持ってくるよ」

　そんなやりとりをして、飛縁魔たちを席に通す作業に戻る凪。

　しかし、

「ね、ね、凪くん、あの人、知り合い？」

「うん、まあ、知り合いだよ」

　少し微妙な感じなので、凪の言葉は歯切れが悪い。

　まず、『人』じゃない。

　あと、本来はこんなになごやかに会話をするあいだがらではない。

　きわめつけ、記憶を喪うしなっている。

「すっげぇイケメンだね！　さっすが凪くんの知り合い！」

　しかし注釈をためらってしまうほどに、飛縁魔のテンションがあがっている。

　確かに、九条は顔がいい。

　初対面だと、まず男か女か判然としないほどだ。

　もっとも、声さえ聞けば男であることは明白なのだが。

「ちぃっす！　あたし、飛ひの縁えん魔ま！」

　凪なぎが止める暇もなく、飛縁魔は九く条じようの隣に座ってしまう。

　凪は姑う獲ぶ鳥めを見るが、姑獲鳥はしかたなさそうに笑って、

「すみませんね、飛縁魔さんが。……相席よろしいでしょうか？」

「ええと」

「僕はだいじょうぶですよ」

　九条が人のよさそうな笑顔を浮かべて言うものだから、凪が反対する理由はなくなる。

　承諾を得た姑獲鳥もまた、飛縁魔と九条の正面に腰をおろす。

　その様子を見て橘たちばながひと言。

「……淫いん乱らんが」

　心底あきれたように言って、カウンター席へと向かった。

　仕事ではない。休憩のためである。

「ねーねー九条くん、アンタ、なに？」

「……なに、ですか？」

「そ、そ。あたし飛縁魔なの。九条くんもこっち側だよね」

「……ええと」

　九条が視線で凪に助けを求めてくる。

　凪はため息をついて、

「ちょっと今の九条には答えられないよ。こいつ、記憶喪失なんだ」

「あらまあ……」

　飛縁魔より先に、姑獲鳥が反応した。

「それはそれは……お辛つらいでしょうに……記憶というのは大事ですからね。辛くとも苦しくとも、記憶があれば生きていけるものです……自分がなんなのかわからない、というのは不安でしょう……なにかあれば、力になりますよ？」

　なにが琴線に触れたのだろうか。姑獲鳥は身を乗り出して、瞳ひとみをうるませて言う。

「あ、ありがとうございます」

　九条はややたじろぎつつも、笑顔で礼を述べた。

　それを見て飛縁魔、

「ちょい姑獲鳥！　なんなワケ急に!?　九条くん困ってんじゃん！」

「……ええと」

　二人の少女のあいだで困っている九条は、凪に助けを求める視線を向けてくる。

　このまま置いておくのも、なんだかしのびないものがある。

　凪は少し考えて、

「あ、そうそう、飛縁魔さん」

　九く条じようを助けるための話題を思いついた。

「なになに？」

「いや、アクセサリーとか詳しくないかな、と思って」

「くわしいくわしい超くわしい！　ピアス？　へそピ!?　舌ピ!?」

「そんなアグレッシブなアクセサリーはいらないけど……ええと、指輪、とかさ。予算はええと……」

　凪なぎは八日までにもらえそうな金額を足して、

「……可能なかぎり、安く……」

「んー……ほんっっっっとに安いのは百ひやつ均きんでも買えるケドー……なに、凪くん、どんな目的でほしいワケ？」

　言葉が進むにつれて、なぜか飛ひの縁えん魔まのテンションがさがっていく。

　そして飛縁魔の様子を見て、なぜか笑っている姑う獲ぶ鳥め。

　なんだろうか、と思いつつ凪は、

「いや、あの……」ちらり、と橘たちばなを見てから、「……プレゼントを」

「あーはいはい」

　飛縁魔の不機嫌さがすさまじい。

「……そんなもんよねー急にアクセサリーとか言い出すなんてさー」

「飛縁魔さん」

　姑獲鳥がいさめるように言う。

　飛縁魔は唇をとがらせたまま、

「……ま、教えたげるケド。あとでメールすっから。一人で行っといで」

「ありがとうございます」

「……」

　飛縁魔は、ひらひらと不機嫌そうに手を振る。

　凪はどうしていいかわからずに、姑獲鳥を見る。けれど姑獲鳥も困ったように笑うだけだった。

　その空気を読んでだろう、九条が、

「え、ええと、そう言えば！　お二人は凪さんとどのようなご関係なので？」

　恩返しとばかりに、新たな話題を提供する。

「……なんなんだろねー、あたしって」

　しかし飛縁魔には効果がなかった。

　苦笑いをする九条と凪と姑獲鳥。

　とりなすように、姑獲鳥が、パン！　と手をたたき、

「そ、そう言えば九条さん」

「なんでしょうか？」

「九く条じようさんは、凪なぎさんのことをどう思っておいでですか？」

「え？」

　九条が本気できょとんとしている。

　姑う獲ぶ鳥めは慌てたように「あ」と言い、

「すっ、すみません、あなた、記憶を……」

「いえ」

　九条は笑う。

　それにしても、姑獲鳥が取り乱しているのは、珍しいように凪には思えた。

　姑獲鳥自身も慌てているようで、上ずった声で「ええと」を繰り返すだけである。

　飛ひの縁えん魔まがあんまりにも深刻に不機嫌になってしまったために、慌てていたのだろう。

「かまいませんよ」

　取り乱す姑獲鳥の様子を見かねたように九条は笑って、

「今の僕にとって、凪さんは恩人ですね。倒れていた僕を治療してくださって、今も一人で家に残さないように配慮してくださって……」

「ははは……」

　聞いている凪はとてもむずがゆい気持ちになる。

　あの九条が、屈託のない笑顔を浮かべ、自分に礼を述べている。

　記憶喪失のままのほうがいいんじゃないか、と少しだけ思わなくもない。

　だが、記憶喪失のまま、というのは『ずっと世話をする』ということでもある――もちろん、和泉いずみらの組織に連絡がついたらなにか変化はあるだろうが――ので、橘たちばなが許さないだろう。

　それに、やはり、敵という立場に戻ってしまうとしても、記憶は取り戻してほしい。

『居場所』のないつらさを味わってほしくないと、凪は思うから。

「……とにかく」凪は苦笑いを浮かべつつ、「飛縁魔さん、ありがとうございます。今度なにかお礼しますね」

「いい、いい。橘がバイトしてんのも、凪くんのためなんでしょ？　でもなきゃアイツが働くはずねーし。そのお礼だったらプレゼントの一つもやったらいいよ。……ま、橘がリングしてるとか、ちょっと想像できねーけどね」

　飛縁魔は、優しげに笑った。

「ありがとうございます」

「……でもさ、凪くんがどうしてもしたいってんなら、あたしは止めないよ？」

　ちらちらと凪をうかがう飛縁魔。

　凪は苦笑いをして、

「じゃあ、今度、いっしょに遊びましょう」

「よっしゃ！　約束だかんね！」

「ええと、はい……」

　たじろぐ凪なぎである。

　それを見て、九く条じようが笑っている。

　やはり――記憶を取り戻すまでは、放ほうり出せないな、と凪は思う。

　だから、橘たちばなには、もう少しがまんしてもらおうと思う。

「……ごめんな」

　ついつい、聞こえないとわかりながらもつぶやきつつ。

　いつか必ず、埋め合わせをすることを決意しつつ、凪は心の中で橘に謝るのだった。
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　昨日の忙しさが幻であるかのように、本日のバイトは何事もなく終わった。

　橘はあまり口を利いてくれず、藤ふじ紫むらさきはなにを考えているかわからず、鵺ぬえは時々鳴いた。

　アルバイトはどうにか終わり、凪は昨日より仕事を覚えた。

　そして夜。

　家に帰るために、更衣室で着替えている。

「……ふぅ」

　二日連続、朝から夜までのフルタイム勤務というのはなかなかに堪こたえる。体は鉛のように重く、心はもっと重い。なんと言うか、体を動かすためのモチベーションがわかずに、ついつい着替えの手も遅くなる。

　上着を脱いでロッカーにもたれかかる。こんなにも寒い更衣室、こんなにも冷たい鉄のロッカーが、今は心地よい。

　肉体的な疲労はともかく、精神的な疲労の原因は、間違いなく九条だろう。

　とは言え、九条がなにをしたわけではない。

　九条がいるから橘が勝手にぴりぴりしていたり、九条がいるから凪が藤紫の心中を勝手におもんばかってしまってびくびくしたりしているのが原因で、けっきょくのところ、気疲れの原因など自分の中にしかないのだった。

　これから、どうしようか。

　凪はロッカーから取り出した携帯電話の画面をながめる。

　不在着信は、ゼロ。

　和泉いずみから折り返しの電話はない、ということだ。

　どこでなにをしているのか。また、妖よう怪かい関係でなにか動いているのか。

　九く条じようがぼろぼろにされて道端に倒れ、なおかつ記憶を喪うしなっていたのだ。……なにかしら物騒なことが起こっているのは、間違いがないだろう。

　本当は、凪なぎも九条を襲った何者かを探して動き回るべきなのかも知れない。

　けれど、九条は記憶を喪っているし、和泉いずみとは連絡がとれない。そうなると思いつける選択肢はなかった。

　あるいはここで、『赤あか染ぞめ家に出向いて生徒会長にコンタクトをとる』という手段を思いついていれば、もう少し事態は変わったのかもしれないが――

　凪は、そこまで思考が及ばなかった。

「これからどうしようかなぁ」

　と、凪がロッカーから立ち上がりかけたところで、



「……よくわからない」



　突然、

　藤ふじ紫むらさきが、目の前にいた。

「うわっ!?」

　たじろいだ凪は、浮かせかけた背中を再びロッカーにぶつける。



    

  
    
      



    

  
    
      　藤ふじ紫むらさきはそのすきを突いて一歩前進、凪なぎと密着して、手で凪の口をふさぎ、

「しずかに。橘たちばなと鬼に聞かれたくない」

　無表情ながらも強い視線を向けられて、凪はこくこくと反射的にうなずくことしかできなかった。

　藤紫は警戒するようにそっと凪の口から手をはなして、

「……鬼について。しっていることをすべて話してもらいたい」

「知ってること、ってもな……今は、記憶を喪うしなってて、なんで記憶喪失かはわからない」

「記憶喪失？　の、裏は～？」

「裏？　ああ、証拠みたいな？　いや、裏をとるとか言う前に、和泉いずみ先輩に連絡がとれなくてさ……あ、あと、九く条じようは道端で倒れてたんだよ。それも、ぼろぼろで。人間だったら死んでたんじゃないかってぐらいの傷で……そのあたりはとても、演技とかそういうものには思えないし……」

「傷？　鬼が、傷ついたまま倒れていた？」

「そうだけど……」

　藤紫のおどろきの表情を見て、凪は口ごもる。

　今の自分の発言、どこに藤紫をおどろかせるようなポイントがあったのか、わからないのだ。

「……よくわからない」

「俺おれも、よくわからない。けど、ほっとけないだろ？」

「ころしてもいいと、藤紫はおもう。あの鬼の思想は、人間社会で生きようとしているすべての妖よう怪かいにとって、有害」

「……」

　すべての、かどうかはわからないが。

　九条は確かに、九きゆう尾びの狐きつねとの殺し合いを望んでいて、『妖怪』という存在自体の排斥を望んでいる。

　狐や天てん狗ぐ、そして鬼すらも、この世から消えるべきであるという意志のもと、行動している。

　確かに、妖怪が人間社会で人間として生きていくのには、有害だろう。

　鬼の言い分もわかる、とは言わない。むしろわかってはならない。

　妖怪というのは有害なばかりではない。

　清きよ原はら凪として生きていこうとするならば、身を以もつて『有害ではないこと』を証明する必要があるだろう。

　無害でいようとするだけならば、九条は納得しないだろう。

　だから、凪はひょっとしたら、人の助けになるように努力すべきなのかも、知れない。

「……なあ、藤ふじ紫むらさき、俺おれさ、九く条じようをおそったやつを探そうかと思うんだ」

「……よくわからない」

　藤紫の無表情からは、少しだけ、怒りのような感情がうかがえた。

　けれど凪なぎは、その怒りや不満をとかすように笑って、

「九条を襲ったやつは、たぶん、危険なやつだろ？　そいつがなにを考えてるかは、まだわからない。ひょっとしたら九条個人を狙ねらってたのかもしれないし、『妖よう怪かい』を狙ってたのかもしれない。九条と誰だれかを間違えただけかもしれないし、ただの通り魔の可能性だってゼロじゃない。なにもわからないけど……でも、知り合いが襲われたんだ。ほうっておけないよ」

「会話をかわした相手が、すべて『しりあい』と呼べる相手になるわけではない。あの鬼は敵。あいつの思想は人間社会で生きようとする妖怪にとって危険だし、藤紫は、あいつにやられた。大儀も私し怨えんもある。……藤紫のために、あいつを殺しては、くれない？」

　ともすれば。

　藤紫なりに、真剣な懇願だったのかも知れない。

　悲しくなるほどに、藤紫は妖怪で、それから、人間の味方で、それ以上に、凪の味方なのだろう。清きよ原はら凪という、『人間になろうとしている妖怪』の。

　藤紫が『鬼を殺してほしい』というのも、凪が自分の意思で鬼を殺さなくてもいいように、との配慮かもしれない。

　凪は、九条と相互理解できる未来を想像できない。

　理解できない相手は排除するしかない、というもの一つの真実だ。

　……どこまでが、藤紫の本当の意思で、どこからが、凪の思い込みかはわからない。

　けれど、

「……誰かのために誰かを殺すのは、間違ってるだろ」

　凪の答えは、藤紫がどこまで考えているかにかかわらず、決まっていた。

「それもそう」

　藤紫は、抑揚のない声でどうでもよさそうに言って、凪に背を向けた。

「なぎの意思はわかった。なぎがしってる鬼の情報もわかった。あとは藤紫がどうにかする」

「……どうにか、って？」

「地味なさぎょうとかやれます」

　すたすた、藤紫は更衣室の出口に近付いて、ドアノブに手をかけてから凪を肩越しに振り返り、

「藤紫は、なぎにべんりにつかわれることを望んでいる」

「いや、俺はおまえを便利に使うことを望んでないけど……」

「もんだいない。最後のほうで橘たちばなの腹をきりさいて『中に誰だれもいないじゃないですか』とかはしない。ぜったいに」

「いや、どういう状況だよそれ」

「……とにかく、なぎ、具体的にどう鬼を調査する～、とか、ある？」

「いや……」

「なら、藤ふじ紫むらさきがやる。そっちのがはやくて確実。なにかわかったら教える」

「あ、ああ……その、ありがとう。ごめん」

「謝罪はいらない。藤紫は、なぎの役にたてることをうれしく思う」

　ほんの少しだけ。

　いつも無表情な藤紫が、ほほえんだ気がした。

「……藤紫」

「だから、藤紫は、なぎに誕生日プレゼントを要求する」

「そんなの、いくらでもやるよ」

「毎月二回」

「二回!?」

　一回ですらなかった。

　年に二十四、歳をとる計算である。

「こんな藤紫ですが、あそんでやってください」

「いや、うん、遊ぶけど……なぁ、どこからどこまでが冗談なんだ？」

「……よくわからない」

　藤紫はつぶやいてドアノブをひねり、

「ただ、藤紫は役にたててうれしい。あと、藤紫は、なぎをこまらせると、けっこう楽しい」

「ははは……」

「だから、がんばれ」

　そう言って、藤紫は更衣室から出て行く。

「がんばれ、か」

　藤紫にばかりがんばらせているのが現状だが。……それでも、力を尽くすべき時が来たならば、全力を尽くそうと決意した。

　その全力が、人としての全力であろうが、狐きつねとしての全力であろうが。

「……これだけ周りにやらせておいて、自分だけ力を尽くさないわけにもいかないしな」

　凪なぎはつぶやき、着替えを再会する。

　その時、更衣室の外から、橘の声が聞こえた。

「天てん狗ぐ!?　貴様、なぜ凪のいる更衣室から出てきた!?」

「……おしえなーい」

「凪なぎになにをした!?　おい凪！　天てん狗ぐとなにをした!?」

　ずんずんと足音が近付いてくる。

「なるほど……がんばれって、これかよ」

　凪は苦笑いしながら、橘たちばなをなだめる方法を考えるのだった。
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　アルバイトを終えて日当をもらって、三人で家をめざし夜道を歩いていく。

　住宅街にさしかかるまで、会話がなかった。

　橘の不機嫌さが有頂天でとどまるところを知らない。

「天狗のやつめ……けっきょくなにをしていたか口を割らなかったな」

　じろり、と隣で歩く凪を見あげる橘。

　狭い路地を並んで歩いているので、凪は視線にたじろいでも距離をとることができない。だから笑ってごまかす。

　その様子を横で見ていて、見かねたのか居心地が悪かったのかは知らないが、

「あの、どうか橘さん、気を鎮めてください」

　九く条じようが愛想笑いをうかべて、橘をたしなめる。

　しかし、

「むん！」

「ひっ」

　橘ににらまれて、九条は小さくのどを鳴らし、凪のかげに隠れてしまう。

　橘には、藤ふじ紫むらさきとの会話についてなにも話していない。

　そばに九条がいたので、さすがに言うわけにもいかなかったのだ。

「笑うな話しかけるな動くな凪のうしろに隠れるなぁ！　ええい！　出て行け！　私と凪のあいだに入るな！」

「あの、あいだには入ってませんけど……」

　現在の立ち位置的な話である。

「あげあしをとるなぁ！」

　がー！　と橘が九条に喰くってかかろうとする。

　それを凪は、「まあまあ」とたしなめて、

「とりあえず、もっかい和泉いずみ先輩に連絡してみようか。今なら、なんかわかるかもしれないし……」

「そうだそうだ！　このような輩やから！　早く恋れんに引き取ってもらえ！」

　凪なぎは苦笑いをうかべながら、和泉いずみに電話しようと携帯電話を取り出す。

　――その時、

　凪の携帯電話に着信があった。

「噂うわさをすれば、って感じだな」

　凪は安堵の交じった笑みを浮かべて、電話をとる。

「もしもし、和泉先輩？」

『凪くん、そばに九く条じよういるの？』

「ん？　なんでそれを――ああ、藤ふじ紫むらさきか？」

『うん……』

　連絡をとれるならひと言言ってくれればいいのに、藤紫も人が悪い――そう言おうとした凪は、気付いた。

　電話のむこうにいる和泉は、どこか歯切れが悪い。

「どうした？」

『いや、えっとね……』

　凪の対応から、和泉が口ごもっている気配が伝わったのだろう。橘たちばなと、九条も、凪の電話に聞き耳をたてはじめる。そして九条を橘が追い散らそうと腕を振る。

　凪は笑って、

「困ったことあったら、言ってくれよ。……和泉先輩にも、藤紫にも、いろんな恩があるからさ。返せる時に返したいんだ」

『……じゃあ、言うけど』

　和泉はそれでもまだ、迷うように沈黙していたが……

『九条がさ、いたんだよ』

「……は？」

『たった今の今まで目の前で――赤あか染ぞめちゃんとこの神社を破壊してた』

「どういう意味なんだ……？」

『だから、鬼の九条が今までいて、それで、赤染ちゃんの家を壊してたの。それで今、その九条は生徒会長と藤紫が追いかけてる』

「そいつが、ええと……理由は？　その、そいつが……例の鬼、だって断言する」

　凪はそばにいる九条に気をつかって、ついつい名前を口に出すのをためらってしまう。

　電話口の向こうで和泉は少しだけ笑い、

『間違いないと思うよ。だって、あたしらは九条のいた組織から、九条の捕獲・説得を頼まれてたんだけど――』昨日、和泉にかかってきた電話はそのことだったのだろうか。『もらった情報の特徴も合致するしさ。殺せつ生しよう石せき、って知ってる？』

「……ああ」

　知ってるもなにも……

　去年の暮れ、……まだ数日前のことだが、凪なぎを地獄に連れ戻すために来た火か車しやは、殺せつ生しよう石せきのせいでひどい目に遭あったのだ。

　そして、火車に殺生石をわたしたのは……九く条じようの所属する組織、だったか。

『で、九条はその殺生石を持って、逃げたらしいのさ。タイミング的にもあってるし、なにより、藤ふじ紫むらさきが九条だって断定したんだからさ。……藤紫は、九条が凪くんのそばにいるのを見てたわけじゃんさ。そのうえで、断定したんだよ？』

　今、凪の横にいるのは、九条。

　そして、九条が凪といっしょにいることを知っていたはずの藤紫が、赤あか染ぞめの神社を壊したのが九条だと断定した。

　凪は九条を見る。

　それから、周囲を見る。

　生徒会長も、藤紫も、追いかけてきている気配はない。

　当たり前だ。だって、九条は今までずっと、凪のバイト先で座っていたし、今も、ずっといっしょに帰路に就いていた。

「なんだそれ……」

『うん、だからさ……』

　電話のむこうで、和泉いずみが息を呑のむ気配が伝わってくる。

『まるで、九条が二人いるみたい、だよね』

「……」

　電話の音が遠い。

　凪は九条をじっと見つめる。

　九条の顔をして、しかし九条としての記憶を持っていない少年は――

「どうしました？」

　ほほえんで、小首をかしげるだけで、なにも教えてはくれなかった。
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　和泉には『来い』と言われなかったが、凪は橘たちばな、九条とともに、赤染の神社に行くことにした。

　真冬の夜道を白い息を吐きながら駆けて、三人がたどりついた神社は――廃はい墟きよと化していた。

「……さすがに、『いい気味』と笑えんな」

　ふだんであれば赤染に対してそこまで気をつかわない橘ですら、そんなことを言う。

　足を踏み入れた参道はところどころがえぐれている。吹き飛んだ玉砂利が、真上にある鳥居から落ちて、凪なぎの頭をたたく。

　見上げれば、鳥居も足の片方が折れてかたむいている。……もっとも、足が折れていなくとも、土台のほうからすでに原形をとどめていないので、どのみちかたむいていただろうが。

　いつ倒れても不思議でない鳥居をくぐり足を踏み入れた先。

　賽さい銭せん箱はまっぷたつになり、組みひもは地に落ちて、鈴は握りつぶされたかのようにひしゃげている。

　地面に転がるもう鳴らない鈴。

　そのそばに、一人の少女が立っていた。

　長いポニーテールを風になびかせ、転がっていた鈴を拾い上げるその少女は、和泉いずみ恋れん。

「和泉先輩！」

　凪が後ろ姿に呼びかけると、和泉は振り返り、そして笑う。

「あれ、凪くんじゃないのさ。どうしてここに？」

　和泉の表情は、凪のうしろからついて来る九く条じようを見ても変わらない。

　凪たちは和泉のそばに集まり、

「どうしてって……赤あか染ぞめの神社が襲われたって聞いて……それから」

　壊したのが、九条だと聞いて。

「……というか、この惨状は本当に……？」

　ちらり、と凪は視線を九条に向ける。

　和泉はそれだけで察したようで、

「んー、あたしもそばで見てたし、藤ふじ紫むらさきも特定してたし、間違いないんじゃないかな？　ただ……」

「ただ？」

「ん、まあ、ほら、まずはそっちの事情が一つと」

　今ここにいる九条のことだろう、と和泉の視線から凪は判断する。

「この神社を壊した、く……鬼の胸に、殺せつ生しよう石せきらしきものが埋め込まれていたことが、気になるかな……」

「殺生石……」

　それは、少し前のできごとだ。

　地獄から凪を連れ戻しに来た、『火か車しや』という妖よう怪かいがいた。

　八つある地獄――力の強すぎる妖怪を閉じ込めておく牢ろう獄ごくのようなものだが――の一つ、『炎えん熱ねつ地じ獄ごく』を統すべる、強大な力を持つ妖怪である。

　その火車が地獄から現世に出る際に、課せられた条件が一つあった。

『殺せつ生しよう石せきを身につけること』。

　火か車しやは条件を呑のんで殺生石でできたブレスレットを身につけ、感情が昂たかぶるたびに妖よう力りよくが殺生石に吸収され、最終的に、殺生石に吸収された妖力は、火車の意思を無視して暴走をしてしまった。

　どうにか人的被害は当事者である火車や凪なぎらだけにとどまったが、一歩間違えれば大惨事をひき起こしていただろう。

　すべての原因、殺生石。

　和泉いずみたちが見た、神社を壊した『九く条じよう』は、殺生石をその胸に埋め込んでいたと言う。

「……また、火車の時みたいに妖力が暴走を？　じゃあ、ええと」

　凪が、ちらりと九条を見る。

　どうにも、そこにいられると話がしづらい。

「なぁにをためらっているか！」

「うおっ!?」

　九条と凪のあいだに、橘たちばながわりこむ。

「凪も！　恋れんも！　なぜぼかす!?　こやつが今までなにをしたか！　こやつが何者か！　こやつが今、どんな状況におるのか！　なぜぼかす!?」

「それは……」

　言いにくいだろう。

　おまえは俺おれと敵対していて、殺しあったことがある、とか。

　おまえと思おぼしきやつが、この神社を破壊した、とか。

　しかし、橘はくだらなさそうに鼻を鳴らし、

「べつにこやつのためを思っているわけではないがな。……拠より所どころがないというのは、つらかろう。過去になにをしていようが、過去があるならば知っておいたほうが幸せであろうよ。『過去』というのは力になる。自分が知らない『過去』を訳知り顔で共有されるのは、見ていて腹が立つものだ」

「……そう、かもな」

　たぶん、凪が赤あか染ぞめや和泉と体育祭ごろの思い出を話していた時、橘はそんな気分だったのだろう。

　それに、『拠り所』がないとつらい、というのもわかる。

　凪は、橘からあらゆる『拠り所』を奪って、だからこそ、橘の居場所になりたい、と誓ったのだ。

「九条は、どうだ？　知りたいかな、やっぱり……その、聞いたらショックうけるかもしれないけど」

「知りたいです」

　九く条じようの顔を持ち、九条の記憶をもたない少年は、はっきりと言った。

「僕が何者なのか、教えてください。……僕がなにをしたのか、僕がどんな状況に置かれているのか、包み隠さず、教えてください。僕はだいじょうぶですから」

　九条の真剣な顔を見て、凪なぎは和泉いずみと顔を見合わせる。

　それから、

「わかった、話すよ。俺おれと九条のこと。それから、今の九条のことも、あわせて」

「はい」

　九条はうなずき、言葉を待つ。

「……ふん」

　橘たちばなが、後悔したような、さびしそうな表情で、鼻を鳴らした。



    

  
    
      
第四章　九条、ふたり
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　九条のことを語ろうにも、話は凪が初めて九条と出会った時までしかさかのぼれない。

　当たり前で、凪と九条のあいだには『出会えば殺し合う』という関係性だけがあって、凪は出会わないように、かかわらないように九条から逃げていたのだ。

　清きよ原はら凪は九条の情報をなにも知らない。

　けれど、清原凪は敵としての鬼九条を誰だれよりも知っている。

　なにせ、一度九条と戦い、生き延びている妖よう怪かいは、九きゆう尾びの狐きつねである凪、それから、天てん狗ぐである藤ふじ紫むらさきだけ、らしいのだから。

「僕とあなたは、敵だったのですね」

　九条は思いのほか冷静に、事実を受け入れた。

　破壊された神社に、一陣の風が吹く。

　その冷たさに橘たちばなは震え、それから凪なぎにくっついた。

　凪は困った顔をして笑う。

　和泉いずみが、その二人の様子を見てから、

「それで、話を聞いてどう思ったのさ？」

　九く条じように、水を向けた。

「今の僕は凪さんを見ていて、『危険な存在だから排除すべき』とは思いません。あなたは、人間です。九きゆう尾びの狐きつねだ、と言われてもぴんとこないぐらいに……おかしいですね、妖よう怪かいの存在自体は、常識として知っているのに、あなたの記憶の中の僕が言う『九尾の狐』と、今僕の目の前にいる『あなた』は、まるで別人みたいだ」

「目を閉ざしておるのだ、貴様は」

　橘が凪の手を握って自分の手をあたためながら、不機嫌そうに口を開く。

「意図的に、目を閉ざしておる、と強調すべきか。貴様は『九尾と戦いたい』とぬかしてはばからん。ゆえに戦い、勝利するまで凪のことを『清きよ原はら凪』とは認めんのであろうよ」

「……でも俺おれ、九条とは、戦う以外にも道があるって、信じてる」

「どうだかな。私にはこの鬼めが理論や大義で動いておるようには思えんのだ。殺せつ生しよう石せきの件も、こやつのことだ、『強くなりたい』とかいう願望で身につけて失敗したのであろ」

「……かも知れませんね」

　九条はうつむいてつぶやく。

　凪はフォローするように、

「なあ、和泉先輩。殺生石にはその、分身を創り出す、みたいな効果もあるのか？」

「さあ……っていうかね、殺生石ってのはさ、そこにいる九条が所属してる組織……『神じん変べん会かい』が独占してる謎なぞの石なのさ。生徒会長なら詳しい情報を持ってるかもしれないけど、あたしみたいな下したっ端ぱじゃなーんにもわからないのさ」

　でも、と和泉は言葉を区切って、

「藤ふじ紫むらさきは、九条だって断言してたし、あたしも、九条に見えたよ。確かにね。……それにさ、電話口でも言ったけど、藤紫はすでに九条が凪くんたちといっしょにいることを目撃してたわけじゃん？　九条は凪くんたちといっしょに帰ったっていう、この神社を壊したなんて想像しにくい情報を持ってたわけじゃん？　にもかかわらず断言したってことは、それだけ、確信があったってことだと思うよ？」

「……そう、なのか。で、藤紫と生徒会長は、『九条』を追っていった、と」

「うん。あたしは事務的な事後処理で残って、今はだいたい終わったとこ。ま、どっちかってーとデスクワーカーだからさ、あたし。めんどうごとはだいたいできるよ」

　和泉は笑う。

　それから、和泉の様子を見ていて、無事だとは思っていたが、

「赤あか染ぞめ……ええと、生徒会長じゃない、俺おれのクラスメイトの赤染は……」

「家は壊されて住める状態じゃないけど、無事だよ。……ま、赤染ちゃんは『お姫様』だからさ。そりゃあ、生徒会長も真まっ先さきに助けるさ」

「ああ、なんか、すごく、妹のこと大事にしてそうだもんな……」

　赤染を前にした生徒会長の様子を思い出すと、少しだけ、気分が軽くなる。

　和泉いずみは凪なぎが何を考えているかだいたい理解したようで、苦笑いをうかべ、

「単純にシスコンだから、ってわけじゃないけどさ。……『お姫様』なのさ、赤染ちゃんはね。できる限り妖よう怪かいのことなんて知らずに生きるべき、大事な大事な……ま、そのあたりはまた今度、暇があって許可が下りて、覚悟ができたらってことで」

　和泉は冗談めかして言う。

　凪は放置してもいい話か迷ったが、今聞けることではないのだろうな、と和泉の意思を汲くんだ。

　そして、

「で、その赤染は今夜はどうするんだ？」

「んー……順当に行けばあたしの家に泊めるんだけどね。ま、せっかくだし、藤ふじ紫むらさきたちが追いかけてる『九く条じよう』の目的も不透明だから、また赤染ちゃんを襲いに来る可能性もあるし、そっちの九条が傷だらけで倒れてた原因も、今のところまだ確定してないしね。危険があるなら、安全なとこにあずけたいかな、って思うわけさ」

「ふぅん？」

　和泉がよからぬ笑みを浮かべているので、少し怖い。

「……つまり、なにが言いたい」

　橘たちばなは和泉の言わんとすることを予想しているのだろう。不機嫌さ全開という顔で水を向ける。

「だからさ、」

　和泉が嬉うれしそうな顔で、白状しようとしたところで、



「そこにいるのは、凪か？」



　聞こえてきたのは、やや弱ったような、それでもなお凛とした声。

　凪がその声の主に対して振り返ったのは、ふだんの生活でのすり込み以上に、今まさに心配していた相手だったことも、理由としては大きいだろう。

　ざっざっと玉砂利を踏んで歩いてくるのは――赤染。

　無傷、ではない。パジャマの上にダウンを羽織っているので体は見えないが、いつもコツコツと不機嫌そうにたたいている額ひたいは、包帯で隠れている。

　しかし、特に骨などが折れている様子はなく、その歩みはしっかりしている。

　強しいて言うのならば、寒そうなのが、一番大変そうだろうか。

「赤あか染ぞめ、無事だったんだな」

「おい小娘、その額ひたいの傷はだいじょうぶなのか？」

　凪なぎは安堵したのだが、橘たちばなは顔の傷が気になるらしい。

　赤染は近付いてくると、橘の頭に手を置いて笑い、

「ありがとう先輩。問題ないよ。明日にはもう包帯をとっていいらしい」

「……」

　包帯を巻くほどのケガなのに、今日の明日で、もうとれるのか。

　凪が不審に思って和泉いずみを見れば、和泉は「ちょっとね」と意味ありげにつぶやいた。妖よう怪かいの力でもかりたのだろうか。

　とにかく、無事ならば安心だ。

　凪が息をついていると、頭をなでられていた橘はうざったそうに赤染の手を振り払い、

「だぁれが貴様の安否など気遣うか！　凪が不安そうにしておるから、貴様には是が非でも『無事だ』と言わせねばならんかったのだ！　それだけだ！」

「……橘は素直じゃなくて、ごめんな。それより赤染、ほんとうにだいじょうぶか？」

「心配性だな、おまえも」赤染はおだやかにほほえんでいる。「だいじょうぶだ。……体は、だけど。さすがにショックはでかいよ。まさか今まで住んでいた家が突然崩れるなんて、思ってなかったからな」

「崩れた原因、みたいなのは……」

「古い家だからな。近々改装の予定もあったし……まあ、なるべくしてなったんだろう」

　赤染は、なにも知らないようだ。

　真実を知らされずに生きている。自分がどこにいるのか知らずにいる。

　これでいいのか、という思いが、ふと、凪の胸によぎった。

　けれど、

「で、さー」

　和泉が凪と赤染のあいだにわりこみ、

「赤染ちゃん」

「……なんでしょう」

　少し赤染がたじろいでいる。

「住む場所、ないじゃん」

「まあ、そうですね……ホテルをとろうにもお金は瓦が礫れきの下だし……まったく、兄貴はどこをほっつき歩いているのか」

「会長はほら、しばらくお世話になれる場所を探しに行ってるよ」

「ああ、そうなのか……まったくあの兄貴は、私が起きるまで待っていればいいものを」

　兄貴、さんざんな言われようである。

　少し同情してしまう。

「で、さー」

　和泉いずみは悪い笑顔を浮かべて、さらに赤あか染ぞめに近寄っていく。

　和泉の背後から見ている凪なぎなどは、なんだかはらはらしてしまうほどに、二人の少女の距離は近い。主に顔の距離が近い。

「時間かかるじゃんさ、やっぱ。親しん戚せきのおうちとか巡るにしても、知り合いのおうちとか巡るにしてもさ」

「まあ、そうですね……」

「だから、それまで、凪くんの家でお世話になんなよ」

「「はぁ!?」」

　赤染の声と凪の声がユニゾンする。

「いやあ、うちに泊めたげてもいいんだけどさ。ちょーっと、今は人が住める環境じゃなくてさ、時間がほしいんだよね」

「なにを言うか貴様！　おい恋れん！　貴様の家はあんなに広――」

「だからさ」

　和泉は後ろ手で橘たちばなの口をふさぎ、

「二、三日だけでいいからさ、あたしの家で赤染ちゃんを受け入れる準備ができるまで、凪くんの家を利用してあげてくれないかな？」

　もがもがと、和泉の後ろでは橘が口をふさいでいる和泉の手をどうにかしようと奮闘している。

　しかしどうにもならないようで、橘が次にとった手段は、凪を見ることだった。

　その視線の意味はわかる。

　断れ、ということだろう。

　けれど、和泉の言葉がどうにも気にかかる。……もしも『九く条じよう』が赤染を狙ねらっているのならば、確かに危険はあるだろう。

　藤ふじ紫むらさきらが追っているとのことだが、取り逃がさない保証はない。

　そして再び『九条』が赤染の目の前にあらわれ、赤染を襲った時、赤染を守りながら『九条』を止める力があるのは、やはり、九きゆう尾びの狐きつねである凪だけだろう。

　だから、凪は、

「赤染はどうする？　俺おれは、かまわないからさ」

「!?」

　橘が衝撃を受けている。

　凪なぎは橘たちばなに視線で謝って、赤あか染ぞめの反応を見る。

　赤染はしばし、額ひたいにそっと指をそえて考え込み、

「……そうだな、凪がそう言ってくれるなら、少しだけ、世話になろう。……すまない」

「いいって」

「いいわけがあるかぁ！」

　橘が和泉いずみの手からやっとのがれる。

「貴様らは、どこまで……！　凪も凪で……ああもう！　知らん。もう知らん！　勝手にしろ！　私に迷惑をかけるなよ！」

「先輩が凪にかけてるほどは、かけないよ」

「私がいつ凪に迷惑をかけた!?」

　自覚がないのは幸福である。

「じゃ、そういうことだからさ、凪くん、よろしくね」

　話が終わったと見たのだろう、和泉は笑って、しかし視線で橘に詫びながら結論の整理にかかる。

　凪はうなずき、

「ああ、わかったよ。……あと、なんかわかったら」

「教えるよ。ごめんね、電話通じなくって。ちょーっと、九く条じようの組織のことでいろいろあってさ。忙しかったわけさ。ま、そのへんも言える段階になったら言うよ」

　じゃ、あたしはこれで。

　そう言って、和泉はあっさりと石段をくだり、去っていく。

　……かと思いきや、再び石段をのぼってあらわれ、

「赤染ちゃん、着替え、あとで凪くんちに持ってくからね」

「え？　あ、はい、ありがとうございます」

　そう、今の赤染には、なにもないのだった。

　家も着替えも、お金も家族すらも。

「まー、あたしのでサイズだいじょうぶかは、ちょーっと不安だけどね」

　和泉の視線は赤染の胸あたりである。

「だいじょうぶですから！」

　赤染は、少しだけ顔を赤らめて言った。

　そして、今度こそ去っていく和泉を見送ったあと、

「悪いな」

　赤染は、本当に申し訳なさそうに、凪にだけ届くような声で言った。

　凪は首を振り、

「困った時は、遠慮なく頼ってくれよ。だって俺おれら、友達だろ？」

「……そうだな」

　赤あか染ぞめは、

「おまえは前々から、そういうやつだったよ」

「『そういうやつ』？」

「度し難いほどお人よしだっていう意味だよ」

　そう言って、優しくほほえんだ。
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　橘たちばなの不機嫌メーターが上限を知らない。

「いいか貴様ら！　早く寝ろ！　そして早く出て行け！」

　家に帰るなり言い捨てて、ぷりぷり怒ったまま、橘は風ふ呂ろへと行ってしまった。

　玄関に取り残された凪なぎ、九く条じよう、赤染は、互いに顔を見合わせて、苦笑いを浮かべる。

「……ええと、ごめん。橘はたぶん、いろいろあってストレスたまってるんだと思う」

「まあ、先輩はいつもあんな感じだからな。……それに、自分が先輩の邪魔をしていることも否定はしないけど」

「すみません……あの、僕もまだここにいてもいいんでしょうか……？」

「ああ……」

　和泉いずみは、なにも言わなかった。

　だからおそらく、九条のことは凪が面倒を見てほしい、というのが和泉からの沈黙のメッセージだろう。

「いてくれていいよ。おまえは確かに、敵として俺おれと接することが多かったかもしれないけど、俺は、おまえとも和解できたらいいと思ってるからさ」

　争わずにすむのならば、それが一番いいだろう。

　九条と戦いたくない、と言うよりも、誰だれとだって、戦いたくなんてないのだ。

「……そうですね」

「なんだおまえら、ケンカでもしてるのか？」

　事情を知らない赤染が首をかしげる。

　凪は苦笑いを浮かべながらリビングに足を踏み入れ、電気を点つけて、二人を通し、

「ケンカっていうか……まあ、なんだろ。いろいろと複雑な事情があってさ」

「複雑な事情、ね」

　赤染は話してもらえずに不満そうだが、それでも深く踏み込んでくることはなかった。

　三人はとりあえずリビングに置いてあるこたつに入る。

　エアコンは、リモコンを橘にかくされてしまっていて、利用できない。

「……相変わらず先輩は、エアコンが嫌いなのか」

「そうみたいだな。いや、前にエアコンつけたままコタツで寝て、風邪をひいたことがあってさ……」

「理解し難いんだけど。完全に自業自得じゃないか」

「そうなんだけどさ」

　橘たちばなは自業自得を自業自得と認めるような少女ではない。

　なにか起こったら原因をよそから探す少女である。

　よくよく考えたらそれは、かなりなんと言うか、表現に困る感じだ。

　かわいいから許せるのかも知れない。

「なあ、凪なぎ、いまさらだけど、先輩のどこがよくていっしょにいるんだ？」

「ええと……」

「思いつかないのか？」

　赤あか染ぞめはあきれているようだが、違うのだ。

　赤染には、言えない。

　橘のいいところ、悪いところ、の話ではなくて。橘と凪のあいだには約束があって、凪には橘の『居場所』になりたいという意思がある。

　しかし、この『居場所』では、いまいち橘は安心して過ごせないようだ。

　だからこそ、安心させたい。

　その方策として、たとえばプレゼントによって絆きずなをかたちにしてみたり、あとは……なにができるだろうか。

　橘のために。

　橘にとって『安心できる居場所』になるために。

　それにやっぱり、橘といっしょにいろいろなものを見て、いろいろなことを経てきたから。いい、悪い、楽、苦しい。そんなものではなくて、もう、凪の中に『橘の隣にいない』という選択肢は、ない。

　けれど、気持ちをうまく赤染に伝える術すべはわからない。

「……まあ、今の俺おれはいろんな意味で不安定だから。しっかりしないとなぁ、と思って。しっかりするだけでせいいっぱいだよ」

「どういう意味だ？」

「橘にどうこう言う前の段階だ、ってことさ」

　人間として生きるのか、九きゆう尾びの狐きつねに戻ってしまうのか。

　意思はもちろん決まっている。けれど、結果としてどうなるかはわからない。ある日突然『人間でいること』をやめるかもしれないのだ。

　可能性は残っていて、問題は多い。

　だからこそ、清きよ原はら凪なぎは可能なかぎり人間の側で行動したいし、生粋の人間のように思考しているつもりだし、九きゆう尾びの狐きつねであったころに起こした問題を、片付けていくつもりだ。

　たとえば、九く条じようとの決着とか。

「……俺おれが橘たちばなを選んでるんじゃなくて、橘がこんな俺のそばにいてくれてる、って感じだからさ。俺は、まだまだぜんぜん、なってないんだよ」

「理解し難いんだけど。おまえはたまに異次元で話をしているな」

　隠すべきことが多いせいで、赤あか染ぞめにはそう思われるのかもしれない。

　……問題と言えば、これもそうだ。

　赤染に、九尾の狐であることを隠している。

　一いち条じようと赤染は、清原凪の人間としての面しか知らず、人間としてつきあってくれている大事な友人なのに。凪は、九尾であることを打ち明けられない。いわば、二人をだましているのだ。

　いつか打ち明けられるのだろうか。

　打ち明けても、二人は今までどおり自分と付き合ってくれるのだろうか。

　……喪うしないたくないもの。

　橘との絆きずな。『居場所』であること。赤染や一条との関係。他ほかにも、いろいろ。今の『日常』を形作るものを、何一つ、喪いたくはない。

「ほんと、生きるって大変だよなぁ……」

「なんだ凪、先輩との生活、やっぱりつらいんじゃないのか？」

「いや、そんなことはないよ。家事をぜんぶ俺がやったりとか、上級生の橘の宿題を見たりとか、そういうのはつらくないんだ」

「そんな仕打ちをうけているのか、おまえは」

　赤染があきれている。

　九条は苦笑いをしている。

　凪はせきばらいをして、

「だからさ、まあ、だいじょうぶだよ。問題は今のところ、ぜんぶ俺のほうにあるんだ」

「……まあ、よくわからないから、なにも言わないが」

　赤染は理解を放棄したようだ。

　あるいは、凪がなにかを隠したがっていることを察して、ひいたのか。

「とにかく……あ、そうだ。橘が風ふ呂ろから出る前に、赤染の寝場所を用意しておこうか」

「べつに、リビングでもいいけど」

「さすがにな……ええと、橘と同じ部屋は……」

「無理だと思うけど。主に先輩のほうが了解しなさそうだ」

　赤染の言葉に、凪は全力で赤染を拒絶する橘を想像し、笑って、

「……となると、書斎か。まあ、いちおう橘たちばなを説得してみるけど……無理だったら、赤あか染ぞめには書斎で寝てもらって、九く条じようは悪いけど、俺おれといっしょにリビングでいいか？」

「僕はどこでも」

　九条はおだやかにほほえむ。

　赤染は、少しだけいぶかしげな顔をして、

「なあ、その……九条さん、だったか」

「はい、そうらしいですね」

「……あなたは、男、なのか？」

「はい。僕は男です」

　そう言って笑うものだから、美少女にしか見えない。

　だが男だ。

「……凪なぎは、幼女好きだったな」

「なんの確認!?」

「いや……なんだろう、おまえと九条さんのツーショットはそれなりに絵になるものでな、なんと言うか……いや、度し難い想像だった。すまん。本当に、……世の中はわからんな、凪」

「わからないかな……」

　わかるとは言わないが、九条の性別について話していて、なぜ『世の中はわからない』なんて話になったのかがもっとわからないので、コメントに困る。

　ともあれ、それぞれ眠る場所が決まり。

　三人は、橘が風ふ呂ろから出るのを、待つことにした。

　こたつに入って、他た愛あいない話をしながら。
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　真夜中に、トイレの前で、はちあわせ。

「あ」

「む」

　橘は凪の顔を見るなり、不機嫌そうにうなる。

　最近、確かに橘の意に染まぬことばかりしてきた自覚はあるが、真夜中にトイレ前ではちあわせていきなり不機嫌な顔をされると、さすがの凪でも傷つく。

「……凪、悪いことは言わん。私にゆずれ」

「ああ、いいよ……」

　橘に向けた言葉は、やけに歯切れが悪かった。

　凪なぎはトイレのドアの前からどけて、橘たちばなに道をゆずる。

　橘は凪がどいた場所を通り、トイレのドアノブをにぎって、

「あ！」

「ん？」

　突然、なにかびっくりするようなものでも発見したように叫ぶものだから、凪はついつい、橘の視線を追ってしまう。

　しかし、それが命取り。

　なにもないじゃないか――振り返って言おうとした時には、すでに橘は凪にジャンプして抱きついており、凪は橘の勢いを受け止めきれず、床に倒れこんでしまう。

　どうにか頭をぶつけないようにするので精せい一いつ杯ぱいで、気付いたら、腹のあたりに橘が馬乗りになっていた。

「どうしたんだよ橘、危ないだろ？」

　たしなめるような口調で凪は言う。

　けれど橘は、

「不満がある」

　凪のたしなめるような言葉など無視して、馬乗りになったまま、ずりずりと凪の腹のうえを頭側に移動し、真上から凪の顔をのぞきこんだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　あまりに軽く、そして同じ生き物とは思えないほどに柔らかい感触。

　それから、近付いた顔の息遣いと、照明のない中でも輝く、黄金の瞳ひとみと髪。

　そして瞳の中にうっすらと涙が見えて、凪なぎは思わずどきりとして、言葉を喪うしなった。

　橘たちばなは、ぎゅっとふとももで凪の腹部にしがみつきながら、

「鬼のこともある。小娘のこともある。けれどな凪、おまえが私を無視していることについて、私は一番不満を感じている」

「無視なんて……」

　いつも、橘の声は最優先で耳に入れているつもりだった。

　だが、

「している」

　橘は不機嫌そうな顔のまま断言する。

「鬼を迎え入れる時、小娘を迎え入れる時……それだけではない。ちんちくりん鵺ぬえも、くるくるぱーの火か車しやも、みな、おまえは受け入れた」

「だって、鵺はともかく、今の九く条じようとか赤あか染ぞめとか、当時の火車とかは、ほかに行く場所なかっただろ？」

「うちに引き取らねばならん理由には、なっておらん」

　確かにそうだが。

「でもさ……」

「まあまあ、おまえがお人よしなのは今に始まったことではないからの。百歩ゆずって引き取ってしまうこと事態は仕様のないことと思おうか。思わんと、話が進まんから、仕方なく思うのじゃ。わかるな、仕方なく、ということを忘れるでないぞ」

「ああ……」

「だがな凪、私は常に反対を続けた。そのうち一度でも、おまえが私の反対を受け入れたことはあったか？」

「……でも、仕方ないじゃないか、状況が……」

「状況など、どうでもよかろう。……おまえが私の意思を無視したことに変わりはない」

「それは……ごめん」

「謝るな。そのような薄っぺらい謝罪など求めておらんわ。ただ、わかっておらんから、教えておきたかっただけなのじゃ。こういうことで、私は少しずつ不満と不安をためていく。……頼むぞ、どうか、早いところ、私に安心をくれ」

「わかった」

　方法はわからないけれど、橘を安心させたい気持ちだけは、ずっとずっと、抱き続けてきた。だから、この返事は薄っぺらいものなんかじゃなくて、ちゃんと、決意を込めてすることができた。

　橘たちばなにも認められたようで、

「わかれば、よい。……さしあたっては、な」

　橘はそう言って立ち上がろうとふとももに力をこめ、

「……凪なぎ、話は変わるのだが」

「どうした」

「……動いたら出そうだ」

「……」

　なにが、と聞くほど凪も鈍感ではなかった。

「お、おまえが悪いのだぞ!?　私にこんなにも不満をためよってからに！　二人きりになったら言ってやろうと思っておったのだ！」

「わかった！　わかったから叫ぶな！」

「おおおおお……!?　なにか、なにかくる……!?」

「やめろ！　こらえろ！　たのむ、こらえろ！」

　凪の叫びが、こだました。
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　必要以上にぐったりして、凪は朝をむかえた。

　橘があのあとどうしたのかは、橘の名誉のために語れない。だがしかし、一人の力ではどうにもならないことはこの世にいくらでもあり、人に迷惑をかけなければ超えられない壁にも、生きていくうちに一度ぐらいはぶつかるものだ。

　生きることはトライ＆エラーの繰り返しで、一度した失敗は二度としないように気をつけて努力を重ね、それでも数回失敗して、やっと成功できるようになる。

　それは赤子が言葉を覚える過程にも似ている。

　だから、温かい態度で許す。……これこそが大事なことだと、清きよ原はら凪は思うのだ。

　そんなわけで朝である。

　誰だれよりも早く起きて四人分の朝食を用意しよう、そう決意して目を覚ました凪を迎えたのは、キッチン併設型のリビングに響く、朝食を用意する音であった。

　包丁がまな板をたたく音、それから、ぐつぐつと味み噌そ汁しるが煮える音。そして、じゅうじゅうと卵が焼ける音。

　立ち込めるのは和食の香り。化学調味料が使われているなど想像もできないのは、おそらく、料理人の手際が美しいからだろう。

　リビングに入って見た和泉いずみから借りた服を着ている赤あか染ぞめの後姿は、まるで熟練の主婦のように、流麗な動作でキッチンを往復していた。

「……おはよう」

　凪なぎはぼんやりとした声で言う。

「おはよう。……しかし凪、おまえは朝が弱いのか？　顔とか髪とかひどいことになっているぞ。洗って来い。朝食の用意は済ませておく」

「ああ……」

　言われるままに、凪は朝の用意を済ませるため、リビングを出て行く。

　その途中で、九く条じようとすれ違う。

「……彼女、赤あか染ぞめさんでしたっけ」

　九条は気の弱そうな笑みをうかべて、おもむろに切り出した。

「ああ」

「すごいかたですね。なんと言いますか……お母さんみたいな……いえ、僕は自分の母の記憶もないんですけどね」

「いや、なんとなくわかるよ」

　凪が共感を示すと、九条は笑った。

　そして朝の用意を済ませて凪が席に着くころ、橘たちばなもリビングにあらわれて、あくびをしながら、

「うむ、凪……息災であるか」

「……おかげさまでな」

「おまえら、そう言えば昨夜はなんか騒がしかったけど、なにかあったのか？」

「なにもない」

　凪は断言した。

　赤染は不思議そうな顔をしていたが、しかし味み噌そ汁しるがぶくぶく言い出したので、キッチンに戻る。

　そうして凪、橘、九条が席に着いて、凪の頭が目覚めるころには、朝食の用意は配はい膳ぜんまで完了していた。

「世話になったからな。料理の一つも作っておこうと思って」

「……なんだ、今朝の朝あさ餉げは貴様が用意したのか」

「不満なら食べなくてもいいけど」

「む……ま、まあ、材料は私と凪が買ったからな。罪のない食材のためにも、おまえが料理したことは許し、寛大な心で食べてやろう」

　素直に「すごくおいしそうです」とは言えないのが、橘という少女である。

　四人でいただきます、とあいさつをする。

　しばし、いろいろなことを忘れて食事をした。

　なんだかすごく平和だ。

　あるいは日常というものはこのように……敵も味方も人も妖よう怪かいもなく、みなが仲良く食卓を囲むように、あるべきなのかも知れない。

　九く条じようが記憶を喪うしなって道端に倒れていたり、赤あか染ぞめの家が九条らしき何者かに破壊されていたり、そういったことがなかったかのような時間。

　けれど――



　――団だん欒らんをぶち壊すような、甲かん高だかい音が鳴り響く。



　凪なぎの家のリビング、そこにある窓ガラスを割って入ってきたのは、黒い翼を生やした、巫み女こ装しよう束ぞくによく似た衣装をまとう、天てん狗ぐの少女。

　藤ふじ紫むらさき。

　服も体もぼろぼろで、玄関から入る余裕もなく、団欒をたたきこわしながら凪の家にたどりついた藤紫は、息もたえだえな様子で言う。

「鬼を学校に追い詰めた。なぎに、たおしてほしい」
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　傷ついた藤紫をソファに座らせる。

　凪と赤染からの治療の申し出を、藤紫はかたくなに断る。

「そんなひまはない」

　凪は現在自分たちが置かれている状況を思い出し、冷や汗を垂らす。

　あまりにも情報を持っていなさすぎる赤染は、なにをしていいかわからず立ち尽くすしかできないでいる。

　九条は、『鬼』の言葉に反応して、真剣な表情で息を呑のんで。

　橘たちばなだけが、藤紫の言葉に、不快感をあらわにしていた。

「……天狗、見損なったぞ。貴様は凪に、『鬼を倒せ』と、そう言うのか」

「橘……」

　橘の剣幕があまりにも真剣なので、凪はなだめる言葉を喪う。

　悪いのは藤紫ではない。……鬼を倒せる力を持っていながら、こうしてなにもせず、食事をしていただけの自分なのに――そう言いたかったのだが、言葉にならなかったのだ。

　だって、今の橘は、あまりにも真剣に怒っていたから。

「鬼は最たるものだが、くるくるぱーの火か車しやも、凪を九きゆう尾びの狐きつねとしか呼ばない人間もそうだ。そして今や天狗もそうで、かつての私も、そうだった。……なぜ、貴様らは凪に戦いを運ぶのか。申し開きがあるならば言ってみろ。貴様は凪の味方だったな。恋れんも、凪の味方のはずだ。にもかかわらず、やっかいごとを凪なぎに押し付ける。……貴様らがなにをしたいのか、私にはさっぱりわからん」

「橘たちばな」

「……言い過ぎた、などと言うなよ、凪。私が今言っていることは、本来、おまえが言うべきことだ」

「わかってる。だから、言わないでくれ。……俺おれはきちんとわかったうえで、藤ふじ紫むらさきの話を聞こうと思ってるから」

「……ふん」

　橘は不機嫌そうだ。

「せめられるのは、かまわない。でも、なぎじゃなきゃ、だめっぽい」

　藤紫は抑揚のない声で言う。

「俺じゃなきゃだめ、ってのは？」

「和泉いずみから話はきいたはず。鬼の胸には殺せつ生しよう石せきがあって、藤紫の手にはおえない。それに、学校の結界も発動しない。『あれ』は鬼であって鬼じゃない。種族がわからなければ、特定の妖よう怪かいを消し去る結界は発動できない」

「そもそも鬼が貴様の手に負えたことなどなかろうが」

「まけたら、対策ぐらいたてる。でも、むだ。……なぎ、藤紫は～、人間の味方。でも、人間となぎだったら、なぎの味方」

「……」

　礼を言っていいものか、困る。

　かつて藤紫を相手におさめてしまった勝利と、その時に交わしてしまった約定が彼女を縛っているのならば、それは、凪にとっては望ましくない事態だ。

「だから、なぎにたのむ。鬼のかたちをした殺生石をたおしてほしい」

「それがどう凪のためになる？」

　橘は厳しい。

　けれど藤紫は淡々とした態度で、

「『あれ』は、鬼の力と、『凪と戦いたい』という妄執でできたいきもの。生かしておいたら、なぎのためにならない。なぎをころすか、なぎにころされるかしないと、止まらない、っぽい」

　――幻を見ていた。

　敵も味方も関係なく、みな家族のように同じ食卓を囲んで、笑いながら食事をする、幸福な幻だ。

　その幻には殺し合いとか妄執とか、そういったものは気配すらもなかった。

　たぶん、清きよ原はら凪の理想の世界のワンシーン。

　けれど。現実はこうだ。

　誰だれかが止めねば止まらない脅威があって、止められるのは、自分だけ。

　ならば、役割を果たそう。……藤ふじ紫むらさきに、和泉いずみに、このささやかな幻を味わっているあいだに、裏で現実と戦っていたすべての人に、報いるために。

「……わかった」

「凪なぎ！　そんなに簡単に……！」

「簡単じゃない」

　ずっと悩んでいた。

　どうしたら、もっと橘たちばなを安心させられるのか。

　どうしたら、もっと『人間らしく』生きられるのか。

　……たぶん、

「俺おれは、九きゆう尾びだったころに起こした問題を抱えたままじゃダメで……だから俺は、解決しに行くよ。藤紫が追い詰めたものが、『俺と戦いたいという九く条じようの妄執』なら、俺がケリをつける。……そうやって一個一個問題を解決していった先で、やっと俺は胸を張って『人間だ』って言えるようになると思うから」

「……」

　橘は不機嫌そうだが、

「ならば私も行くぞ。いいな」

「……ああ。なにかあっても、俺が守るよ」

「僕も行きます。……たぶん、凪さんが倒しに行くのが、僕そのもの、なんですよね。だったら僕には見届ける義務があるし……たぶんですけど、僕の記憶も、そこにある気がするんです」

『殺せつ生しよう石せき』の効果は不透明だ。

　ともすれば、力と妄執と、記憶すらも、奪うものなのかもしれない。

　火か車しやの時も、昂たかぶった行き場のない感情が、火車の意思を無視して勝手に凪を襲ったのだ。ならば――九条の妄執は、きっとずっと強く、九条から必要なものだけを奪って、凪を探してさまよっているのだろう。

　九条のものであるならば、確かに、九条が迎えに行かねばなるまい。

「……わかった。いっしょにいこう」

「ありがとうございます」

「藤紫はやすむ。もう、満足に飛べない」

「ああ、そうだな」

　話は、まとまった。

　あとは、学校にいるという鬼に――『九条』に、会いに行くだけだ。

　だが、その前に一つ。

「赤あか染ぞめ」

「……」

　赤染は、静かな瞳ひとみで凪なぎを見ている。

　それは説明を求める目に見えた。

　……なるべく妖よう怪かいのことを知らないで生きるべき『お姫様』。

　その意味は凪にはわからない。

　けれど、友達として、凪はもう、赤染に隠し事をしたくなかったし、隠せる段階でも、ないだろう。

　今言えないならば、一生言えない。……そんな気がした。

　だから凪は、張り付くのどにつばを流し込み、泣きそうなほど恐怖しながら、赤染をまっすぐに見つめ、

「赤染、俺おれは、人間じゃないんだ」

　正体を、明かすことにした。

「……そうか」

　応じる赤染は静かな様子で、また凪の不安をあおる。

　けれどもう、引き返す気はなかった。

「ええと、世の中には妖よう怪かいっていう存在がいて、俺は……少し事情が特殊だけど、もともと九きゆう尾びの狐きつねっていう妖怪で――ずっと、そのことを隠して、おまえといっしょにいた」

「……理解し難いな」

「ごめん。……許してくれとは言わないけど」

「許すもなにもない。理解し難い、と言ったんだ。……妖怪とか急に言われても、わからないな。ただ、おまえがふつうじゃないことは、なんとなくわかったよ」

　少しだけおかしくなる。

　あれだけ『人間としてふつうに』とがんばっていたのに、やはり、ふつうの人間から見れば、ボロが出ているのが見えていたらしい。

　おかしくて、悲しくて、でも、少しだけ安心する。

　赤染は、きっと。

「でもな、どうでもいいんだ、そんなことは。……時間がないんだろう？　それで、誰だれかを助けに行くつもりなんだろう？　だったら、さっさと行くといいよ。誰かが待ってるのにぐずぐずしているようなやつじゃないだろ、おまえは」

「……かもな」

「帰ってきたら、教えてくれ。……突飛なことを言っても、少しぐらいなら信じてやるよ。私はな、凪。急に『九尾の狐です』とか言われてもひかないぐらいには、おまえを信じてるからな」



    

  
    
      



    

  
    
      　凪なぎが自分で思っている以上に、『清きよ原はら凪』を認めてくれていたのだ。

　そのことが、とても嬉うれしい。

「……ありがとう」

「礼はいい。早くしろ」

　赤あか染ぞめはそう言って、手をひらひらと振る。

　凪は笑って、それから表情をひきしめる。

「じゃあ、行くか。学校に。……九く条じようの妄執と、話をつけに、さ」
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　未いまだ朝と言える時間帯。

　一月の空気はシンと冷えていて、街、学校周辺の活気のなさとあわさって、まるで世界が凍りついているかのようだ。

　更地地帯を抜けて、凪と橘たちばなと九条は、学校へとたどりついた。

　ひしゃげた校門の向こうに、まるで捕らえられた野生動物のようにもがく鬼が見える。

　……その姿は、かつて戦った九条そのもの。体たい躯くは決して大きくない。にもかかわらず、手足は異常なまでに太くて、いびつ。爪つめは剣のように伸び、額ひたいには角つのが生え、肌の色は赤銅だ。

　山を崩すほどの剛力を誇るはずの鬼は、しかし、ただの鉄製と見える学校の校門から出られないでいる。……それもまた、人間たちの張った結界の力なのかもしれないが、長くはもちそうもない。

　鬼は、凪なぎを見つけて、力を増す。

　校門のかたちがかわっていく。……やはり、凪との戦いを望んでいるのだろう。

　凪は、鬼の胸の中央で不気味に脈打つ、光をまったく反射しない黒い石を発見した。

　殺せつ生しよう石せき。

　かつて火か車しやを暴走させた、忌むべき石である。

　やはり今回も、あれが原因なのだろうか。

　ともあれ――

「ケリをつけてくる」

　髪と瞳ひとみを黄金に染めて、その背後にわずかな空くう隙げきを空けて、九つの尾を並べる。

　九きゆう尾びの狐きつねとしての姿を顕あらわした凪は、橘たちばなと九く条じようを校門の外に残し、校庭から出られないでいる鬼のもとへと降り立った。

　入る分には、なんの問題もなかった。

　しかし、出るには、荒れ狂う鬼をどうにかしなければならないのだろう。

　……この九条とは、話し合いができそうもない。

　その顔には理性はなく、その瞳は狂気に染まりきっている。

　悲しみすら覚える変へん貌ぼう。

「……ごめんな、おまえの気持ち、ちっともわからなくて」

　今もまだ、理解はできない。

　戦いたい、という欲求。

　強い相手と殺しあいたい、という妄執。

　理解できる日はきっとこないのだろう。

　だから――

「これ以上長引く前に、終わらそう」

　凪は、背後に九つの火か焔えんの大蛇を顕現させる。

　鬼は、拳こぶしをにぎりしめる。

　その拳に、胸元の殺生石から、黒い力が流れ込むのが、見えた。

「あれが、僕、なのですか……」

　校門のむこうにいる九条が、恐れるような声で言う。

　正直、凪にもこの事態はよくわからない。

　けれど凪なぎは目の前の鬼に戦いを望まれていて、この鬼は、戦い打ち負かさないかぎり、止まらないものであることは、わかった。

　凪が、火か焔えんの大蛇を放つ。

　九つの大蛇は、鬼を囲むように展開し、九方向から鬼を閉じ込める。

　鳴り響く爆発音は、獣の遠とお吠ぼえによく似た甲かん高だかさ。

　鬼のいた場所から、火柱が天に向かって立ち上る。

　火柱は数秒間にわたって雲を貫きあがり続け、ようやく、ゆっくりと消えていく。

　そして、火柱の消えた場所で、鬼は、

「……やっぱり、これぐらいじゃ、駄目か」

　生きている。

　赤銅色の体は見る影もない。……しかし体の色の変化は、凪の火焔によって融とけた赤ではなく、黒。胸にある殺せつ生しよう石せきが、全身をおおうように浸食していくことにより変化した、黒だ。

　体の輪郭すらぼやけて、鬼の形をしているだけの闇やみのようになっている。

　しかし、形を喪うしなっても、見る影もなくなっても、凪を貫く視線だけは、弱まることはない。むしろ、身を焼き尽くす炎を受けて、鬼は喜んでいるようにも思える。

　背筋が震えるほどの妄執を感じる。

　理性はなく、大義もなく、戦闘意欲と殺意だけが伝わってくる。

「おまえは、本当に『九く条じよう』なのか……？」

　鬼に問いかけるが、言葉はない。

　凪がしゃべったのを『隙すき』と見たのだろう、言葉ではなく、拳こぶしが来た。

　彼我の距離は一瞬にして詰められる。それは、鬼の俊足、強きよう靭じんなる脚力の成せる業。

　突き出された拳は空を切るだけで衝撃を発生させる。凪の体など塵ちりのように吹き飛ばすその威力は、鬼の一撃、強靭なる腕力の為なせる業わざ。

　――火焔を放つ。

　鬼の拳の衝撃に吹き飛ばされながらも、束ねた九つの大蛇を鬼に向けて放つ凪。火焔の大蛇は一匹のより大きな蛇となり、鬼へと側面からぶつかっていく。

　鬼がとった対応は、非常にシンプル。

　大気を揺らす咆ほう哮こうを上げ、大蛇に向けて拳を突きだす。……ようするに、殴って止めようというのだ。

　炎を拳で。

　馬ば鹿かげた話だが、こと狐きつねと鬼の戦いに限って言えば、そうとは言い切れない。

　以前……九月にもあった。

　そして今日も、同じことをしている。

　同じ場所で。

　――焼き直し。

　鬼は拳こぶしで凪なぎの火か焔えんを止めきれず、凪の火焔は鬼を焼き尽くせない。

　鬼の融とけた皮膚はすぐさま再生を始めている。

　それはかつての戦いとまったく同じで、いやがうえにも、鬼が九く条じようであることを凪に知らしめてしまう。

　……差異があるとすれば一点。

　再生する鬼の皮膚が黒いこと。ようするに、胸に埋め込まれている殺せつ生しよう石せきから流れる力が、鬼の損傷を補っていること。

　そして。

　再生をするたびに、鬼が鬼の形を維持できなくなり、輪郭のない闇やみが溢あふれ出していくこと。

「……もう、戻れないのか」

　戦えば戦うほど、あの鬼が『九条』であると確信が強まっていく。

　けれど、戦えば戦うほど、あの鬼が『九条』から遠ざかっていくのが、わかる。

　凪は新たに顕現させた九匹の火焔の大蛇をはべらせながら、校門の外にいる九条を見る。

　あの九条が喪うしなった記憶は、どこにあるのだろうか。

　それは、あの鬼の中にあるのではないか。

　ならば倒してしまってもいいのか……

「凪さん！」

　悩む凪に、校門の外の九条から、切羽詰まった声がかけられる。

　凪は、反射的に鬼を見る。

　鬼はすぐそこまで、迫っていた。

　凪は反射的に、九匹の大蛇を鬼に向けて放つ。

　攻撃は鬼に当たり、鬼は吹き飛ばされる。

　しかし、地面に下り立つと、すぐさま反撃をしてくる。

　来る鬼をまた火焔で迎え撃ち、距離を離す。

　繰り返すうちに鬼は傷つき、続けるうちに鬼は鬼ではなくなっていく。

　闇。

　黒くて、とても禍まが々まがしいなにかが、鬼という型から溢れ出しそうになる。

　倒さなければならないのはわかるし、手加減をしている余裕もない。

　けれど、凪にはまだ、ふんぎりがつかなかった。

　倒してしまったら、九条の記憶は、九条を九条たらしめるものは、どうなるのか。

　消えてしまったら。

　よりどころがなくなったら、九く条じようはどうなることか――

「凪なぎさん、僕はだいじょうぶですから」

「……九条」

「たとえば記憶をなくす前の僕に大義があったとしても……今、凪さんが相手にしているみたいな化け物を生み出してしまう大義は、間違ってると思うんです。だから、倒してください。……記憶をなくす前の僕が捨てきれなかった、あやまちを、どうか倒してください。お願いします」

「……でも」

　記憶が『拠より所どころ』で『居場所』ならば、戻せなくなる、というのはどうかと思うのだ。

　けれど、

「凪さん、後ろ！」

「っ！」

　鬼は、待ってくれない。

　突き出された拳こぶしが凪の頬ほおをかすめる。真横を通り過ぎただけにもかかわらず、絶大な衝撃に首がもぎれてしまったかのような気分になる。

　凪はどうにか分身体をつくりながら鬼から距離をとり、鬼の頭上へと出る。

　刹せつ那なのあと、鬼のすぐそばに置いてきた分身体が爆発する。

　鬼は、凪を見失っている。

　……迷いは、まだある。

　けれど、

「終わりだ」

　凪は、九匹の火か焔えんの大蛇をかたくかたく束ね、地上にいる鬼へと放った。

　鬼の回避は間に合わない。もとより、避よけるそぶりすらなかった。

　轟ごう音おんが響き、火柱が上がる。

　上がった火柱が、新たに九匹の火焔の大蛇となり、再び鬼のいる場所へと戻る。

　あらゆる衝撃を鬼に集め、凪は鬼を消し去らんとする。

　……九条の記憶。

　敵対してばかりだし、殺したい殺したいと言われ続けた。

　平和にふつうに生きたい凪とは相いれない存在ではあった、けれど。

　なぜだろう。

　その記憶が消えて、厄介な者が一人いなくなるというのに。

　喜ぶことなどまったくできずに、ただただ、申し訳ない気持ちでいっぱいになる。

　……火焔にも、力が乗らない。

　凪はまだ迷っている。

　けれど、これだけの火か焔えんを、もう放ってしまった。配慮はしたつもりだが、無事ではすまない――

「……？」

　炎が、ゆらめいている。

　それは鬼を焼き尽くすはずの炎。……『九きゆう尾びの狐きつね』の統制下にあるはずの、炎。にもかかわらず、九尾の意思を無視してゆらめき、九尾の力を無視して動き始めている。

　最初は静かに。

　次第に激しく。

　渦を描いて、ある一点――鬼のいる場所へと、収束していく。

　凪なぎは、ゆるめかけていた警戒心を最大値まで引き上げる。

　火焔の大蛇を顕現させ、高度を下げて鬼のいる場所へと目をこらす。

　炎は、鬼のいる場所へと、完全に収束した。

　そして炎が晴れ、現れた鬼の姿に、息を呑のむ。

「……醜悪な」

　校門の外で橘たちばなが、つい、という感じでこぼす。

　それは、鬼のあまりに変わり果てた姿に、言葉をこらえきれなかったのだろう。

　なんとなく人の形にも見える、燃える闇やみ。

　炎を取り込み、鬼の体を突き破る闇。その発生源は胸に埋まっている殺せつ生しよう石せき。

　あるいは、『埋まっていた』と過去形で表現すべきだろうか。

　すでに『胸』と呼べる部位はない。藁わら人形のように人の形を模しただけの歪いびつな闇が、炎をまとってそこにあるだけだ。

　燃える闇となった鬼が、その右腕をふるう。

「くっ……」

　凪は、火焔の大蛇を鬼の右腕にぶつける。

　一瞬だけ拮きつ抗こう。

　すぐさま圧倒される。

「まず……」

　凪の放つ火焔をものともしない、炎をまとった闇が、迫ってくる。

　防御は失敗した。回避は間に合わない。受けて無事でいられるとは、とても思えない。

　――『九く条じよう』は、こんなものをずっと望んでいたのか。

　本気の殺し合い。その末の勝利。

　意思も理性も形すらなくし、殺生石に支配されて。……ただただ妄執のみで勝利にまでこぎつけて、いったい九条は、どうしたかったのだろうか。

　この勝利に、『先』はあるのか。

　それとも、『先』なんていうものを考えてしまう時点で、凪なぎには『九く条じよう』を理解することはできていない、ということなのか。

　なにもわからず、死んでいく。

　九条のことも、自分の未来も、それから、これから橘たちばながどうやって生きていくのかも。

　――爆発音。

　それは、炎をまとった闇やみが起こすにしては、小さく、そして明るい爆発だった。

　凪の目の前で爆はぜて、凪を後ろへ吹き飛ばして。

　吹き飛ばされながら、凪は、目の前を通りすぎていく、鬼の右腕、炎をまとった闇を見る。つまり、今凪を吹き飛ばした爆発は、鬼の起こしたものではない。

　凪を援たすけるために、

「ふがいなやふがいなや」

　橘が、起こしたものだった。

　……この結界は、外から入るぶんには、問題がない。

　しかし、鬼の様子を見ているかぎり、中から出るには困難なのだろう。

　また、この結界を維持している人間たちも、鬼が倒れるまで、結界を解く気はないのだろう。

　にもかかわらず、

「橘、なんで入って来たんだ……」

　目の前に立つ橘の背中に、凪は問いかける。

　鬼との戦いを、九月の焼き直しだと思っていた。

　けれど、いくらなんでも、ここまで焼き直す必要はないはずだ。

　凪は、橘を危険な目に遭あわせたくなかった。

　九月もそう、十月もそう、十一月も、十二月も、ずっと思い続けてきた。

　もう、橘に秘密を作る気はない。橘をあえて危険から遠ざけるつもりはない。

　けれど、もう、前に出てかばってもらうつもりも、なかった。

「反省が足りんのだ、おまえは。……またか、と言いたくもなる。なぜおまえはさっさと勝敗を決さんのだ。倒せるならば最初から倒せ。相手に次の手を打たせる猶予をあたえるな。あるいは最初から全力であの鬼を殺していれば、こんなことにはならんかったであろうに」

「……でも、あいつは、戦えば戦うほど九条にしか思えなくて……あいつを無策で倒したら、九条の記憶は、よりどころは、居場所はどうなるんだって……」

「考えなくてよかろう、そのようなこと」

　橘は、多数のピンポン玉大の火球を自分の周囲に展開しながら、

「ゆえに、いつも言っておろうが。おまえの大事なものはなんだ。おまえにとって、他たを捨ててもつかまねばならんものはなんだ。……だから、私は不安になるのだ。おまえは等しく誰だれにでも優しい。私にも、他たの女どもにも、出会ったばかりの誰かにも、つい先日まで敵対していた者にすら、見境なく優しい」

「……」

「私はそれが、おもしろくない」

　橘たちばなが、火球を鬼へと放つ。

　音と光は派手だが、威力は高くない。まして相手は凪なぎの火か焔えんすらしのいだ存在である。

　橘の攻撃は、当然通じない。

　目くらましにすら、ならない。……すでに鬼は視覚や聴覚でものをとらえていないのだろう。炎をまとった闇やみになってしまった鬼には、目も耳も鼻も見当たらない。

　それでも橘は、火球を放ち続ける。

「橘！」

「どうした凪」

「どうした、じゃないだろ!?　なんで、そんな攻撃を……」

「無駄だと言うか」

「無駄なだけじゃない、危ない――」

　言っているあいだにも、鬼が橘に向けて腕をふるう。

　凪は橘を押し倒して、どうにか二人とも、攻撃をかわす。

　けれど――

「言わんこっちゃない！　どうしておまえは、いたずらに注意をひくようなまねをするんだ!?　危ないだろ！」

「凪」

「なんだよ！」

「上から来るぞ」

　やけに冷静に、橘は言う。

「!?」

　凪が視線を上げると、そこには、振りかぶられた鬼の両腕。

　避よける時間はない。

　打ち消すことも、先ほどできなかった。

　けれど、

「う、おおおおおおお！」

　ここで押し負ければ、橘にも当たる。

　もう、手加減をしている余裕などなかった。

　凪は九匹の火焔の大蛇を、振り下ろされた鬼の両腕にぶつける。

　先ほどは打ち負けた。

　けれど今度は、違った。

　鬼の両腕にぶつかったとたん、火か焔えんの大蛇は爆発を起こす。

　その爆発は連鎖し肥大し、鬼の両腕どころか、鬼を体ごと吹き飛ばす。

「できるではないか」

「なにが『できるではないか』だ！　できなかったら、おまえ、死んでたんだぞ！」

　凪なぎは激げき昂こうするが、橘たちばなは涼しい顔をして、

「おまえに命運をあずけられもせず、なにが伴はん侶りよか。無理であれば、おまえを信じた私の咎とがだ。おまえが死に、私も死ぬ。ただそれだけの話であろうが」

「それだけ、って……そ、それに！　俺おれがあの鬼を倒せなかったら、結界を破ったあの鬼がなにをするか……」

「ならば、なおさらおまえは手加減をすべきではなかった」

「……」

　凪は黙り込む。

　鬼が、迫ってくる。

　橘はしかし、鬼を見ずに、じっと凪を見たまま、

「あれは敵だ。……私は悩むほど難しいことは言っておらんぞ。天てん秤びんにかけろ、と言っているのだ。倒せなければなにをするかわからん、倒したところで九く条じように記憶が戻るかわからんあの鬼と、私。おまえは、どちらをとる？」

「そんなの……」

「ほれ、来るぞ」

　鬼は、凪の迷いを待ってはくれない。

　凪は、火焔の大蛇で応じる。

　鬼の両腕と火炎の大蛇がぶつかりあい、火焔の大蛇は消えて、鬼の腕は千切れ飛ぶ。

　しかし火焔の大蛇の再生は速い。霧散した瞬間には、次なる九匹を顕現させている。

　しかし鬼の腕の再生も速い。傷ついた部分はすぐさま殺せつ生しよう石せきから出る闇やみに修復され、より太くよりまがまがしくなっていく。

　勝負に終わりが見えない。

「というか凪、あやつの弱点はあれであろうに。なにゆえ狙ねらわんのだ」

　橘が細い指で示す先には、殺生石がある。

　確かに、鬼の体をかたちづくる闇も、そもそも、鬼の体を動かしているものだって、あの殺生石だろう。

　だが、殺生石を狙うというのは、九条を殺す、という意思がなければ不可能。

　ようするに、まだ凪には、ふんぎりがつかない。

　全力で対応し、その結果相手が死んでしまうことがあっても、受け入れる覚悟はできた。というよりも、橘たちばなの命を盾にされては、全力でやるよりほかにない。

　しかし、それはあくまで防御の話だ。

　攻撃は、まだできない。

「凪なぎ！　なにをしておるか！　このままでは……！」

　このままではやられるのは、なんとなくわかる。

　凪はこうして大蛇を再生するのにも、いちいち妖よう力りよくを使い、疲労していく。

　けれど鬼は、疲労している様子がない。

　殺せつ生しよう石せきは、疲労などしないのだろう。

　力の上限など無視して、ゼロになるまで宿主の力を食い尽くす石。……消えるその時まで全力を出して、そして消えていくのだろう。

「凪！」

「わかってる……」

　凪は、鬼の胸についている殺生石めがけて、火か焔えんの大蛇を放つ。

　けれど、放たれた大蛇は、かんたんに鬼の腕にはばまれた。

「凪！」

「わかってるんだよ！　でも……！」

　殺す覚悟が決まらない。

　橘を守るためだとわかっているのに、橘を守ることが、自分にとって大事なことだとわかっているのに。

　なにかを犠牲にしなければ、勝利できないのか。

　九く条じようを殺して橘を生かすということは。

　過去を捨てて未来をとる、ということにも、ならないか……？

　ぜんぶ背負うと誓ったのに、それは、いいのだろうか。

　人間としての倫理以上に、清きよ原はら凪の生き方として、疑問を覚えるのだ。

　けれど、

「凪さん、倒してください。たぶん『僕』も、それを望んでいます」

　校門の外にいる九条は、静かに言う。

「僕が凪さんと敵対して、全力の勝負を……殺し合いを望んでいたなら、殺してください。じゃないとたぶん、『僕』は納得できない」

「どうして……」

「鬼だから、でしょうか」

　九条は笑って、

「たぶん『僕』は、わかってたんですよ。凪さんが『僕』を目の前にしたら、そういうふうに悩んで、けっきょく手心を加えてしまうって。……だから、『僕』はあえて『僕』の妄執、あなたと殺しあいたいという思いを、自分の体から分けたのかも、しれません。……凪なぎさんの話に出てきた『僕』ならそうするって、思うんです」

「……わからない。なんで、わざわざ殺し合おうとするんだ……話し合って、理解し合おうと、なんで思えないんだ……」

　傷つかずにすむならば、それが一番いいはずなのに。

　九きゆう尾びの狐きつねと鬼が全力で争えば、周囲にあたえる被害だって甚大なはずなのに。

　こちらは、和解を望んでいて、あとは『九く条じよう』が応じてくれるだけで、平和にこれからも過ごしていけるのに。

　なぜ、戦いを望むのか。

「理解、できない……そこまでして戦って、なにが残るんだよ……！」

「凪さん、『僕』にはあなたが理解できないんですよ」

　九条は、さびしげな表情をして、

「なぜ、戦いたいという欲求を理解できないのか。命や大義よりも強く『僕』を突き動かすこの熱量がなぜ理解されないのかが、わからないんです」

　それは嘘うそも偽りもない言葉。――鬼が鬼であるがゆえに持つ、存在の根幹にかかわる欲求、なのだろう。

　その声を聞き、記憶すらなくした九条から説明され、

「……ああ、そうなのか」

　凪はやっと理解などできないことを、理解した。

　知識や経験の蓄積ではない。趣味趣向の話ですらない。鬼というのは殺し合いと戦いを望む存在で、記憶などなくても、九尾の狐や人間とは、別な存在なのだ。

　不ふ倶ぐ戴たい天てん。互いに理解はできず、ともに同じ世界に生きることはできない。

　ひょっとして、『九条』という『九尾の狐の過去』を受け入れるのは。九条との決着、とは。……改心させることでも、和解させることでもなくて。言葉のとおり、戦って決着をつけることなのか、と凪は思った。

　――変わり果てた鬼が、向かってくる。

　もはや、鬼と呼ぶことすらためらいを覚える。その姿は人型ですらなく、寄り集まった闇やみでしかない。まとっていた炎の影響なのか、今は全身をゆらめかせながら凪を目指して進む、闇のかたまり。

　あの闇を祓はらうことが、九条と『決着』をつける唯一の道、なのだろう。

　だから凪は、謝罪する。

「ごめんな。最後までおまえのこと、わかってやれなくて」

　それは同情なのだろうか。それとも、別な感情か。

「でも、もう、おまえの話を聞いてやれないんだ。だって、おまえを倒さないと、俺おれの大事な人たちがたいへんな目に遭あうみたいだからさ」

　だから、鬼九く条じよう。

　その記憶を秘めているであろう、鬼の成れの果て。殺せつ生しよう石せきに魅入られた、『殺し合いたい』という妄執そのものの具現へと、凪なぎは火か焔えんを向ける。

「待たせて悪かったな、九条。俺は、おまえを倒して、『九きゆう尾びの狐きつね』が残した宿題を、一つ終わらせるよ」

　火焔の大蛇を指揮して、鬼だったものの中心部に見える、殺生石にぶつける。

　限界まで九尾の力を込めた火焔。その色は、黄金。

　鬼だったものは闇やみを集めて凪の火焔を受けるが、光そのもののようなきらびやかな色が、鬼だった闇を照らし、呑のみ込み、祓はらってゆく。

　それは浄化と呼べる行為だったのかもしれない。深い深い闇は、金色の炎に焼かれ、かき消され、そのかたちを喪うしなった。

　九条の記憶ごと。凪は、焼き払った。

　理解も共存もできない相手は存在して、そういった相手は打倒するしかない。そして相手を打倒するために、凪は狐に戻らなければならない。……誰だれかを助けるためではなくて、相手を倒すためだけに。

　だから、鬼との戦いの果て。九尾の狐として得た勝利は、『清きよ原はら凪』としての、決定的な敗北……そう思ったのだけれど。

　ぼすっと音がして、凪の火焔ですら燃やせなかった殺生石が校庭の砂利の上に落ちる。

　そして、さらさらと砂になり、消えて――白い光が、残った。

「……あれは」

　九条がふらふらと白い光に歩み寄り、とても大事そうに、その光をてのひらに収め、拾い上げる。その時、白い光は大きく大きく広がって、校庭を包み込み……そして、

「……ああ、くそ」

　九条は悔しげな声で言って、それから凪を振り返り、

「迷惑をかけたな九尾。……まったく、こんな記憶、いっそのこと殺生石ごとなくなってしまえばよかったものを」

　忌いま々いましそうに、憎まれ口をたたいた。

　決して喜ばしいことばかりでもないが、それはあまりにも、凪の知る『敵としての九条』そのものだった。

「九条……？」

「なぜそんな顔をしているんだ九尾。……僕はおまえの敵だ。記憶が戻って、おまえに喜ばれるいわれはない」

「でも、なんで……」

「僕が知るか。……まったく、わからないね。九きゆう尾びの狐きつねという存在は……どこまで頭がお花畑なんだ」

　ほんとうに、ほんとうに、あまりにも九く条じよう。

　なにが起こっているのか、凪なぎにもわからない。なにかをした自覚は、凪にはない。

　けれど、九条の記憶は、『拠より所どころ』は、偶然にも守られたらしい。

　理由はわからない。けれど凪は安堵して、つい、

「おかえり、九条」

「……気色が悪い」

　九条は心の底から気持ち悪そうに言った。

「やっと、厄介者が消えるか」

　様子を見ていた橘たちばなは、どこか晴れ晴れした顔で、言った。
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「まったく、おまえに世話になるようなことがありうるとはね……」

　九条は心底落ち込んだ様子で、校庭の砂をけりながら言う。

「僕としたことが、殺せつ生しよう石せきを扱いきれなかったようだ。まさか分離して記憶喪失になるとはね……おまけに、自分の『影』に半殺しにされて行き倒れるとは情けない……本当にどうしようもなくいまいましいが、すまなかった。……迷惑をかけたな、九尾」

「まあ、いいよ。……あのさ、九条。前に言っただろ。俺おれは『俺らしく』生きるんだよ。迷惑とか考えなくていいからさ。困った時は、お互いさまだろ？」

「……本当にそんな甘いことを考えて実行するとはね」

　九条は力が抜けたように笑い、

「もういい。もう――やめだ。僕は自分の行動が恥ずかしい。なによりおまえの世話になったのが恥ずかしい。まったく、穴があったら入りたい気分だよ」



「ならば、貴方あなたの入る『穴』へは、わたくしがお連れしますわよ」



　突如聞こえたその声には、聞き覚えがあった。

　自信にあふれ、やや高飛車にも聞こえるその声は――

「火か車しや!?」

　つい先日、治めている『炎えん熱ねつ地じ獄ごく』へと帰還したばかりのはずの、火車だった。

　橘が、九条と対たい峙じしていた時とは別な緊張感をみなぎらせる。

　火か車しやは猫のようなつり目で橘たちばなをいちべつし、それから意味ありげに笑い、鬼に視線を戻して、

「貴方あなたの所属する組織から要請を受けましたのよ。……貴方の地獄送りが決定したとのこと、それから、貴方が殺せつ生しよう石せきを持って脱走したこと……ですから、わたくしがわざわざ出向いてさしあげましたのよ。ちょうど、凪なぎの顔も見たかったところですしね」

「貴様は先月来たばかりであろうが」

「というわけで」仕事の話があるから、とばかりに火車は橘を無視する。「鬼九く条じよう、貴方はこれから、地獄で幽閉生活ですわよ。なにか反論はありますかしら？」

「ないね。……まあ、わかっていたことだ。老害どもの反対を押し切り、殺生石を勝手に二度も使用した。そもそも地獄送りを申し渡された直後でもあったしな。殺されなかった理由が気になるぐらいか」

「貴方のもとの主あるじが、組織設立に深くかかわっているから、だそうですわよ」

「やれやれだ。過去に縛られているのは僕ではなく、老害どものほうじゃないか」

　九条は本気であきれたような顔をした。

「まあいい。……九きゆう尾び、また会おう。それまで誰だれにも殺されるなよ」

「おまえはやっぱり、まだ俺おれを殺したいのか？」

「戦いは鬼ぼくの本能だ。そう簡単にどうにかなるものでもないさ。ただ――力が足りないのはわかった。殺生石が作り出した僕の体は、今の僕よりも強かったはずだ。それでもおまえに勝てていない。僕にはまだまだ修行が足りない。それに……」

　九条は、凪の耳に唇を寄せて、

「僕の所属していた組織だが、どうにもうさんくさい。……僕を泳がせて殺生石の効果を確かめているふしもあった。僕をぼろぼろに傷つけたのは僕自身の力だが、僕を追っていたはずの組織が傷ついた僕の体を放置していたのもなにかおかしい。気をつけることだな。やつらがおまえに認めている『自由』は、おまえになにかをさせるための代償のような気がしてならない」

「……なにか、っていうのは」

「さて、知らないな……それはおまえが勝手に調べろ。ただし、なにがあろうと負けることは許さない。おそらく、これからする敗北は取り返せない。だからこそ、もう少し注意深く生きろ。おまえは少々迂う闊かつすぎる」

「気をつけるよ」

「まあ、僕が言えた義理ではないのだけれどね。……では火車、地獄に連れて行ってもらおうか」

「なぜ貴方はそれほどまでに偉そうなんですの……？　まあ、よろしいですわ。先に地獄の門までお行きなさい。わたくしは、凪と少し話がありますの」

「……連行をしようという気はないのか」

「いまさら逃げますの？」

「……ふん」

　九く条じようは笑って、歩いていく。

　火か車しやは少しだけ九条の背中を見送っていたが、「あんなのどうでもいい」とばかりに凪なぎへと駆け寄り、

「久しぶりですわね、凪」

「まあ、そう、かな……」

「あれから、子こ狐ぎつねさんとはどのように？」

「どのように、ってふつうだよ……」

「私はな！」橘たちばなが、火車と凪とのあいだに割り込む。「凪から誕生日ぷれぜんとをもらうことになったのだ！　しかも指輪だぞ！　どうだ！」

「指輪？　……ああ、人間たちの習慣で、そんなものがありましたわね。なるほど」

　火車はなにかに納得したようにふんふんうなずいて、

「わかりましたわ。……なににせよ、子狐も凪もあいかわらずで安心いたしましたわ。凪、また折を見て貴方あなたのもとにはせ参じますので、その時はじっくりと語り合いましょう」

「……前もって連絡があると嬉うれしいかな」



    

  
    
      



    

  
    
      「可能であれば、そのように計らいますわ」

　あまり計らう気がなさそうな顔で火か車しやは言って、

「では凪なぎ、これで。……子こ狐ぎつねと仲良く」

「貴様もせいぜい息災でいるがいい、くるくるぱー」

「……あいかわらず、灰にしたくなるほどかわいらしい子狐ですこと！」

　火車はそう言って、去っていく。

　凪と橘たちばなは後ろ姿を見送ってから、なんとなく顔を見合わせて笑った。

　なににせよ――一つの問題に決着がついた。

「なあ、橘。俺おれはさ、おまえの『居場所』として、ちゃんとしていってるかな？」

「……さてな。おまえは私専用の居場所になる気はなさそうだしのう。……安心感、という意味ではまだ弱いかの」

「……そっか」

「であればこそ、期待しておるぞ。絆きずなとなる物をくれ。約束をかたちにしてくれ。……今日も勤労が待っている。先輩として、私も力を尽くそう」

「……ははは」

　どうしても橘は、先輩として扱ってほしいらしい。

　だったら、と凪は笑って、

「じゃあ、今日もよろしくお願いしますね、先輩」

「うむ、まかせろ」

　橘は、ない胸をはって、自信満々に言った。



    

  
    
      
終章





　一月八日には、三学期の始業式があった。

　始業式の前日に赤あか染ぞめは和泉いずみの家で世話になることが決まり、凪なぎの家を出て行った。

「このまま凪の家にいたら、橘たちばな先輩ににらみ殺されそうだ」

　荷物をまとめた赤染は冗談めかして言ったが、橘の様子を見ていると、あながち冗談でもなく、本気で呪じゆ殺さつとか考えていそうにも見える。

「まあ、なにか困ったことあったら、頼ってくれよ」

「なにかあったらな。けれど、凪、私はふだん、そうそう困らないんだ」

「ははは……」

　かなりの頻度で赤染の仕事を手伝わされている凪からすれば、それは冗談なのか『凪以外にも利用できる駒こまはある』みたいな意味での本気なのか、理解しがたかった。

　ともあれ赤染は出て行った。

　赤染が妖よう怪かい関係についてを知ってしまったことによる問題は、未いまだ起きていない。

　藤ふじ紫むらさきに口止めされているので、赤染に妖怪のことを教えたとは、生徒会長はもちろん、和泉にも言っていない。

　この判断がどう出るのか……

「しかしのう、凪の判断は裏目に出る気しかせんのだが」

　笑えないのは、橘の言葉である。

　なにせ凪自身、そんな気がしてならない。

　ともあれ、飛ひの縁えん魔まに教わった店に行き、橘と相談して互いにタイミングが重ならないようにプレゼントを買いに行ったりしていたり、

　赤染が家から出て行ったり、

　始業式をやっていたりしていたら――

　もう、橘の誕生会の時間である。

　一月八日。

　なぜこの日にしたのかと橘に問えば、

「凪は九きゆう尾び、私は七尾であろう。あいだをとったのだ。言わば子供だな」

　主張がなに一つ変わっていない。

　どうにも橘的にはなんの不思議もない、なおかつ冗談でもない日付設定のようなのだが、凪としては「言わば子供だな」という言葉には（？）をつけたい気持ちである。意味がわからない。説明もない。その場限りの冗談にしてはひっぱりすぎている。

　ともあれともあれ、一月八日の夕方。

　凪なぎの家で、誕生日会は行われることになっていた。

「まったく、恋れんのやつめ、余計なことを……」

　橘たちばなはつぶやく。

　ここは、凪の家のリビングだ。

　べつに飾り付けられたりはしていない、ふだんとなにも変わらないリビング。そこで、こたつに深く深く入りながら、部屋着姿の橘はテーブルにあごを乗せていた。

『たれ橘』とでも名づけたいぐらいの脱力っぷりに、凪はほほえましい気持ちをこらえきれない。凶悪なまでの癒しの力を今の橘は発散していた。

「ええと、ほら、和泉いずみ先輩もよかれと思って企画してくれたんだろうし」

「巨大なお世話だ」

　橘はむっとした声で言うのだが、すぐさまこたつの魔力のせいで力が抜けてしまうらしい。

　あるいは、口先ではどうこう言っているが、橘も橘なりにこの日を楽しみにしていたのかな、と凪は思う。

　少しからかってみたい気持ちになって、凪は口を開く。

　しかし言葉を発する前に、インターホンが鳴った。

　どうやら橘の誕生日を祝ってくれる有志のかたがたの到着のようである。

　凪はリビングを出て廊下をわたり、玄関を開く。

「いらっしゃい」

　玄関の外に集う面々に、凪は言った。

「やほー凪くん。ケーキ買ってきたよー」

　企画立案をした和泉恋は、ケーキを通行証のように凪に見せてから、家に入ってくる。

　そして和泉のポニーテールに続き、

「……藤ふじ紫むらさきは、十月生まれ」

　自分の誕生日をアピールしながら登場の、藤紫。

「なんだか出て行って間もないのに、悪いな」

　少し気恥ずかしそうにしながら、赤あか染ぞめ。

「ぬえー。今日はですねぇ、おなかをへらしてきましたよう！」

　誕生日会というものをあまり理解していない様子の鵺ぬえ。

「橘ちゃんが誕生日と聞いて。……つかぬことをお聞きしますが、どんなかわいらしい衣装を着るのでしょうか？」

「アンタはそれしかねーのかよ……つうか！　橘の誕生日祝いよりも、凪くん、あたしの誕生日祝わない!?　来月よ！　今月でもいいけど！」

　友人代表、姑う獲ぶ鳥めと飛ひの縁えん魔まである。

　それから、飛縁魔がナチュラルにドアを閉めてしまったせいで登場できなかった一いち条じようもいる。

「……俺おれの扱いがよぉ、ひどくねぇか？」

「まあまあ、ほら、ようこそ、俺の家に」

「ありがとうな、凪なぎ……」

　そんなエピソードもありつつ、お客様たちはＲＰＧのパーティーのように縦に行儀よく並んで、リビングへとぞろぞろ入って行った。

　最後に一条を押し込んだあとに、凪もリビングに入る。

　見回したリビングは、すごく狭い。

「えっと、とりあえず、どうしようか」

　凪は橘たちばながこたつに入って脱力しきったままなのを見て苦笑いしつつ、企画立案担当である和泉いずみに問いかける。

　和泉はあはは、と橘を見て笑い、

「あたしが料理並べちゃうからさ、みんなで橘にプレゼントでもあげてたらいいのさ」

「あ、悪いから俺が……」

「凪くんは、ちゃんと、橘にプレゼントあげなよ。今日までそのために稼いでたんだよね？」

　確かに、そうだ。

　だったらここは、せっかく気を利かせてもらっているのだし、お言葉に甘えるのがいいのかもしれない。

「和泉先輩、ありがとう」

「べつにいいよ。凪くんにはまた、苦労かけちゃったし……」

　あたしはまた、なにもできなかったし。

　そんな言葉が聞こえた気がしたが、和泉は配はい膳ぜんにうつってしまったので、真偽を確かめる術すべもない。

　凪は仕方なく話題を切り上げてから、橘のほうを見て、

「おい橘、ちょっと先にプレゼント交換しようって話になりつつあるんだけど」

「む」

　脱力しきっていた橘が、ぴくりと動く。

　それから、こたつから勢いよく出て立ち上がり、

「……寒い！」

「だから、エアコン点つけようってば……」

「まあ、そんなことはどうでもよいのだ」橘たちばなはなぜそんなにもエアコンが苦手なのだろうか。「というわけでだ。みな、私に貢みつぎ物ものをよこせ」

　あくまで尊大な態度で、周囲を見回す橘。

　その様子を見ていると、

「やる気がなくなるんですケドー」

　という飛ひの縁えん魔まの意見が、とても正しいように、凪なぎにすら思えてくる。

　橘の尊大な態度は時に場の空気をしらけさせる力を発揮するのだ。

　しかしここで橘に『態度を改めろ』と説教するのもなんなので、凪は笑って、

「じゃあ、俺おれから……ええと、橘」

　と、小さな紙袋を取り出し、

「安物だけど、いちおうな。……ひょっとしたらちっちゃすぎるかもしれないけど、その時はごめんな。替えてくるよ」

「それは、指輪か？」

「……ああ」

「ならばよこせ」

　ずい、と手を出す橘。

　その小さな手に、凪が指輪の入ったラッピングを乗せる。……さすがに、箱に入っているような本格的なものは買えていないのだ。

　橘は受け取るなり、きれいに飾られたラッピング袋を力ずくで破り捨て、中身を取り出す。なんとなく台無しな気分である。

　けれど、

「おおお……おおお……おおお！」

　凪からのプレゼントをすっかり取り出した橘は、言葉もないほどに感動してくれた。

　それは小さなシルバーリング。

　本物の貴金属ではないし、宝石もついていない。いかにも安物くさいリングだ。

　けれど、橘は黄金の瞳ひとみをかがやかせ、そのリングを見て、言葉を喪うしなっていた。

　そして、

「あ、ちゅ、ちゅけてみてもよいかっ!?」

「落ち着いてな」

　凪は橘をたしなめる。

　橘はつき指するんじゃないかというぐらいにおぼつかない手つきで、指輪をはめる。

　サイズの計測は、実はしていない。

　目測で、凪はピンキーリングを買ったつもりだった。

　指輪なんてサイズが合わなければただの円状金属である。このあたり迂う闊かつと言うよりほかにない。

　けれどと言うかやはりと言うか、橘たちばなの小指には、そのリングは太くて――

　――ちょうど落ち着いた場所は、薬指。

　橘は人間の常識にうとい。

　しかし右利きの橘が、なにも考えずに合う指にはめたら、左手の薬指にはまる。

　偶然なのか、必然なのか。もしくは、運命と呼んでやるべきなのか。

　気恥ずかしさが限界地点を突破して黙り込む凪なぎ。

　対照的に橘は、

「……おお……おお、おおおお、おお！」

　なぜだか急速に不自由になり始めた日本語を駆使して、感動を伝えようとがんばっているようだ。

　凪は、はめられた位置に少しだけ照れながら、

「と、とにかく、気に入ってくれたなら、よかったよ」

「うむ！　気に入った！　褒美をとらす。これを！」

　橘は袖そで口ぐちからきれいにラッピングされた紙袋を取り出す。

「これは？」

　中身は知っているのだが、いちおう、凪は礼儀的な意味で聞いてみた。

　しかし橘はそんな礼儀などいらないらしく、『両手で袋をつかんで左右に引き裂く』というジェスチャーを駆使して、「早く開けろ」と凪をせかす。

　凪が苦笑いして丁寧に袋を開けると、そこにあったのは、約束どおりのもの。

　凪が橘にあげたものとまるっきり同じ、『八日までに稼いだバイト代をすべてつぎ込んだら店員さんにこれをすすめられました』と言わんばかりの、シルバーリングである。

「……ありがとう」

　もともと、互いに指輪を買うという約束だったのだが、妙に照れる。

　熱いねご両人！　とか叫んだ一いち条じようが、飛ひの縁えん魔まと藤ふじ紫むらさきと姑う獲ぶ鳥めにボコボコにされていたが、それは置いておいて、

「じゃあ、つけてみても？」

「つけなければ許さん」

「ははは」

　凪は橘からもらった指輪を、つけた。

　右手で持って、左手に。

　……太い。

　やはり橘もサイズの計測をしていなかったらしい。

　妙なシンパシーを感じた凪は笑いながら、指輪がはまる指を探す。そうしてはまった指は――親指、だった。

「……ええと、ありがとうな」

「うむ！」

　橘たちばなは満足したようなので、はめる指はどこでもいいか、と凪なぎは笑った。

　二人の絆きずなの証だから。

　物を通じての証明だから。

『身に着けること』そのものが重要なのだろう。……たぶん。

　ともあれ指輪の交換を済ませた凪と橘は、見つめ合っている。

　すさまじく割り込みがたい空気が、二人のあいだには流れていた。

　一いち条じようの野や次じがやみ、赤あか染ぞめが居心地悪そうに沈黙し、和泉いずみが苦笑いして、藤ふじ紫むらさきがあさっての方向を見ている。そんな中、

　一人。

　あまり空気を読まない子が、いた。

「あ、そういえばですねえ」

　鵺ぬえである。

　ぬえー、と鳴きながら、持ってきていたバッグをあさる鵺。

　注目が集まる中、バッグに顔をつっこんで中をまさぐり、

「あ、ありましたよう」

　そう言って、きれいにラッピングされた、しかしよれよれの袋を出し、

「鵺からじゃないんですけど、火か車しやのねえさまから、凪さんにプレゼントをわたすように頼まれてるんですよう」

　そう言って、鵺が出したものは――見覚えのある、紙袋である。

　いつごろ見たかと言えば、たった今、橘が凪によこしたような紙袋だ。

「……」

　なんだろう、いやな予感がしてきた。

　しかし冷や汗を垂らす凪をしりめに、鵺は無邪気な笑顔で包装を解いて、

「ねえさまから、凪さんへ、ですよう」

　と。

　指輪を。

　出した。

「……」

　空気が凍り付いている。

　一番凍っているのは凪だ。

　なにせ、ブリザードの発生源は橘で、橘の一番近くにいるのが凪なのだから、あたりまえだろう。

「……あ・の・お・ん・な」

　橘たちばなの声は地獄の底から響くような重さをもっていた。

「あの女！　あの女！　あの女ぁぁぁぁ！」

　今にも包丁を持って乗り込みそうなテンションだが、安心してほしい。『あの女』のハウスは通常出入りできない場所にあるので、橘が包丁を持って乗り込むことはない。

「ええい！　どいつもこいつもどいつもこいつも！　凪なぎをなんだと心得るか！」

　寄るな寄るな！　と周囲にいた女性陣――ようするに一いち条じよう以外――を威嚇して、橘は凪の腕に抱きつき、

「いい機会だから言っておくぞ！　ちんちくりんも、くるくるぱーな貴様の主あるじに伝えるがよい！　貴様ら、よく聞け！　貴様らがどう思おうが、凪がなんと言おうが、絶対に変わらん事実がある！　それはだな！」

　黄金の瞳ひとみで周囲を見る。

　そして最後に、凪を見る。

　かたくかたく、橘は抱きついた腕に力をこめて、

「凪は、私のものだということだ！」

　だから手を出すな！　と橘は叫ぶ。



    

  
    
      



    

  
    
      　凪なぎは周囲から向けられる視線に冷や汗を浮かべる。

　なにを言ったらいいのか、わからない。

　肯定はできないが、否定はもっとできない。

　確かに今は、橘たちばなを不安がらせるほど、誰だれにでもひとしい態度で接しているが……

　いつか。

　今よりもっと橘がかけがえのない存在になって、今よりもっと、自分が橘に依存して。

　たとえば親指にはまった指輪のような、確固たる『絆きずな』が、物に頼らなくとも感じられるようになっていて――

　そうやって。

　橘に独占されていくのかもしれないなぁ、と。

　どんどん、橘との『絆』だけが、他ほかの人とは一線を画していくのかもしれないなぁ、と。

　どうにか事無く場を収める言葉を考えながら、凪は、なんとなく思うのだった。



    

  
    
      



    

  
    
      あとがき



　初めまして。あるいはお久しぶりです。

　夏は暑さで「うだー」ってなりながら小説を書いているものです。

　体の芯から体力が奪われていくような気がします。そんな日はアイスを食べます。アイスと言えばスイカを模したアレです。すごく溶けやすいのであおむけで寝っころがりながら食べます。一滴一滴口の上でたらしながら雫を食べます。某天然成分基礎化粧品もびっくりの気の長い作業です。冬ふゆ木きよりも先にアイスが根負けして棒から落ちて口にころがりこんできます。その時アイスとの根競べに冬木は勝利するのです。得られたものは特になく、失ったものは十分以上の時間です。アイスとの根競べに買って人生に負けた気分です。その時冬木は勝者でありながら敗者になるのです。

　ここまで七行ほど読み飛ばしてください。

　まともに読んでくださったかた、ありがとうございます。

　というわけで本作、『ふぉっくすている？　４本目』の内容紹介に移りたいと思います。本作はなんだろう……巫み女こ回？　ウエイトレス回？　赤あか染ぞめ回？　藤ふじ紫むらさき回？　橘たちばな回？　さまざまな成分が入り混じっている気がします。著者は何を考えて書いたんだろう。たぶんいろいろ考えて書いた気がしますが、最終的に読み返す時は何を考えていたか忘れています。おかしいね。

　和服大好きです。

　ここまでで梅雨の暑さが冬木にあたえた影響を察していただければ幸いです。

　この調子であと２ページあとがきがあります。

　新作の話をしましょう。

　とは言え、こんな話題の始めかたをしたのは担当さんをドキリとさせる作戦で、ＭＦ文庫Ｊで商品化する新作の話ではなく、常に書き続けている新作の話です。

　最近忙しくて一か月ほど完全新作を考えるのをさぼってしまいました。そしてちょっと余裕が出たのでまた考えようとしたら、これが、考え方がまったくわからなくなっているのです。

　一日の休みを取り返すのに三日かかる、とは筋肉の話らしいのですが、話づくりもまた、少し休むと取り戻すのにしばらくかかります。つまりクオリティを維持したりあげたりするには、常に文章を書きつつ新作を考えつつキャラクターを創りつつ本を読みつつゲームをしつつマンガを読みつつアイスを食べつつ眠いです。

　ひどい尺かせぎがあった気がする。

　気のせいですよ。

　謝辞にうつりたいと思います。

　担当の児こ玉だま様。ぬいぐるみなどありがとうございます。今度打ち合わせに行く際は、いただいたうさるさんのペンケースを持って行きたいと思います。中身は汚れるので入れません。持って行くだけかよ。ありがとうございます。中身も入れます。プロットや本文などもっと早く出せるようにがんばります。よろしくお願いいたします。

　犬洞いぬがほらあん様。毎回毎回進行がヤバくて申し訳ありません。次からはもっと早く、ひたすら早く、５本目が終わったと思ったら６本目がとどいているぐらいにがんばります。それから、ありがとうございます。パフェの上に油揚げ……だと……？　今度うちで作ってみようと思います（!?）。ありがとうございます。

　そしてこの本を読んでくださったみなさま、ならびにこの本にたずさわってくださったみなさま、本当にありがとうございます。四冊も出すことができたのはみなさまのおかげです。今後も精進を重ねていきますので、どうぞよろしくお願いいたします。

　今回あとがきを書いていて、あとがき用のネタ収集の必然性を切に感じました。もう少し表に出ようと思います。

　それでは、失礼いたします。また次回、よろしくお願いいたします。



冬ふゆ木き　冬ふゆ樹き



    

  
    
      



    

  
    
      　著者

　冬木冬樹（ふゆき・ふゆき）

　　第６回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞受賞。

　　夢を見ました。ここに「夢を見ました」と書くまではどんな夢か覚えていました。

　　夢っていうのはたいてい起きた時には忘れているものなのですが、忘れてしまったあとで無性に気になる夢ってありますよね。「そんな夢のかけらを集めてこの本を作りました」って言いたかったんですが、かけらもほども覚えてないので寄せ集めても何もできません。

　　そんな夢です。



　イラスト

　犬洞あん（いぬがほら・あん）

　　７月９日生まれ。Ｏ型。

　　名古屋生まれの原画家・イラストレーター。

　　縁側に敷いたゴザの上に横になって

　　しっぽをぱたん、ぱたんと揺らして

　　涼んでいる橘…を妄想して癒される夏です…。



　　http://yaplog.jp/inuan/
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